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コメ ント の 概要 


金融 行政 の 目標 を 「 企 業 ・ 経 済 の 持続 的 成長 と 安定 的 な 資産 形成 に よる 国民 の 厚生 の 増大 」 と し て 明確 化し 、 金 融 行政 
の 視野 を 「 形 式 ・ 過 去 ・ 部 分 」 か ら 「 実 質 ・ 未 来 ・ 全 体 」 に 広げ 、 金融 ン シス テム の 安定 と 金融 仲介 機能 の 発揮 、 利 用 者 保護 
と 利便 、 市 場 の 公正 性 ・ 透 明 性 と 活力 の 両立 を 通じ て 目標 実現 を 目指 す と の 考え 方 は 、 地 方 銀行 に お ける 経営 課題 の 
認識 や 対応 の 方 向 性 と も 合致 し て お り 、 基 本 的 に 賛同 で きる 。 また 、 ルール ベー ス か ら ル ー ル と プリ ン シ プ ル ベ ー ス の 
バラ ンス を 重視 し た アプ ロー チ に 転換 する こと に つい て も 、 地 方 銀行 の 経営 や 業務 の 自由 度 を 高め る も の と し て 、 基 本 
的 に 歓迎 する 。 


金融 店 の 考え 方 





・ 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 





基本 方 針 案 で は 、 こ れ ま で の 検査 ・ 監 督 へ の 問題 意識 に も 触れ な が ら 、① 各 金融 機関 に よる 多様 で 主体 的 な 創意 工夫 
の 尊重 、② 業 態 ・ 所 在 地 ・ 規 模 ・ リ スク 特性 な ど 各 金融 機関 の 特性 の 反映 、③ 最 低 基準 抵触 の 蓋然性 に 応じ た 対応 、④ 
金融 機関 側 の 事務 負担 へ の 考慮 一 な ど に つい て 言及 され て いる 。 これ ら の 方 向 性 が 、 こ れ ま で の 検査 ・ 監 督 に 対す る 
金融 機関 の 不満 ・ 負 担 ・ 課 題 に 感じ て きた 点 の 解消 に つなが る こと を 期待 し て いる 。 


* 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 











近 時 、 金 融 機関 を 巡る 環境 の 変化 の スピ ー ド が 加速 し て いる こと か ら 、 各 金融 機関 に お いて は 、 よ り 良い サー ビス 等 の 
提供 に 向け 、 そ うし た 環境 変化 等 に 対応 すべ く 取り 組ん で お り 、 結果 と し て 、 ビ ジネス モデ ル の 多様 化 が 進展 し 、 抱 える 
課題 や リス ク も 区 々 と な っ て いる も の と 認識 し て いる 。 


そう し た 中 、 金 融 検査 ・ 監 督 の 手法 に 関し 、 画 一 的 な ルー ル ベ ー ス の も の か ら 、 プ リン シ プ ル ベー ス か つ フ ォ ワ ー ド ルッ 
キン グ な 形 に 転換 いた だ く こ と は 、 チ ェ ッ クリ スト 的 な 手法 の 弊害 を 取り 除き 、 持続 的 な ビジ ネス モデ ル の 確立 を 目指 す 
各社 の 取組 み を 後押し いた だ くも の と 考え て いる 。 





* 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 











金融 行政 の 目的 の 明確 化 と し て 、「 金 融 ン レス テム の 安定 / 金 融 仲介 機能 の 発揮 」、「 利 用 者 保護 / 利 用 者 利便 」、「 市 場 の 
公平 性 ・ 透 明 性 / 市 場 の 活力 」 の 「 両 立 」 を 掲げ た 点 は 蔵 眼 で あり 、 過去 の 金融 危機 へ の 対応 の 結果 、 そ れ ぞ れ の 項目 
で 前 者 の 方 に 大 きく 振り 切れ て し まっ た 振り 子 を 、 し っ か り と バラ ンス の と れ た 状態 に 戻す こと の 必要 性 に つき 、 賛 意 を 
表す る も の で ある 。 

勿論 一 言 に 「 両 立 」 ま た は 「 バ ラン ス 」 と 言っ て も 、 その 実現 に は 金融 ンス テム ・ 制 度 ・ 市 場 、 及 びそ の 仲介 者 、 イ ン フ ラ 提 
供 者 、 利 用 者 に 対す る 深い 知識 と 洞察 が 必要 で ある こと は 言 を 侯 た ず 、 ま た 環境 の 変化 に よっ て その バラ ンス が 崩れ る 
こと に も な る た め 不 断 の 検証 が 必要 に も な る 。 


CO RC. 内 部 組織 、 人 材 育成 、 情 報 イ ン フ ラ の 全て を 見 直す と の 方 針 に つい て も 、 そ の 目的 達成 が 非常 な 困難 を 伴う 
も の と の 自覚 に 基づく も の と し て 首 育 さ れる と ころ で ある 。 


*・ 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 





人 口 減少 や 高齢 化 の 進行 が み ら れ る 中 で 、 我が国 企業 及び 経済 の 持続 的 成長 は 、 国 民生 活 の 発展 に と っ て 望ま し い 
も の で あり 、 貴 庁 が 、 国 民 の 厚生 の 増大 の た め 、 金 融 ン シス テム の 安定 、 利 用 者 保護 、 市 場 の 公正 性 ・ 透 明 性 等 を 目指 し 
て 、 行 政 の 役割 を 発揮 され る こと は 重要 な こと と 理解 し て お り ま す 。 また 、 昨 今 の FinTech を は じ め と する 金融 経済 環境 
の めざまし い 発展 ・ 変 化 に 対応 する よう 、 検査 ・ 監 督 の 考え 方 ・ 進 め 方 や プリ ン シ プ ル を 示し て 、 実 質 ・ 未 来 ・ 全 体 と いう 
観点 か ら 検 査 ・ 監 督 の 着眼 点 を 持た れる こと に も 賛同 いた し ます 。 


*・ 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 





金融 検査 ・ 監 督 の 考え 方 と 進め 方 (検査 ・ 監 督 基本 方 針 ) ( 案 )」 に お ける 貴 庁 の 考え 方 と 進め 方 に つき まし て は 、 異 論 ご 
ざい ませ ん 。 


* 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 











本 方 針 に お いて は 、 金 融 行政 の 基本 的 な 目標 と し て 、① 金 融 ン レシ ス テム の 安定 と 仲介 機能 の 発揮 の 両立 や 、② 市 場 の 公 
正 性 ・ 透 明 性 と 市 場 の 活力 の 両立 、 を 目指 すべ き と す る な ど 、 バ ラン ス を 十分 に 意識 し た 内 容 と な っ て お り 、 ALICE 
で きる も の で す 。 米国 に お いて 、 昨 年 6 月 以降 、 米 国 財務 省 よ り 「A Financial System That Creates Economic 
Opportunities」 と 題し た 一 連 の 報告 が 大 統領 宛 に な され 、 金 融 規 制 改 革 が 提言 され て いる な ど 、 バ ラン ス の と れ た 金融 
規制 シス テム の 構築 に 向け た 議論 が 進め られ て いる 国際 的 な 流れ の 中 で 、 本 方 針 は その 先端 を 進み 、 他 国 に 向け て 
ある べき 規制 シス テム の 一 例 を 示す も の と 評価 で きる と 考え ます 。 本 方 針 に お いて 示さ れ た 「 業 界 に よる 自主 的 な 取り 
組み 」 や 「 内 外 一 体 」 等 を 踏ま え 、 健 全 か つ 効 率 的 な 市 場 活性 化 の た め 、 国 際 的 な 業界 団体 と し て 、 こ れ ま で 以上 に 多 
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* 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 








方 面 で 貴 庁 と 協 働 さ せ て いた だ けれ ば 幸い で す 。 





General - We support JFSAs initiative to evolve the supervisory approach to one that is based on substance 
over form, holistic assessment, forward looking analysis and pursuit of best practices. We also welcome the 
focus on issues of firm-wide priority, continuous monitoring (as opposed to periodic monitoring) and the 


retraining of supervisory staff to accumulate firm-specific knowledge and specialised analytical skills. 


* 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 





「 検 査 ・ 監 督 基本 方 針 ( 案 )」 に 係る 所 感 ・ 生 命 保険 業界 を 取り 巻く 環境 は 、 少 子 高齢 化 や 低 金 利 環 境 の 継続 等 に より 今 
後 も 厳し い 状況 が 想定 され ます 。 


こう し た 状況 の 中 、 長 寿 化 や ライ フス タイ ル の 変化 等 に よる 顧客 ニー ズ の 多様 化 や IT 技術 の 進展 等 の 環境 変化 に スピ 
ー デ ィ ー に 対応 し 、 生 命 保険 会 社 が 将来 も 持続 可能 な ビジ ネス モデ ル を 構築 し て いく た め に は 、 当 案 に お いて 示さ れ て 
いる 今後 の 金融 検査 ・ 監 督 の 方 向 性 や 手法 は 有効 に 機能 する と 考え られ る こと か ら 、 全体 と し て 前 向き に 評価 し て お り 
ます 。 


な お 、 ご 当局 に お いて は 、 既 に 近年 の モニ タリ ング の 場面 に お いて 、 従 来 の ルー ル ・ ベ ー ス の 手法 か ら 、 金 融 機関 の 創 
意 工夫 を 促す 対話 へ と シフ ト し て き て いる と 認識 し て お り ます 。 


* 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 











ご 指摘 の と お り 、 金 融 機 関 は 日 進 月 歩 で あり 、 金 融 仲 介 機 能 の 発揮 、 利 用 者 利便 、 市 場 の 活力 の 3 つの 行政 目標 達成 
の た め に は 、 各 金融 機関 が 自ら の 置か れ た 状況 に 応じ 多様 で 主体 的 な 創意 工夫 を 発揮 する こと が 望ま し く 、「 形 式 ・ 過 
去 ・ 部 分 」 か ら 「 実 質 ・ 未 来 ・ 全 体 」 へ 検査 ・ 監 督 手法 を 転換 する 方 針 に は 賛同 する 。 


金融 機関 の 創意 工夫 が より 一 段 と 必要 と な る 環境 下 、 抜 本 的 な ビジ ネス モデ ル の 変換 等 に は 、 貴 庁 の サポ ー ト が 必要 
不可 欠 で あり 、 双 方 向 の 建設 的 な 対話 を 行う に あたり 、 金 融 機関 の 創意 工夫 を 後押し いた だ く よ う な 貴 庁 の サポ ー ト を 
いた だ きた い 。 





* 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 


・ そ れ ぞ れ の 人 金融 機関 が 自ら の 置か れ た 環 
境 と 特性 に 応じ た 取組 み を 行え る よう 、 当局 
と し て も 、 一 つ ひ と つの 金融 機関 の 置か れ た 
経営 環境 や 経営 課題 に つい て 深い 理解 を 持 
っ た 上 で 、 特 定 の 答 を 前 提 と する こと な く 、 的 
確 な 問い か け を 投げ か け 、 双 方 向 の 建設 的 
な 対話 を 行う こと が 重要 と 考え て お り ま す 。 











オォ ワー ドル ッ キ ング な 分 析 」、「 探 求 型 対話 」 と いっ た 不 確 実 性 を 伴う 手法 が 取り 入れ られ る こと は 、 適 切 に 運用 され な け 
れ ば 、『 過 剰 規制 ・ 過 剰 介入 に よっ て 市 場 を 歪め る 、 金融 機 関 の 創意 工夫 を 不 必要 に 制限 する 、 過 度 な 裁量 に より 民間 
部 門 で の 予見 可能 性 が 損なわ れる 」 等 の リス ク に も つなが る 可能 性 が ある 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【1 一 b】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 





基本 方 針 案 に は 、 検 査 ・ 監 督 の 3 つの 手法 と し て 、① 最 低 基準 検証 の 進め 方 の 見 直し 、② 動 的 な 監督 、③ 見 える 化 と 探 
究 型 対話 に つい て 記載 され て お り 、 従 来 の 画 一 的 ・ 綱 弘 的 な 検査 ・ 監 督 と は 一 線 を 画す も の と 理解 し て いる 。 


一 方 で 、 こ れ ら の 手法 は 、 現 場 に お ける 運用 次 第 で は 、 金 融 機 関 の 自主 的 な 経営 判断 を 拘束 し 、 必 要 性 や 優先 度合 い 
の 低い 特定 の 行動 へ 誘導 する 恐れ が ある ほか 、 明確 な 論点 に 基づか な い ヒ アリ ング 等 の 長期 化 、 財 務 局 や 担当 者 ご と 
に よる 考え 方 の ば ら つ き 、 金融 機関 の 情報 提供 負担 の 増加 等 の 弊害 が 生じ る こと も 懸念 され る 。 


基本 方 針 案 は 、 こ うし た 懸念 に も 言及 し た うえ で と り ま と め て いる も の と 理解 し て いる が 、 今 後 の 検討 に あたっ て は 、 検 
査 ・ 監 督 の 現場 に お いて も 、 こ うし た 懸念 が 生じ な いよ うに 、 そ の 実効 性 確保 を 含め て 適切 に 対応 いた だ きた い 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【1 一 b】【3 
ーa】 に 記載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 


・ そ れ ぞ れ の 金融 機関 が 自ら の 置か れ た 環 
境 と 特性 に 応じ た 取組 み を 行え る よう 、 当局 
と し て も 、 一 つ ひ と つの 金融 機関 の 置か れ た 
経営 環境 や 経営 課題 に つい て 深い 理解 を 持 
っ た 上 で 、 特 定 の 答 を 前 提 と する こと な く 、 的 
確 な 問い か け を 投げ か け 、 双 方 向 の 建設 的 
な 対話 を 行う こと が 重要 と 考え て お り ま す 。 











「 実 質 ・ 未 来 ・ 全 体 」 指 向 で 金融 検査 ・ 監 督 を 行う 場合 、( イ ) 発生 し た 過去 の 事実 や 非違 事例 だ け で は な く 、 (B) 今後 発 
生 し うる 不 確 実 な 未来 の 懸念 に 着目 し た 検査 ・ 監 督 上 の 指導 を 行う 局面 が 増加 する と 考え られ る 。 また 、( ハ ) 個別 金融 
機関 と し て は 経済 的 に 合理 的 な こと で あっ て も 社会 全体 と し て 不 健 全 で ある 場合 は 個別 金融 機関 に 対し て (少な く と も 短 
期 的 に は ) 経 済 的 に 非合理 的 な 対応 を 促す 局面 も 想定 され る 。 さ ら に 、( 二 ) リ スク に 対し て フォ ワー ドル ッ キ ング な 対応 
を 促し て いく 場合 に は 、 そ れ が 現実 に リス ク と し て 顕在 化す る か 不 確 実 な 状況 の 中 で リス クミ ティ ゲー ショ ン を (結果 と し 
て ビジ ネス の 機会 を た 失 す る 可能 性 も ある 中 で ) 金融 機関 に 促さ ざる を 得 な い 局 面 も 想定 され る 。 金融 監督 当局 と し て 
( イ ) に つい て は 法律 上 の 根拠 に 基づい て 強制 力 を 発動 で きる (また すべ き ) も の で ある が 、( 品 ) <( 二 ) に つい て は 当局 
が 問題 提起 し た と し て も 、 (当局 は その 結果 責任 を と れ な い 以 上 ) あく まで 金融 機関 自ら の 自己 責任 の 下 で の 経営 判断 
に 委ね ざる を 得 な い 性 質 の も の と 考え る 。 し た が っ て 、「 実 質 ・ 未 来 ・ 全 体 」 指 向 で 金融 検査 ・ 監 督 に は 賛同 する が 、 当局 
か ら の 指導 ・ 助 言 等 が 、 法 律 上 の 権限 に 基づく 「 指 導 ・ 指 摘 」( 強 制 権 あ り ) な の か 、 水 平 的 レビ ュー や 当局 側 の 問題 意 
識 に 基づく 当局 か ら の 「 建 議 」( 最 終 的 な 判断 は 金融 機関 の 自己 責任 ) な の か 、 社 会 要請 上 の 「 期 待 」( 当 局 と し て も その 





・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【4 一 e】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 


「 動 的 な 監督 」 に 係る 金融 庁 の 考え 方 に つ 
いて は 、 本 文 20 頁 を ご 覧 くだ さい 。 











実現 に は 困難 が ある こと を 承知 の 上 で 社会 的 な 最適 に 向け て 取組 み を 緩やか に 促し て いく も の ) な の か 、 指 導 等 を 行う 
上 で 明確 に する 必要 が ある こと を 「 探 求 型 対話 」 等 の 箇所 に 明記 すべ き で は な いか 。 金融 当局 は 強大 な 権限 を 持つ た 
め 、 金 融 機 関 側 か ら み れ ば それ が 建議 や 期待 に 類する も の で あっ た と し て も ある 種 の 強制 力 の ある 指導 と 受け 止め ら 
れ 、 か えっ て 当局 の 指導 に 従う だ け の 受身 的 な 経営 を 助長 し か ね な いこ と を 危 恨 する 。 また 、 当局 は 全 知 全能 で は な 
く 、 未 来 の 事象 に 対す る 当局 の 建議 等 が 結果 と し て 見 込み 違い で ある 場合 も 当然 あり える が 、 上 記 が 明確 化 さ れ な か っ 
た 場合 、 そ れ に 従っ た 金融 機関 (ある い は 報道 機関 等 ) が 当局 に 責任 転嫁 する こと に も な りか ね な いと 危 恨 する 。 














14. | 一 面 的 、 独 善 的 で 今後 の 金融 行政 の 安定 性 、 有 効 性 に 懸念 を 持つ 。 ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【1 一 b】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
15. | 「 検 査 マ ニュ アル を チェ ッ ク リ スト の よう に 用 いた 検査 」 と いう の は 、 い つの 話 か 。 先述 し た と お り 、 近 年 は その よう な 検査 | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【1 一 a】 に 記 
は 受け て いな い 。 金融 庁 は 事実 を 正しく 把握 し て いな い の で は な いか 。 前 提 事 実 が 誤っ て いる の で 、「 検 査 ・ 監 督 基本 方 | 載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
針 ( 案 )」 自 体 を 再考 すべ き で ある 。 
16. | この よう な 金融 行政 な いし 金融 庁 の あり 方 の 基本 に 関わ る 変更 に つい て は 、 本 来 次 の よう な プロ セス を 踏む べき 。 ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【1ー。】 に 記 





① 金 融 庁 設 置 法 の 改正 


< 現行 法 >「 金 融 庁 は 、 我 が 国 の 金融 の 機能 の 安定 を 確保 し 、 預 金 者 、 保 険 契約 者 、 有 価 証券 の 投資 者 その 他 こ れ ら 
に 準ずる 者 の 保護 を 図る と と も に 、 金融 の 円 滑 を 図る こと を 任務 と する 。」 今 回 の 方 針 案 は 、 金 融 危 機 再 発 の 回 避 を 主 
眼 と し た 現行 法 の 控え め な 金融 庁 の あり 方 を 見 直し 、 金融 機関 に 「 金 融 の 円 滑 」 以 上 の 積極 的 な 経営 を 迫る も の 。 


仮に この よう な 変更 を 是 と する な ら 、 念 頭 に ある 具体 的 な 政策 目的 を 明示 すべ きだ が 、 そ の 点 は 明確 で は な い 。 例え 
ば 、 地 方 創 生 、 老 齢 化 社会 へ の 対応 、 東 京 金融 市 場 の 活性 化 、 災 害 時 の 金融 機関 の 役割 、SOCIETY5.0 下 で の 金融 シ 
ステ ム の あり 方 と いっ た 、 具 体 的 な 目標 を この 方 針 案 の 中 で 明示 すべ き 。 





載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 


・ 本 基本 方 針 は 金融 店 設置 法 で 定め られ た 
金融 庁 の 所 掌 範囲 に お いて 、 必 要 な プロ セス 
を 経て 公表 する も の で す 。 











法 改 正 ま で は 必要 な いと の 考え に 立つ に し て も 、 具体 的 な 目標 を 含め 国会 で 説明 すべ き 。 本 来 、 こ の よう な 根幹 に 関わ 
る 問い か け は パブ リッ クコ メン ト に な じ ま な い 。 パブ リッ クコ メン ト は 不利 益 を 被る 者 が いる 場合 を 想定 し て いる の で あっ 
て 、 基 本 論 は 国会 の 役割 で は な いか 。 


③ 人 金融 庁 行政 の 安定 性 


現在 金融 庁 内 部 は 深刻 な 統制 問題 に 直面 し て いる 。 長 官 の 意図 を 理解 する ご く 少 数 の 幹部 に よっ て 、 所 掌 範 囲 を 超え 
た 統治 が 行わ れ て いる 。 こ の 点 は 、 既 に メデ ィ ア 、 出 版 物 で 取り 上 げ ら れ 始 め て いる 。 現 長 官 の 個人 的 思想 の 色合い の 
強い 方 針 は 、 金 融 行政 の 継続 性 、 安 定性 を 損なう 。 パ ブリ ッ ク コ メン ト に 付す こと に よっ て 、 その 考え 方 を 恒久 化し よう と 
いう こと と 考え られ る が 、 本 来 は 上 述 の よう に 国会 で 説明 し 賛同 を 得る べき 。 な お 、 長 官 の 個人 的 な 価値 判断 に よる 行 
き 過 ぎ た 指 導 が 行わ れ て いる 。 一 例 と し て 、 毎 月 (定額 ) 分 配 型 の 投信 に 対す る 強烈 な 批判 を 行っ て いる が 、 考 え 方 と し 
て 間違っ て いる (今回 の 方 針 に 具体 的 な 記述 は な い )。 





いろ いろ 記載 され て いる が 、 全般 的 に 、 こ れ か ら の 検査 ・ 監 督 を 具体 的 に どの よう に 行う の か の 全体 像 が 見 え ず 、「 裁 量 
行政 復活 」 と 「 検 査 マ ニュ アル 廃止 」 し か 具体 的 に 読み 取れ な い 。 こう し た 状況 が 、 各 種 記事 に お いて 批判 され て いる 原 
因 と 考え られ る 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【1 一 a】【 1 
ーb】 に 記載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 


・ ま た 、 本 基本 方 針 は 、 検 査 ・ 監 督 に 共通 す 
る 考え 方 と 進め 方 に つい て 、 全体 像 を お 示し 
し た も の で す 。 これ に 加え て 、 具体 的 な 個別 
の 分 野 別 の 「 考 え 方 と 進め 方 」 等 に つい て 
は 、 今後 策定 次 第 公表 し て いく 予定 で す 。 











これ か ら の 検査 ・ 監 督 を 具体 的 に どの よう に 行う か に つい て 、 金 融 機関 が 大 ま か に 予見 で きる よう に 全体 像 を 示し た うえ 
で 、「 検 査 ・ 監 督 基本 方 針 ( 案 )」 を 示す べき で ある 。 現時 点 の 案 は 「 検 査 ・ 監 督 基本 方 針 ( 案 )」 に 相応 し いも の で は な い 。 
(そもそも 、 金融 機関 が 大 ま か に 予見 で きる よう な 方 法 で 検査 ・ 監 督 を 行う の が 、 金融 庁 が いう 『 プ リン シ プ ル ベー ス の 
行政 」 で ある は ず 。 加 えて 、 近 年 は 検査 マニ ュ ア ル を チェ ッ ク リ スト の よう に 用 いた 検査 は 受け て いな い ば か りか 、 少 な く 
と も 森長 官 が 検査 局長 に 就任 し た 平成 25 年 夏 以 降 は 、 従 来 型 の 検査 自体 受け て いな い 。25 年 夏 以 降 、 金 融 庁 は 新 
た な 検査 ・ 監 督 を 作り 上 げ て きた の で は な いか 。 通常 の 金融 機関 で あれ ば 中 期 経営 計画 期間 (3 年 ) を 超え る 時 間 が 過ぎ 





・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【1 一 a】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 


・ ま た 、 本 基本 方 針 は 、 検 査 ・ 監 督 に 共通 す 
る 考え 方 と 進め 方 に つい て 、 全体 像 を お 示し 
し た も の で す 。 これ に 加え て 、 具体 的 な 個別 
の 分 野 別 の 「 考 え 方 と 進め 方 」 等 に つい て 











て いる わけ で 、 未 だ に 全体 像 を 示せ な いと すれ ば ば 、 金 融 庁 の 重大 な 怠慢 で ある 。) 


は 、 今 後 策定 次 第 ・ 公 表し て いく 予定 で す 。 




















19. | 今後 、 将 来 の 最低 基準 抵触 の 蓋然性 評価 の 手法 や 、「 見 える 化 」 の 促進 、 監 督 指針 の 見 直し 等 、 具 体 的 な アク ショ ンプ | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【2 一 a】【6 
ラン の 検討 が 進め られ る も の と 承知 し て いる が 、 実 務 上 の 影響 も 大 きい 態勢 整備 と な る も の と 考え られ る こと か ら 、 検 討 | 一 d】 に 記載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
に あたっ て は 、 各 金融 機関 の 個別 特性 等 に も 十分 ご 留意 いた だ いた 上 で 、 業 界 を 含め 、 幅 広い ステ ー ク ホル ダー と の 
深度 ある 対話 を 行っ て いた だ き 、 十 分 な 準備 期間 を 設け る 等 の ご 配慮 を お 願い し た い 。 

20. | 今後 、 見 直し 内 容 の 具体 化 や 分 野 別 の 「 考 え 方 と 進め 方 」 等 の 検討 に あたっ て も 、 こ れ ま で の 金融 機関 の 経営 判断 を 尊 | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【6 一 g】 に 記 
BL, 多様 な 創意 工夫 を 認め つつ 、 効 果 的 か つ 効率 的 な 経営 管理 態勢 、 リ スク 管理 態勢 、 業 務 運 営 態勢 等 の 構築 に 資 | 載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
する べく 、 検 討 の 過程 に お いて 金融 機関 と の 意見 交換 を 一 層 充 実 し て いた だ き 検 討 を 進め る よう お 願い し た い 。 

21. | 現行 の 「 金 融 検 査 マ ニュ アル 」【 本 マニ ュ ア ル に より 検査 を 行う に 際 し て の 留意 事項 】(2) に 「 金 融 機関 に 対す る 検査 の 実 | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【2 一 a】 に 記 
施 に あたっ て は 、 金 融 機関 の 事務 負担 の 軽減 等 の 観点 や 金融 機関 の 規模 ・ 特 性 等 を 踏ま え 」 と ある 。 載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
今後 、 検 査 ・ 監 督 の 見 直し を 進め る に あたっ て も 、 同 様 の 視点 を 維持 いた だ きた い 。 

22. | プリ ン シ プ ル を 実務 に 落と し 込む 段階 に お いて 、 貴 庁 と 金融 機関 の 間 で 一 定 の 目線 を 共有 する こと で 、 検 査 ・ 監 督 の 見 | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【6 一 d】 に 記 
直し の 円 滑 な 移行 を 図る た め に も 、 金融 機関 に 対し 実務 的 で 分 か りや すい 説明 を 行っ て いた だ きた い 。 例え ば 、「 ベ ス | 載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
ト ・ プ ラク ティ ス 」 の 「 ベ スト 」 は 「 最 高 」 と の 意味 合い が 強く 、 現場 レベ ル に お いて は 、 多 様 な 経営 判断 等 が 否定 され て い 

oe oe ee ee Semen Osea ema 
る よう に も 受け 取ら れ か ね な い (「 望 まし いあ り 方 の 一 類型 」 や 「 好 事例 」 等 と し た 方 が よい ) な ど 、 外 来 語 を 多用 する こと E) : 
x pup cee RE それ ぞ れ の 特性 に 応じ て 多様 な 取組 み を 検 
Ies = En Ge 討 する こと を 想定 し て いる も の で す 。 
23. | 新た な 検査 ・ 監 督 の 考え 方 、 進 め 方 に お ける 「 検 査 」「 監 督 」 そ れ ぞ れ の 役割 や 定義 に つい て 、 考 え 方 を 明確 化 い た だ き | ・ 以 前 の 検査 ・ 監 督 に お いて は 、 定 期 的 な 立 





た い 。 





入 検査 に よっ て 一 時 点 の 状況 に つい て 検証 
と 問題 点 の 指摘 を 行い 、 必 要 に 応じ オフ サイ 
ト の 監督 で 改善 状況 の モニ タリ ング や 処分 を 











行う 手法 を と っ て いま し た 。 


今後 は 、 課 題 の 性 質 に 応じ て オン ・ オ フー 体 
の 継続 的 な モニ タリ ング へ の 転換 を 進め 、 よ 
り 一 体 性 を 高め て いき ます 。 





24. 


金融 行政 の 究極 的 な 目標 と し て 掲げ られ て いる 「 国 民 の 厚生 の 最大 化 」 は 、 損 害 保険 業界 に お いて は 、 ま さ に 自由 化 以 
降 取り 組ん で きた 「 適 正 な 競争 を 通じ た 多様 化 ・ 高 度 化す る 社会 の 保険 ニー ズ へ の 対応 」 と 同様 の 趣旨 で ある も の と 理 
解 し て いる が 、 そ うし た 理解 で よい か 。 


・ 御 指摘 の 事項 も 、 本 基本 方 針 に お ける 金融 
行政 の 究極 的 な 目標 の 一 部 と し て 位置 づけ 
られ る と 考え ます 。 





25. 


「 形 式 ・ 過 去 ・ 部 分 」 か ら 「 実 質 ・ 未 来 ・ 全 体 」 へ と いう 言葉 は 美しい が 、 そ う は いっ て も 金融 庁 や 財務 局 が 行う 金融 機関 の 
財務 状況 や 収益 性 の 評価 ・ 審 査 の 根底 に は 指標 等 の 計数 が あっ て 、 そ れ を 実質 と いう 言葉 で 丸め る だ け に 終わ る の で 
は な いか 。 例え ば 、 金 融 機関 が 借主 で ある 社長 の 誠実 な 人 柄 と フォ ワー ドロ ッ キ ング な 中 長期 経営 ビジ ョ ン に 賛同 し て 
融資 を し て も 、 そ れ が 焦げ 付け ば 、 ぐ 事業 性 評価 が 甘かっ た > と いう 結論 に 落ち 着く だ け な の で は な いか 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【1 一 b】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 


・ な お 、 金 融 機関 は 担保 ・ 保 証 の 有無 を 必要 
以上 に 重視 する の で は な く 、 借 り 手 の 事 業 内 
容 を 見 た 融資 を 行う こと が 重要 で ある と 考え 
ます 。 





26. 


金融 行政 が 本 当 に プリ ン シ プ ル ベ ー ス に な れ ば 、 さ ら に 自由 な 金融 商品 の 設計 も 可能 に な る よう に も 思わ れ 、 評価 で き 
る も の と 考え ます 。 し か し 、 プ リン シ プ ル ベー ス と いう 考え 方 は ここ 最近 で て きた も の で は な か っ た は ず で す 。 それ が ルー 
ル と し て 事実 上 機能 する し か な か っ た の は 、 対 話 を 金融 庁 と 行い 、 ノ ー ア クシ ョ ン レ ター を いた だ いた と し て も 、 検 査 主体 
の 考え 方 と は 必ず し も 一 致し て いな か っ た こと が 原因 の 一 つと 思わ れ ま す 。 


この よう な 過去 の 状況 に か ん が みて 、 金 融 庁 と の 対話 内 容 に つい て は 検査 機関 と も 共有 すべ き 内 容 と 思わ れ ま す 。 実 
質 的 な 検査 を 行う と いう 考え 方 か ら 見 て も この 考え は 沿う も の と 考え ます 。 


な に と ぞ ご 検討 くだ さい ます よう お 願い し ます 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【1 一 b】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 


・ 引 き 続き 、 オ ン ・ オ フー 体 の 継続 的 な モニ タ 
リン グ を 実施 し て いく 中 で 、 金融 機関 と よく 対 
話 を 行っ て いき ます 。 


・ ま た 、 金 融 行政 自体 に つい て も 、 よ り 透 明 な 
行政 と な る よう 改善 し て いき ます 。 








27. 





(現状 に つい て )「 商 品 や サー ビス の 内 容 を 法令 で 定め られ た と お り に 説明 し た と の 証拠 を 残す こと に は 熱心 だ が 、 本 当 





* 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 











に 利用 者 に と っ て 良い 商品 や サー ビス を 提供 する こと が 後回し に な っ て いる の で は な いか ( 例 : 回 転売 買 、 ニ ー ズ に 合わ 
な い 複 雑 な 商品 を 高齢 者 に 販売 する 等 ) 。 」 と の 指摘 は 至 当 で あり 、 適 切な 検査 ・ 監 督 に よる 改善 ・ 解 決 を 期待 し ます 。 




















28. | 貴 庁 は 「 利 用 者 が 商品 ・ サ ービス を 比較 検討 自ら に 合っ つた も の を 選ぶ た め の 環境 が 整っ て いな い 」 状 況 に ある と 認識 | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【5 一 a】 に 記 
し て いる と 思わ れる が 、 各 種 金融 機関 ラニ キン グ や イン ター ネッ ト の 比較 サイ ト の よう に 、 実 際 に 一 般 市 民 が 情報 を 得 ら | 載 し て お り ます の で ご 覧 くだ さい 。 
れる 機会 は 既に 確保 され て いる な ど 、 情 報 の 非対称 性 の 問題 は 民間 で 十分 対応 可能 で は な いか 。 
29. | 自助 努力 や 創意 工夫 で 戦略 的 に 広報 を 実践 し て いる 金融 機関 が 顧客 認知 度 の 点 で 比較 優位 に ある こと は 、「 健 全 な 競 | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【5 一 a】 に 記 
争 環 境 」 と 言え る 。 金融 サ ービス の 利用 者 が 主体 的 に 商品 ・ サ ービス を 選択 で きる よう 、 貴 庁 は 金融 機関 の 商品 制限 で | 載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
は な く 情 報 提供 態勢 を 監督 し 、「 態 勢 が 整っ た 金融 機関 が 顧客 か ら 選 ば れる 社会 の 流れ を 作る 」 と の 役割 に 徹し て いた 
だ きた い 。 
30. | 情報 の 非対称 性 や 個人 の 限定 合理 性 の 問題 は 、 市 場 の 失敗 の 原因 と な り 得 る が 、 金 融 検査 ・ 監 督 に より 全面 的 に 対処 | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【4a】【5 一 
で きる も の で は な く 、 民間 の 創意 工夫 に よっ て 対処 すべ き 面 も 大 きい の で は な いか 。 当局 と し て バラ ンス の 取れ た 対応 | aJ】 に 記載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
が 求め られ る と 考え る 。 
> . 金 融 検査 ・ 監 督 に つい て 、 外 部 か ら の 提言 ・ 
批判 を いた だ き 、 そ れ が 金融 行政 に 反映 され 
る 仕組 み を 整え て いき ます 。 
31. | 当局 の 失敗 の 例 と し て は 、 規 制 ・ 介 入 の 過 不 足 も あ る が 、 規 制 ・ 介 入 の 内 容 や 方 向 性 が その 時 点 に お ける 経済 ・ 社 会 の | ・ 金 融 検 査 ・ 監 督 に つい て 、 外 部 か ら の 提言 
動き に 即 し た も の と な っ て いな いな ど 、 当 局 に よる 対応 の 適時 性 ・ 適 切 性 の 問題 の 方 が 大 きい の で は な いか 。 批判 を いた だ き 、 そ れ が 金融 行政 に 反映 され 
る 仕組 み を 整え て いき ます 。 
32. | 「 実 質 ・ 未 来 ・ 全 体 」 指 向 の 金融 検査 監督 に お いて は 、 不 確実 な 未来 の 事象 に つい て 指導 ・ 監 督 する 比重 が 高まる た | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【1 一 b】 に 記 





め 、 当 局 と 金融 機関 の 相互 対話 ・ 理 解 が 極め て 重要 で あり 、 記 載 の と お り 「 過 剰 規制 ・ 過 剰 介 入 に よっ て 市 場 を 歪め 」 た 
り 、「 金 融 機関 の 創意 工夫 を 不 必要 に 制限 する 」、「 過 度 な 裁量 」 が 発生 する 、「 当 局 の 情報 力 ・ 能 力 の 限界 か ら 誤 っ た 
判断 を 押し 付け て し まう 」、 所掌 事務 の 視点 か ら (現下 の 関心 だ け に 執着 し 、 ワ ン FSA と し て 対応 し な い 等 )「 部 分 最適 
化 」 を 追求 し て し まう な どの リス ク が 相応 に 高い 。 こ うし た 観点 か ら は 、 金 融 当局 と し て も 過度 な 、 あ る い は 独断 的 な 裁量 





載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
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の 行使 に つい て 自制 が 求め られ る が 、 現 状 の 「3.「 当 局 の 失敗 』 へ の 対応 」 で は 、 対 応 方 法 と し て 、『 当 局 と し て は 、「 市 
場 の 失敗 」 と 「 当 局 の 失敗 」 の 総計 を で きる だ け 小 さく し て 、 全体 と し て 市 場 の 機能 が 最大 限 発揮 され る 環境 が 確保 され 
る よう 目指 し て いく 』 と 記述 する の み で 、 実 効 性 の ある 方 策 が 記載 され て いな い 。 IV. 当局 の 態勢 整備 」 が それ に 該当 
する の で あれ ば 、 構 成 を 見 直す か 、 そ の 点 を 明確 に すべ き で は な いか 。 








33. 





金融 機関 や 行政 の リソー ス を リス クベ ー ス で メリ ハリ を 付け て 投入 する た め に は 、 時 々 の テー マ を 機動 的 に 「 追 加 」 し た 
り 優先 順位 を 上 げ る 一 方 で 、 金融 機関 の 体制 が 整っ た り 、 世 の 中 に お ける 緊急 度 ・ 重 要 性 が 落ち 着い て きた テー マ に つ 
いて は 、「 廃 止 」 し た り 優先 順位 を 下げ て いく 事 も 必要 で ある 。 そ の よう な 考え 方 も 併せ て 明示 し 、 検 査 ・ 監 督 の 見 直し を 
進め て いた だ きた い 。 





・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【3 一 a】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 


・ 継 続 的 な プロ ファ イリ ング を 通じ て 、 金 融 機 
関 ご と の 状況 を 分 析 す る ほか 、 マ クロ 的 な 観 
点 か ら の 分 析 等 を 行い 、 こ れ ら を も と に リス ク 
に 応じ 、 検 査 ・ 監 督 に お ける 優先 順位 づけ を 
行っ た 上 で 検査 ・ 監 督 を 実施 し て いき ます 。 
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34. 





足元 の 国内 市 場 の 縮小 や 低 金利 の 継続 等 の 環境 下 に お いて 、 継 続 的 な リス ク テ イ ク に よる 収益 確保 を 実現 する こと は 
困難 で ある た め 、 そ れ 以 外 の 多様 な 創意 工夫 に 取り 組む こと が 重要 性 を 増し て いる こと を 強調 すべ き で は な いか 。 





・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【4 一 c】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
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35. 


P11『 最 低 基 準 の 順守 状況 を 確認 する 「 最 低 基準 検証 」J』 に お ける 「 最 低 基準 」 の 内 容 は 如何 。 ま た 、 そ の 内 容 は 公表 さ 
れる の か 。 


また 、「 最 低 基準 」 に お いて も 、 内 容 に も よる が 、 現在 の 監督 指針 や 金融 検査 マニ ュ ア ル の よう に 、 全 金融 機関 統一 の 基 
準 で は な く 、「 主 要 行 等 向け 」「 中 小 ・ 地 域 金 融 機関 向け 」 な ど 、 金 融 機関 の 特性 を 考慮 すべ き と 考え る が どう か 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【2 一 a】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 


・ 最 低 基 準 は 、 金 融 機関 の 最低 限 の 財務 の 
健全 性 の 確保 、 利 用 者 保護 、 市 場 の 公正 性 ・ 
透明 性 の 確保 を 目標 と し て 設定 され て お り 、 
例え ば 、 自 己 査定 ・ 償 却 ・ 引 当 に 関す る 会 計 
基準 、 自 己 資本 比率 規制 、 利 用 者 保護 や 資 
本 市 場 の 公正 ・ 透 明 に 関す る 諸 法 令 、 経 営 
管理 ・ 顧 客 保護 ・ リ スク 管理 の た め に 最低 限 
必要 と され る 態勢 等 が 挙げ られ ます 。 


・ な お 、 幅 広い 金融 機関 に お いて 水準 の 底 上 
げ が 急 が れる 分 野 や 、 個 別 金融 機関 に よる 
経験 の 蓄積 に 限界 が ある よう な 分 野 等 に つ 
いて は 、 当 局 が 考え 方 と あわ せ て 具体 的 な 
基準 を 示す こと も 検討 し て いき ます 。 ま た 、 一 
度 示し た 考え 方 や 基準 は 、 固 定 化 させ る こと 
な く 、 より 良い 実務 に 向け た 見 直し や 改善 を 
続け て いき ます 。 








36. 





「 最 低 基準 検証 の 方 針 」 の 記載 内 容 に つい て は 、 一 般 的 に (専門 家 で も 「 最 低 基準 検証 」 と いう 用 語 か ら は 想像 し 難い 径 
離し た 内 容 で あり 、 違 和 感 が あり ます 。 


「 最 低 基準 」 と は 「 監 督 指針 」 を 指す の で し ょ うか ? そう で あれ ば 、 納得 で は あり ます 。 貴店 が 今後 、 監 査 的 な 活動 を 目指 
し て お られ る な ら ば 、 監査 基準 (開示 され て いる 判断 の 根拠 ) に 該当 する も の を 明確 に し て 頂き た いと 思い ます 。 





・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【6 一 a】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 


・ 最 低 基 準 は 、 金 融 機関 の 最低 限 の 財務 の 
健全 性 の 確保 、 利 用 者 保護 、 市 場 の 公正 性 ・ 
透明 性 の 確保 を 目標 と し て 設定 され て お り 、 
例え ば 、 自 己 査定 ・ 償 却 ・ 引 当 に 関す る 会 計 
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基準 、 自 己 資本 比率 規制 、 利 用 者 保護 や 資 
本 市 場 の 公正 ・ 透 明 に 関す る 諸 法 令 、 経 営 
管理 ・ 顧 客 保護 ・ リ スク 管理 の た め に 最低 限 
必要 と され る 態勢 等 が 挙げ られ ます 。 











37. | 次 の 記載 は 、 本 来 、 各 金融 機関 の 内 部 監査 に も 諸 規程 の 整備 状況 等 の 検証 に 加え 、 諸 規定 や 組織 体制 が 本 来 の 機能 | ・ 御 指摘 を 踏ま え 本 文 を 修正 いた し まし た 。 
を 果たし て いる か どう か も 含め て 検証 すべ き と こ ろ 、 諸 規定 の 整備 状況 等 の 検証 を 行う の が 内 部 監査 で 、 諸 規定 や 組織 | | _- PE 
À im pu MMC - l ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1 に 記載 し て 
体制 が 本 来 の 機能 を 果たし て いる か どう か は 当局 が 検証 する と いっ た よう に と られ か ね な い 。 金融 機関 に 委ね る べき 検 3 
i T. i ` . z お り ま す の で 、【12 一 a】 を ご 覧 くだ さい 。 
証 に まで 当局 の 経営 資源 を 費やす 必要 は な いと いう 趣旨 で あれ ば 、 以 下 の と お り 修 正 し て は どう か 。 
> (2) 従 来 の 最低 基準 検証 の 課題 
(原案 )「 こ れ は 、 本 来 内 部 監査 が 行う よう な 諸 規 程 の 整備 状況 等 の 検証 に 当局 の 経営 資源 が 費やさ れる …・」 
(修正 案 )「 こ れ は 、 本 来 各 金融 機関 に 委ね る べき 諸 規程 の 整備 状況 等 の 検証 に 当局 の 経営 資源 が 費やさ れる …・」 
> (3 今後 の 最低 基準 検証 の 進め 方 
(原案 )「 個 別 の 内 規 の 策定 ・ 実 施 状況 の 確認 等 、 内 部 監査 に 委ね る べき 事項 は 内 部 監査 に 委ね る 」 
(修正 案 )「 個 別 の 内 規 の 策定 ・ 実 施 状況 の 確認 等 、 各 金融 機関 に 委ね る べき 事項 は 各 金 融 機関 に 委ね る 」 
38. | 本 来 、 最 低 基準 検証 は 各社 の 三線 管理 に も と づい て 管理 ・ 検 証 さ れ て いる も の で あり 、 第 3 線 で ある 内 部 監査 部 は 、 第 | ・ 御 指摘 を 踏ま え 本 文 を 修正 いた し まし た 。 





1 線 、 第 2 線 の 行う 最低 基準 検証 や 内 部 管理 体制 の 有効 性 を 独立 し た 立場 か ら 各 社 の 監査 手法 に 沿っ て 評価 する 立場 
で ある こと を 鑑み 、 以 下 の よ うに する の が 望ま し いと 思わ れる 。 


P.11(2) 


(現行 案 )「 こ れ は 、 本 来 内 部 監査 部 が 行う よう な 諸 規 定 の 整備 状況 等 の 検証 に 当局 の 経営 資源 が 費やさ れる こと を 意 





・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1 に 記載 し て 
お り ま す の で 、【12 一 a】 を ご 覧 くだ さい 。 
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味 する (形式 へ の 集中 )」 


(変更 案 )「 こ れ は 、 本 来 各社 の 三線 管理 に よる 諸 規定 の 整備 状況 等 の 検証 に 当局 の 経営 資源 が 費やさ れる こと を 意 
味 する (形式 へ の 集中 )」 


P.12 (3) 
(現行 案 )「 個 別 の 内 規 の 策定 ・ 実 施 状況 の 確認 等 、 内 部 監査 に 要 ね る べき 事項 は 内 部 監査 に 委ね る 。」 


(変更 案 )「 個 別 の 内 規 の 策定 ・ 実 施 状況 の 確認 等 、 各 社 の 三線 管理 に 委ね る べき 事項 は 各社 の 経営 陣 等 (又は 三線 








管理 ) に 委ね る 。」 











39. | P11.「 本 来 内 部 監査 が 行う よう な 諸 規 定 の 整備 状況 等 の 検証 に 当局 の 経営 資源 が 費やさ れる こと を 意味 する (形式 へ | ・ 御 指摘 を 踏ま え 本 文 を 修正 いた し まし た 。 
の 集中 ) 。 」、P12.「 個 別 の 内 規 の 策定 ・ 実 施 状況 の 確認 等 、 内 部 監査 に 要 ね る べき 事項 は 内 部 監査 に 要 ね る 」 に つい て | | "m 
・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1 に 記載 し て 
昨今 の 内 部 監査 は 、 リ スク が 相対 的 に 大 きい と 考え られ る 領域 に 監査 対象 範囲 を 絞り 込み 、 限ら れ た 経営 資源 を 投入 | お り ま す の で 、【12 一 a】 を ご 覧 くだ さい 。 
し て いく こと が より 推奨 され て お り 、 金 融 機関 各社 の 内 部 監査 部 門 に お いて も 、 諸 規定 の 整備 状況 等 の 検証 な どの 「 形 
式 」 的 な 活動 か ら 、 リ スク ベー ス の 内 部 監査 を 通じ て 経営 に 資す る こと を 目的 と する 「 実 質 」 を 重視 する 傾向 に ある 。 
その よう な 実態 を 踏ま そる と 、「 本 来 内 部 監査 が 行う よう な 諸 規 定 の 整備 状況 等 の 検証 」 と いう 表現 は 、「 諸 規定 の 整備 
状況 等 の 検証 は 内 部 監査 部 門 が 『 常 に 』 実 施す る べき も の 」 と 理解 され る 膚 が ある の で 、 記 載 方 法 に つい て 修正 を 検討 
いた だ いた 方 が 適切 で は な いか と 考え られ る (例え ば 、「 内 部 監査 等 」 と の 表現 に し て いた だ く な ど ) 。 
40. | 「 個 別 の 内 規 の 策定 ・ 実 施 状況 の 確認 等 、 内 部 監査 に 和 要 ね る べき 事項 は 内 部 監査 に 委ね る 。」 と は 、 如何 な る 発想 か ら | ・ 御 指摘 を 踏ま え 本 文 を 修正 いた し まし た 。 





出 た 表現 で し ょ うか ? 
独立 し て いる 金融 機関 の 内 部 監査 人 に 貴 庁 の 検査 官 と の 検証 項目 の 分 担 を 実施 し た いと いう こと で し ょ うか ? 


貴 庁 が 求め る 専門 家 と し て の 内 部 監査 人 の ミッ ショ ン は 「 内 規 の 策定 ・ 実 施 状況 の 確認 」 を する こと で は な く 、 不 適切 な 
表現 だ と 思い ます 。 





・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1 に 記載 し て 
お り ま す の で 、【12 一 a】 を ご 覧 くだ さい 。 





15 

















41. | [12 HOT (3) 今後 の 最低 基準 検証 の 進め 方 」 に つい て 】 ・ 御 指摘 を 踏ま え 本 文 を 修正 いた し まし た 。 
・「 個 別 の 内 規 の 策定 ・ 実 施 状況 の 確認 等 、 内 部 監査 要 ね る べき 事項 は 内 部 監査 に 要 ね る 」 と あり ます が 、 こ の 委ね | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1 に 記載 し て 
る べき 事項 に つい て 、 今 後 、「 金 融 検査 ・ 監 督 の 考え 方 と 進め 方 」 の 中 に 何ら か の 形 で 具体 例 等 が 示さ れる こと を 希望 い | お り ま す の で 、【12 一 a】 を ご 覧 くだ さい 。 
た し ます 。 
E ・ な お 、 最 低 基準 検証 に つい て は 、 そ の 手法 
・ 一 般 的 に 内 部 監査 は 、 内 部 監査 実施 要領 や 内 部 監査 計画 に 基づき 行わ れる こと が 金融 検査 マニ ュ ア ル の も と で 定着 | を 形式 ・ 過 去 ・ 部 分 の 視点 か ら 実 質 ・ 未 来 ・ 全 
し て いる こと を 考え 合わ せれ ば 、「 今 後 の 最低 基準 検証 」 の 内 容 次 第 で 内 部 監査 態勢 を 再 整 備 す る 必要 も 想定 され ま | 体 の 視点 を 重視 し た も の と な る よう 取組 み を 
す 。 進め て いき ます 。 
この 最低 基準 検証 も 当局 と の 対話 を 通じ て 行わ れる と み ら れ ます が 、 検 証 の レベ ル 感 が ベス ト ・ プ ラク ティ ス と し て 期待 
され る も の な の か 、 あ る い は アー リー ウォ ー ニ ング 的 (金融 機関 内 の シス テム 、 体 制 、 施 策 な ど に つい て 、 将 来 、 当 該 金 
融 機関 や ステ ー ク ホル ダー に 人 則 威 を 与え る リス ク が あれ ば 早期 に 是正 や 対応 を 求め る な ど ) な も の な の か 、 当 局 に よる 
検証 の レベ ル 感 を 示し て いた だ けれ ば と 切 に 希望 いた し ます 。 
( 低 収益 環境 下 で は 、 お お よそ 管理 コス ト は 先ず 削ら れる も の で す 。 特に も 内 部 監査 態勢 は 質 ・ 量 と も これ まで も 後手 気 
味 で あり 、 当局 検 査 で 後押し いた だ いた 面 が 大 きか っ た と 感じ る 部 分 も あり ます の で ) 
42. | 今後 の 最低 基準 検証 の 進め 方 に お いて 、 個 別 の 内 規 の 策定 ・ 実 施 状況 の 確認 な ど 、 内 部 監査 に 委ね る 事項 は 内 部 監 | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1 に 記載 し て 
査 に 委ね る 。 と あり ます が 、 確 か に 金融 機関 の 自己 責任 原則 が 問わ れ て いる 中 、 各 金融 機関 の 内 部 監査 部 門 の 充実 ・| お り ま す の で 、【12 一 a】 を ご 覧 くだ さい 。 
ヒ は 必要 で す 。 金融 庁 と し て は 、 各 金 に お ける 内 部 監査 態勢 の 整備 状況 の 良否 を どの よう に 剖 の で 
強化 は 必要 で す 。 金融 庁 各 金融 機関 に お ける 内 部 備 状況 の 良否 を どの よう に 判断 され る 人 
すか 。 ま た 、 内 部 監査 は 金融 機関 だ け で な < 事業 会 社 と 同様 に 収益 を 生ま な いこ と か ら 、 い わ ゆ る 日 陰 の 存在 で し た 。 | ooo am てい ょ ュ す 
A NJ o 
本 「 金 融 検査 ・ 監 督 の 考え 方 と 進め 方 (検査 ・ 監 督 基本 方 針 ) が 円 滑 に 運営 で きる た め に は 、 各 金融 機関 の 内 部 監査 部 5 
門 が 実効 性 の ある 働き を し な いと 効果 を 生ま な いと 考え ます 。 金融 庁 と し て は 、 各 金融 機関 の 経営 陣 に 対し て 、 内 部 監 
査 態勢 の 整備 に つい て どの よう に 働き か け を 行う の で すか 。 
43. | 最低 基準 検証 の 方 針 の 1 つと し て 、「 一 旦 受け た 指摘 に 対す る 対応 が 固定 化す る こと の な いよ う 、 金 融 機関 が 過去 の 報 | ・ 金 融 行政 の 改善 を 図る に あたっ て は 、 形 





告 で し た 改善 の 方 法 に つい て 修正 を 行う た め の 手順 を 整備 し 、 状 況 に 応じ た 変更 を 容易 に する 」 旨 が 掲げ られ て い 





式 ・ 過 去 ・ 部 分 へ の 集中 と な ら な いよ う 留 意 し 
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る 。 


こう し た 手順 の 整備 は 、 形 式 ・ 過 去 ・ 部 分 の 視点 か ら の 転換 を 図る うえ で 有用 と 思わ れる 一 方 、 手 順 自 体 が 画 一 的 ・ 便 
直 的 で ある と 、 か えっ て 形式 ・ 過 去 ・ 部 分 へ の 集中 が 起き た り 、 金 融 機関 の 実務 に お いて 過度 の 負担 が 発生 し た り し か 
ね な い お そ れ が ある 。 


最低 基準 検証 の 目的 (チェ ッ ク リ スト の 個別 項目 を 満た し て いる か 否 か で は な く 、 ガ バナ ンス 、 企 業 文化 、 内 部 管理 態勢 


が 全体 と し て 必要 な 実効 性 を 有 し て いる か 否 か を 評価 する ) が 実現 で きる よう 、 柔軟 か つ 実 効 性 の ある 手順 を 整備 ・ 運 
営 い た だ きた い 。 


ます 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【8 一 a】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 





44. 


「 一 旦 受け た 指摘 に 対す る 対応 が 固定 化す る こと の な いよ う 、 金融 機関 が 過去 の 報告 で し た 改善 の 方 法 に つい て 修 
正 を 行う た め の 手 順 を 整備 し 、 状 況 に 応じ た 変更 を 容易 に する 。Q&A や 法令 適用 事前 確認 手続 (ノー アク ショ ン ・ レ ター 
制度 ) を 利用 し や すい も の と し て いく 。 」 に つい て 、 


一 旦 受 けた 指摘 に 対し 、 金融 機関 が 状況 に 応じ て 適切 に 対応 で きる よう 、 今後 整備 する 手順 は 明確 に 示し て いた だ き 
た い 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【8 一 a】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 


・ ご 指摘 の 点 に つき まし て は 、 検 査 ・ 監 督 に お 
いて 一 旦 受 けた 指摘 に 対す る 対応 が 固定 化 
する こと の な いよ う 、 様 々 な 方 法 を 検討 し て い 
きま す 。 





45. 


「 一 且 受 けた 指摘 に 対す る 対応 が 固定 化す る こと の な いよ う 、 金融 機関 が 過去 の 報告 で 示し た 改善 の 方 法 に つい て 修 
正 を 行う た め の 手 順 を 整備 し 、 状 況 に 応じ た 変更 を 容易 に する 。 」 と の 記述 が あり ます が 、「 修 正 を 行う た め の 手 順 」 は 監 
督 指針 で 定め られ る の で し ょ うか 、。 手 順 は , IV.3. 検 査 ・ 監 督 に 関す る 方 針 の 示し 方 (⑤) 未 尾 に 記 域 の 図 の うち どちら に 位 
置 付け られ る の で し ょ うか 、。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【8 一 a】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 


・ ご 指摘 の 点 に つき まし て は 、 検 査 ・ 監 督 に お 
いて 一 旦 受け た 指摘 に 対す る 対応 が 固定 化 
する こと の な いよ う 、 様 々 な 方 法 を 検討 し て い 
きま す 。 








46. 





[Q&A や 法令 適用 事前 確認 手続 (ノー アク ショ ン ・ レ ター 制度 ) を 利用 し や すい も の と し て いく 。 」 施 策 に は 賛成 で す 。 利用 
を し や すく する た め に 具体 的 に どの よう な 施策 や (特に ノー アク ショ ン ・ レ ター 制度 の ) 手続 の 修正 ・ 変 更 を 予定 し て いる 
の で し ょ うか 。 
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・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【8 一 a】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 


・ ご 指摘 の 点 に つき まし て は 、Q&A や 法令 適 








用 事前 確認 手続 (ノー アク ショ ン ・ レ ター 制度 ) 
を 利用 し や すい も の と し て いく よう 様々 な 方 法 
を 検討 し て いき ます 。 





47. 


(「 最 低 基準 検証 」・11 頁 て 12 頁 ) プ リン シ プ ル や 考え 方 と 進め 方 中 心 の あり 方 が 重要 で ある と の 方 向 性 に つい て 基本 的 
に 賛成 し ます が 、 最 低 の 基準 ・ 指 標 と し て の 実効 性 確保 、 法 執行 の 実効 確保 等 の 観点 か ら 、(1)「 最 低 基 準 」 の プリ ン シ 
プル に お いて は 、 基 準 ・ 指 標 と し て の 明確 性 が 確保 され る べき で あり 、 ま た 、 (2) 法 執行 の 迅速 ・ 実 効 確保 が 重要 で ある 
金融 商品 の 勧誘 規制 や 過剰 与信 規制 等 に お いて は 、 重 要 な ルー ル や チェ ッ ク リ スト が 維持 ・ 確 保 さ れる べき と 考え ま 
す 。 


金融 商品 の 勧誘 規制 や 過剰 与信 規制 等 は 
金融 商品 取引 法 や 貸金 業法 に お いて 定め ら 
れ た も の で あり 、 本 基本 方 針 に お ける 最低 基 
準 に 該当 する と 考え られ ます 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【6 一 a】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 





48. 


11 頁 に お いて 「 個 別 非違 事例 の 指摘 に 注力 する 『 重 箱 検査 』 が (中 略 ) 金融 機関 の コン プラ イア ンス ・ コ スト が 過剰 に な 
る 」 等 の 自己 反省 の 記述 が ある が 、 非違 事例 は 法律 違反 で あっ て 、 当局 と し て 指摘 し 再発 防止 の 措置 を 強く 求め る こと 
は 人 金融 当局 者 と し て 当然 と 考え られ る 。 当局 に は 違法 な 事案 を 裁量 的 に 見 逃す 権限 は 与え られ て いな い 。 細か な 非違 
事例 の 指摘 が 問題 な の で あれ ば ぱ ば 、 あ るい は 、 法 律 に 厳密 に 準拠 する こと が 金融 機関 の 経営 資源 の 散逸 を 招い て いる 
の で あれ ば 、 そ れ は 優れ て 法制 度 上 の 問題 で あっ て 、「 重 要 な 非違 事案 」 に 限っ て 行政 上 の 措置 が 及ぶ よう 法要 件 を 改 
め る べき で は な いか 。 そ れ を 前 提 と し な いな ら ば 、 細か な 違法 は 許容 され る 、 あ る い は 、 細か な 非違 事例 の 指摘 は 問題 
CHS, と の 誤解 を 招く 記述 は 削除 すべ き で は な いか 。 金融 機関 が 一 点 の 曇り な く 確 り と 法律 を 遵守 し 行動 し て いる な ら 
ば 、 細 か な 非違 事例 の 指摘 すら する 必要 は な い の で あっ て 、 違 法 行為 の 指摘 に よる 非 効率 も 発生 し な い 。 違法 行為 の 
指摘 に よる 非 効率 の 発生 が 、 金 融 当局 の 責任 と し て 整理 され る 印象 を 受け る 記述 は 見 直す こと が 適当 と 考え る 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【4 一 dg】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 


・ 個 別 の 非違 事項 が 見 出さ れ て いる 場合 に 
も 、 根 本 原因 に 遡っ て 分 析 し 、 そ の 重要 性 を 
判断 し て 、 重 要 性 に 応じ た 対応 を 行う と いう こ 
と で あっ て 、 引 き 続 き 法令 遵守 が 重要 な こと 
に は 変わ りあ り ま せん 。 








49. 





内 部 管理 態勢 が 実効 的 に 機能 し て いる か 等 を 外部 か ら 確 認 す る こと は 困難 で ある こと か ら 、 最 低 基準 検証 に あたっ て 
は 、 金 融 機関 と 十分 に 対話 いた だ きた い 。 
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・ 最 低 基準 検証 に あたっ て も 、 継 続 的 な プロ 
ファ イリ ング を 通じ て 、 個別 の 金融 機関 の 経 
済 環境 、 経 営 戦略 等 や これ ら を 踏ま えた リス 
ク 管 理 態 勢 、 問 題 認 識 及 びそ れ に 対す る 取 
組み 状況 等 の 実態 を 把握 し た 上 で 、 チ ェ ッ ク 
リス ト の 個別 項目 を 満た し て いる か 否 か と い 








っ た 形式 的 な も の で は な く 、 内 部 管理 態勢 等 
が 全体 と し て 必要 な 実効 性 を 有 し て いる か 厨 
か を 、 金 融 機関 と の 対話 を 通じ て 検証 し て い 
きま す 。 

















50. | P12「 ガ バナ ンス 、 企 業 文化 、 内 部 管理 態勢 が 全体 と し て 必要 な 実効 性 を 有 し て いる か 否 か を 評価 する こと を 検証 の 目 | ・ 最 低 基準 検証 に あたっ て は 、 チ ェ ッ クリ スト 
的 と する 。」 に つい て 、 の 個別 項目 を 満た し て いる 否 か で は な く 、 何 
- が その 根本 的 な 原因 な の か に 遡っ て 考え 、 ガ 
これ ら の 重要 性 に 異 を 唱え る も の で は な い が 、「 企 業 文化 」 や [ガバ ナン ス 」 は 個 社 ご と に 異な る 性 格 を 持つ た め 、 最 低 | 、 o P puse Md 
ZA, IE K A RES 
基準 と し て の 評価 ・ 検 証 が 馴染 まな い 可 能 性 が ある 。 その 点 、 当 局 と し て どの よう な 手法 を 考え て いる の か 、 ご 教示 いた | OT z 2 
: 議論 を 行っ て いき ます 。 
だ きた い 。 
・ な お 、 御 指摘 の 点 に つい て は 本 文 14 頁 に 
記述 を 追記 し て いま す 。 
51. | 「 企 業 文化 」 の 実効 性 評価 に お いて は 、 本 部 で は な く 営業 店 に 対す る 検査 ・ 監 督 も 行わ れる と 想定 され る た め 、 営 業 店 | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【3 一 a】 に 記 
に 不 必要 な 負担 が か か る こと の な いよ う 配慮 いた だ きた い 。 載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
52. | ガバ ナン ス や 企業 文化 の 意味 する と ころ は 幅広 く 、 鞍 細 な 非違 で も ガバ ナン ス や 企業 文化 に 結び 付け る こと が 可能 で あ | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【1 一 b】【12 
る た め 、「 内 部 監査 委ね る べき 事項 」 の 考え 方 等 を 示す な ど 、 裁 量 の 幅 が 広く な ら な いよ うに 留意 し て いた だ きた い 。 | 一 a】 に 記載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
53. | 究極 的 な 目標 を 達成 する た め に 、 金 融 行政 の 基本 的 な 目標 を 、「 安 定 、 保 護 、 公 正 ・ 透明 に 集中 」 か ら 、「 安 定 と 仲介 、| ・ 最 低 基準 は 、 金 融 機関 の 最低 限 の 財務 の 





保護 と 利便 、 公 正 ・ 透 明 と 活力 の バラ ンス を 重視 」 に する と いう こと は 、 他 業態 か ら 金 融 関連 業務 へ の 参入 が 活況 を 旦 
する 近 時 に お いて 、 金 融 機関 生 ら が こう し た 他 業 態 か ら の 新規 参入 者 に 対し 競争 力 の ある サー ビス を 顧客 に 提供 で き 
る よう に し て いく と いう 3 観点 か ら は 、 高 く 評価 され る と 考え ます 。 これ は 、 他 業態 か ら の 新規 参入 者 は 、 ス ピー ド 重 視 で 、 
か つづ 非常 に 簡単 な 手続 き に より 顧客 と の 取引 を 開始 し 、 ト ライ ・ ア ンド ・ エ ラー で 改良 (場合 に よっ て は 廃止 ) を 繰り 返す と 
いう アプ ロー チ を と っ て お り 、 そう し た 新規 参入 者 に 対抗 し 新しい 商品 ・ サ ービス を 展開 し て いこ うと する の で あれ ば 、 従 
来 同様 に 固定 し た 絶対 的 な 基準 を 満た し て 初め て 市 場 に 出る と いう アプ ロー チ で は これ に 太刀 打ち で きず 、 あ る 程度 ま 





健全 性 の 確保 、 利 用 者 保護 、 市 場 の 公正 性 ・ 
透明 性 の 確保 を 目標 と し て 設定 され て お り 、 
例え ば 、 自 己 査定 ・ 償 却 ・ 引 当 に 関す る 会 計 
基準 、 自 己 資本 比率 規制 、 利 用 者 保護 や 資 
本 市 場 の 公正 ・ 透 明 に 関す る 諸 法 令 、 経 営 
管理 ・ 顧 客 保護 ・ リ スク 管理 の た め に 最低 限 
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で は 個 引 銀行 の 判断 で リス ク を と る トラ イ ・ ア ンド ・ エ ラー を 前 提 に し な けれ ば な ら な いと 考え る か ら で す 。 


一 方 で 、「 最 低 基準 の 遵守 状況 を 確認 する 『 最 低 基準 検証 』」 及 び 「 持 続 的 な 最低 基準 充足 を 確保 する た め の 『 動 的 な 監 
朱 」 の 記載 か ら は 、「 金 融 検 査 マ ニュ アル 」 は 廃止 する も の の 、 何 か 絶対 的 な 基準 が ある か の よう に 理解 で きる 可能 性 
が ある こと か ら 、 顧 客 サ ービス を 提供 する 観点 か ら は 、 必 ず し も 絶対 的 な 最低 基準 は な いと いう こと を 確認 し て お きた い 
と 考え ます 。 な お 、 こ れ は 、 健 全 性 の 観点 、 シ ステ ムリ スク の 観点 、 あ る い は 、 リ スク の 高い 特定 の 分 野 に 関し 絶対 的 な 
最低 基準 を 設け る こと を 否定 する も の で は あり ませ ん 。 


必要 と され る 態勢 等 を 指し ます 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【4 一 c】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 





54. 


金融 機関 に お いて は 、 過 去 の 金融 検査 ・ 監 督 上 の 指導 を 受け て 、 再 発 防止 に 向け た 過度 に 保守 的 、 厳 格 、 画 一 的 な 内 
部 ルー ル が 多数 存在 し て お り 、 そ れ ら が 結果 と し て 金融 機関 の 行動 を 「 形 式 ・ 過 去 ・ 部 分 」 的 に させ て いる 面 が ある 。「 実 
質 ・ 未 来 ・ 全 体 」 指 向 の 金融 検査 ・ 監 督 を 通じ て 、 金融 機 関 に 真 に ベス ト プ ラ クティ ス を 追及 する 努力 を 促す 上 で は 、 当局 
ー 金 融 機関 間 の 関係 の みな ら ず 、 金 融 機関 内 部 に 浸透 し て いる (過去 の 金融 行政 を 映 じ た )「 形 式 ・ 過 去 ・ 部 分 」 の 側面 
に つい て も 「 実 質 ・ 未 来 ・ 全 体 」 指 向 に 転換 し て いく よう 促し て いく こと が 重要 で は な いか 。「 今 後 の 最適 基 準 検証 の 進め 
方 」 で は 、 各 金融 機関 に 対し て そう し た 固定 的 、 形 式 的 な 内 部 ルー ル の 再 検証 ・ 再 考 を 求め る な どの 取組 み も 明記 すべ 
き で は な いか 。 


・ 最 低 基準 検証 に あたっ て は 、 当局 と し て は 、 
チェ ッ ク リ スト の 個別 項目 を 満た し て いる か 否 
か と いっ た 形式 的 な も の で は な く 、 内 部 管理 
態勢 等 が 全体 と し て 必要 な 実効 性 を 有 し て い 
る か 否 か を 、 検 証し て いき ます 。 金融 機関 側 
で も 、 当局 が お 示し し た も の に 対し て 機械 的 
に 対応 する の で は な く 、 各 金融 機関 内 で も よ 
く 議論 し て いた だ いた 上 で 、 当局 と も 対話 を し 
て いた だ きた いと 考え て いま す 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1 に 記載 し て 
お り ま す の で 、【4 一 c】 も ご 覧 くだ さい 。 








55. 





「 本 方 針 は 対象 を 特定 の 業態 に 限る こと な く 、 当局 が 検査 ・ 監 督 権限 を 有する すべ て の 金融 機関 等 の 検査 ・ 監 督 全般 に 
共通 する 基本 的 な 考え 方 と 進め 方 を 内 容 と し て いる 」 と ある が 、 本 基本 方 針 が 「 過 去 」 の 金融 行政 の 反省 に 基づき 今後 
の 金融 行政 の あり 方 を 検討 し た も の と な っ て いる 結果 、 銀 行 や 保険 会 社 、 証 券 会 社 と いっ た 伝統 的 な 検査 ・ 監 督 対象 を 
前 提 と し た 記述 と な っ て お り 、 近 時 対象 と な っ た 新た な 検査 ・ 監 督 対象 に 関す る 考え 方 ・ 進 め 方 の 整理 が 不足 し て いる よ 
うに 見 受け られ る 。 最近 発生 し た 仮想 通貨 交換 所 へ の 不正 アク セス 事案 や 決済 代行 業者 か ら の 大 量 個 人 情報 漏洩 事 
案 、 電 子 決済 等 代行 業者 (更新 型 API) を 通じ た 不正 アク セス 送金 事案 な ど を 踏ま えれ ば 、 フ ォ ワ ー ド ルッ キン グ な 視点 
か ら 、 そ うし た 新た な 検査 ・ 監 督 対象 事業 者 に 対す る 考え 方 と 進め 方 に つい て も 確 り と 整理 し て お く 必 要 が ある の で は な 





・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1 に 記載 し て 
お り ま す の で 、【4 一 dg】【12 一 c】 を ご 覧 くだ さ 
い 。 


・ ま た 、 基 本 的 な 財務 の 健全 性 や 法令 遵守 


態勢 に 問題 が 見 られ る 金融 機関 に 対し て 
は 、 最 低 基準 検証 を 行っ て いく 旨 を 本 文 9 頁 
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いか (ある い は 現 段階 で は 十分 な 検査 ・ 監 督 の ノウ ハウ と その 蓄積 が な いと いう の で あれ ば それ を 前 提 に 今後 加 何 に 当 
局 と し て 対処 し て いく の か と いう 記述 を 少な く と も 整理 ) 。 例え ば 、10 頁 に 「 現 在 で は 、 多く の 金融 機関 に お いて 利用 者 保 
護 の た め の 基 本 的 な 規程 類 や 手続 き 等 は 整備 され た と 考え られ る 」 と ある が 、 最 近 の 事案 を 見 る 限り 、 記 述 さ れ て いる 
よう な 「 最 低 基準 」 す ら 充 足し て いな い の で は な いか と 疑わ れる 新規 事業 者 も 見 受け られ 、 最 低 基準 の 充足 検証 に まず 
重点 的 に 取り 組む べき 業態 も 存在 する よう に 思わ れる 。 少な く と も 、「 本 方 針 は 対象 を 特定 の 業態 に 限る こと な く 、 当局 
が 検査 ・ 監 督 権限 を 有する すべ て の 金融 機関 等 の 検査 ・ 監 督 全般 に 共通 する 基本 的 な 考え 方 と 進め 方 を 内 容 と し て い 
る 」 と いう 記述 と 矛盾 する の で は な いか 。 


に 追記 し て いま す 。 





56. 


従前 、 貴 庁 は 、「 ミ ニ マ ム ス タ ン ダ ー ド 」 と いう 用 語 を 用 いる こと を 取り や め て こら れ た は ず で す が 、「 最 低 基 準 検証 」 と いう 
異な る 用 語 で 唐突 に 復活 させ 「 引 き 続 き 重 要 で ある 」 と する こと に つい て は 矛盾 を 感じ 、 又 、 個 人 的 に は 賛成 で す が 十 分 
な 説明 が 必要 だ と 思い ます 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【4 一 gd】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 


・ ま た 、 基 本 的 な 財務 の 健全 性 や 法令 遵守 
態勢 に 問題 が 見 られ る 金融 機関 に 対し て 
は 、 最 低 基準 検証 を 行っ て いく 旨 を 本 文 9 頁 
に 追記 し て いま す 。 





57. 


「『 動 的 な 監督 』 と は 、 将 来 の 環境 と 金融 機関 の 動 的 な 展開 を 見 通し 、 金融 機 関 が 将 来 最低 基準 に 抵触 する 蓋然性 を 
評価 し て 、 金 融 機関 と 問題 意識 の 共有 を 行い 、 改 善 に 向け た 対応 を 求め て いく 手法 」 と され て いる が 、 具 体 的 に どの よう 
な こと を 行う の か 。 


・ 現 在 明確 な 最低 基準 抵触 が な い 段 階 に お 
いて 将来 の 最低 基準 に 抵触 する 蓋然性 を 検 
証する 際 の フォ ワー ドル ッ キ ング な 分 析 の 視 
点 と し て は 、 例 えば 、 最 低 基準 で 十分 に 捉え 
られ な い リ スク の 検証 、 収益 や ビジ ネス モデ 
ル の 持続 可能 性 の 検証 、 ス トレ ス ・ テ スト の 
活用 等 が 考え られ ます 。 








58. 





動 的 な 監督 に つい て 、「 金 融 機 関 が 将 来 最低 基準 に 抵触 する 蓋然性 を 評価 」 す る と ある が 、 一 方 、 ぐ BOX> 持 続 的 な 
健全 性 に 関す る フォ ワー ドル ッ キ ング な 分 析 の 例 」 で は 、 最 低 基準 が 捕捉 で き な い リス ク に つい て も 触れ て いる 。 


動 的 な 監督 の 目線 は 、 全 行 的 定量 的 な 最低 基準 の 将来 変化 の み に フ ォ ー カ ス を 当て る わけ で は な く 、 局所 的 定性 





・ 御 理解 の と お り で す 。 
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的 な 将来 リス ク 評 価 を 含め た も の で ある と いう 理解 で よい か 。 

















59. | P.16「 当 局 設定 の 共通 シナ リオ を 用 いた スト レス ・ テ スト を 活用 する 視点 」 に つい て 、 ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1 に 記載 し て 
お り ま す の で 、【12 一 b】 を ご 覧 くだ さい 。 
共通 シナ リオ と いえ ど 、 銀行 ・ 生 保 ・ 損 保 ・ そ の 他人 金融 機関 な ど で は ビジ ネス の 特性 上 、 異 な る も の と 想定 する が 、 共 通 
シナ リオ の 中 身 や 策定 プロ セス は どの よう に 進め る 予定 か 、 ご 教示 いた だ きた い 。 ・ な お 、 共通 シナ リオ に つい て は 、 業 態 ご と の 
規模 ・ 特 性 の 違い に 応じ て 、 シ ナリ オ の 内 容 
も 異な っ て くる も の と 考え て いま す 。 

60. | 将来 の 蓋然性 に 関す る 評価 は 大 変 難し く 、 評価 ・ 改 善 に 向け た 取組 み に あ た っ て は 十分 な 認識 共有 と 対話 を 図っ て い | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【1 一 b】【2 
た だ きた い 。 ーa】 に 記載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
将来 シナ リオ の 重要 性 と 蓋然性 評価 は 以下 の よう に 、 各 主体 に よっ て 異な る も の で あり 、 事 前 に ある 程度 の 目線 が な い 
と 議論 が 噛み 合わ な い 可 能 性 が ある 。 

ー 個 別 行間 の バラ つき : 各 ポ ボー ト フ ォ リ オ 特 性 に 応じ た リス ク 認 識 範囲 と シナ リオ 深度 の 差異 
ー 個 別 行 と 当局 間 で の バラ つき : 個 別 行 に に っ て リス ク 認 識 は され て いな い が 、 マ クロ プル ー デ ンス の 観点 か ら 重 要 な リ 
スク 、 ま た は その 逆 

61. | 収益 向上 や 競争 上 の 優位 性 確保 を 目的 と し て 、 自ら 適切 に 把握 で き な い 、 あ る い は 収益 に 見 合わ な い リ スク を 取る こと | ・ リ スク 管理 に つい て は 、 ま ず は 金融 機関 に 
の 危険 性 を 認識 する 必要 が ある た め 、 個別 の 金融 機関 が 自ら 評価 する こと が 困難 な リス ク を 取る こと に 対し 、 前 広 な 対 | お いて 適切 に 実施 する こと が 重要 で す が 、 そ 
話 や 情報 提供 を お 願い し た い 。 の 上 で 当局 と し て も 、 前 広 な 対話 や 情報 提供 

を 行っ て いき ます 。 
62. | 貴 庁 が 設定 し た 共通 シナ リオ を 使っ て 仮説 を 設定 し て いく こと が 想定 され る が 、 金 融 機関 毎 に 経営 環境 、 ビ ジネス モデ | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1 に 記載 し て 





ル 、 リ スク 特性 が 異な る た め 、 シ ナリ オ の 設定 に あたっ て は 、 そ うし た 面 か ら の 副作用 も 踏ま え 、 金 融 機関 この 間 で 継続 





お り ま す の で 、【12 一 b】 を ご 覧 くだ さい 。 
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的 か つ 幅 広 に 十分 な 対話 を 行っ て いた だ きた い 。 


・ な お 、 共通 シナ リオ に つい て は 、 業態 ご と の 
規模 ・ 特 性 の 違い に 応じ て 、 シナ リオ の 内 容 
も 異な っ て くる も の と 考え て いま す 。 





63. 


権限 を 持っ て 監督 する 側 の 当局 と 被 監督 側 の 金融 機関 と の 対話 に お いて 、 双 方 の 見 方 が 違う 場合 等 は 、 対 等 の 対話 
は 期待 で きず 、 実 質 的 に 当局 に よる 行政 指導 と な る 。 経営 判断 等 に 関わ る 実質 的 な 行政 指導 が 安易 に 行わ れる こと が 
な いよ う 、 行政 手続 法 第 35 条 第 3 項 (行政 指導 が 口頭 で され た 場合 に お いて 、 相 手 方 か ら 書 面 の 交付 を 求め られ た 場 
合 、 行 政 指導 に 携わる 者 は 、 行 政 上 特別 の 支障 が な い 限 り 、 こ れ を 交付 し な けれ ば な ら な い 旨 規定 され て いる ) OMS 
を 踏ま え 、 当該 対話 に お ける 当局 側 の 意見 に つい て 書面 の 交付 を 求め る こと が で きる よう に し て いた だ きた い 。 


・ 行 政 手 続 法 は 、 金 融 行政 に つい て も 対象 と 
な り ま す 。 





64. 


また 、 双 方 向 の 対話 を 有益 な も の と する た め 、 金 融 機関 に お ける 自己 評価 、 課 題 、 改 善 策 等 に 関す る 貴 庁 の 対話 の 仕 
方 に つい て も 十分 留意 し て いた だ きた い 。 例え ば 、「 見 方 に 違い が 残る 場合 に は 違い を 確認 し た 上 で 議論 を 継続 する 」 と 
ある が 、 貴 庁 の 見 解 と 金融 機関 の 見 解 に 優劣 を 付け 難い 場合 な ど は 、 議 論 を 継続 し て も すぐ に 収束 する こと は 見 込め 
な い 。 議論 を 継続 する の は 貴 庁 の 見 解 が 正しい と の 立場 を 維持 する も の で ある た め 、 貴 庁 は 見 解 の 相違 を 受け 容れ る 
よう に し て いた だ きた い 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【4 一 b】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 





65. 


「 動 的 な 監督 の あり 方 に は 、 最 低 基準 検証 に 近い も の か ら 探 求 型 対話 に 近い も の まで 連続 的 な 濃淡 が ある 。3 つ の 手 
法 間 の 境界 は 必ず し も 明確 に 線引き で きる 訳 で は な い 」 と され て いる が 、 金 融 機関 に と っ て は 、「 最 低 基準 検証 」 か ら 「 探 
求 型 対話 」 に いた る まで 、 常時 モニ タリ ング 等 を 受け て いる よう な 感じ と な り 、 負担 等 が 生じ る の で は な いか 懸念 し て い 
る 。 金融 機関 の 負担 に も 配慮 し た 運営 を お 願い し た い 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【3 一 a】【4 
ーe】 に 記載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 





66. 


(「 動 的 な 監督 」・13 BO 将来 に 向け て の リス ク 評 価 と それ に 基づく 改善 指導 (13 頁 ) は 、 金 融 商品 取引 業者 等 に よる 金融 
商品 の 販売 勧誘 の 適正 確保 の 観点 か ら も 期待 され ます 。 COR, 早期 に リス ク 要 因 や 問題 状況 を 把握 する に あたっ 
C. 国民 生活 セン ター の PIO-NET 情報 や 、 金 融 ADR の 情報 や 取り 組み の 一 層 の 有効 活用 が 図ら れる べき と 考え ます 。 


* 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【9 一 b】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 








67. 





金融 機関 と の 対話 に よっ て 将来 的 に 最低 基準 に 抵触 する 蓋然性 を 議論 する の で は な く 、「 将 来 的 に 最低 基準 に 抵触 す 
る 蓋然性 が 高い 金融 機関 を 検証 する 際 の アプ ロー チ を 定性 ・ 定 量 の 両面 か ら で き る 限り 具体 的 に 示す な ど 、 裁 量 の 幅 





・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【1 一 b】 に 記 
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が 広く な ら な いよ うに 留意 し て いた だ きた い 。 


載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 














68. | 検査 "監督 を 通し て 将来 的 に 最低 基準 に 抵触 する 蓋然性 が 高い 事象 を 把握 し た 場合 は 、 他 の 人 金融 機関 に お いて も 予防 | ・ 当 局 が 把握 し て いる 金融 機関 の 取組 み 等 
的 な 対策 に 活か すこ と が で きる よう 、 速 や か に 他 の 金融 機関 に も 可能 な 範囲 で 情報 を 開示 し て いた だ きた い 。 の 事例 の うち 、 他 の 金融 機関 に 共有 する こと 
が 有益 と 考え られ る も の に つい て は 、 BRE 
の 秘密 に 留意 し つつ 違 元 ・ 共 有 し て いき ま 
す 。 
69. | 経営 管理 手法 と し て の スト レス ・ テ スト の 意義 の 認識 を 高め る た め 、 そ の 実施 手法 だ け で な く 、 今後 玉 さ れる 分 野 別 の | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1 に 記載 し て 
cou ce aU UIT お り ま す の で 、【12 一 b】 を ご 覧 くだ さい 。 
70. | Stress Test - We note that in the consultation JFSA proposes the use of universal stress test to ensure soundness | ・ 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 





of the financial system as a whole. 


a. We would like to point out that given the difference in the asset management business model vs those of 
other financial institutions as mentioned above, we do not believe that system-wise is appropriate for asset 
managers. Macro-prudential stress testing is more appropriate for banks where market and liquidity risks can 
create solvency issues, thereby generating systemic risk. Regulation of banks directly addresses the fact that 
government-insured deposits can backstop risky lending and create misaligned incentives, which may lead to 
excessive risk-taking and excessive leverage and reflects the critical role of banks in intermediating liquidity 
throughout the financial system. Asset managers do not benefit from any government guarantee or liquidity 
support, nor do they own the assets they manage or invest their capital in principal trades. Hence their risk 


profile is very different from that of other financial institutions. 


b. In view of the variety of business models even within the asset management industry as discussed above, 
we also do not believe that firm-wide stress testing or stress testing across mutual funds is appropriate. As 
agents acting on behalf of clients, asset managers manage mutual funds and portfolios in accordance to the 


investment objectives and restrictions set by clients or the mutual fund constitutive documents. There is a wide 





・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1 に 記載 し て 
お り ま す の で 、【12 一 b】 を ご 覧 くだ さい 。 


・ な お 、 業 態 ご と の 規模 ・ 特 性 の 違い に 応じ 
て 、 シ ナリ オ の 内 容 も 業態 ご と に 異な っ て くる 
も の と 考え て いま す 。 
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range of strategies using different asset classes and instruments and it will be impossible to generalise about risks 
or flows across the various funds/portfolios under common scenarios. A more useful approach will be to 
conduct stress testing for individual funds using scenarios that are relevant to that investment strategy and asset 


class. 





71. 


仮説 を 設定 する 際 は 、 機 械 的 ・ 画 一 的 な も の と な ら な いよ う 、 貴 庁 内 で 十分 な 議論 を 行っ て いた だ きた い 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【1 一 b】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 


・ な お 、 仮 説 を 構築 する 際 に は 、 画 一 的 な も 
の と な ら な いよ う 人 金融 庁 内 部 で 十分 議論 し た 
うえ で 、 金 融 機関 と 対話 を 実施 し て いき ます 。 








72. 





(1) 意見 


動 的 な 監督 の 意義 に お いて 、「 金 融 機関 を 巡る リス ク の 性 質 と 所 在 の 変化 が 加速 し 、 金 融 機関 が 新しい ビジ ネス モデ ル 
を 工夫 し て 顧客 か ら の 変化 する 期待 に 応え て いか な けれ ば な ら な い 現 在 の 状況 に お いて 」 と の 記載 が あり ます 。 こう し 
た 環境 認識 に つい て 全く 異論 は あり ませ ん が 、 こ の 環境 認識 を 金融 機関 と 共有 で き て いな い の で は な いか と 懸念 され ま 
す 。 こ うし た 環境 認識 の 下 、 金 融 機関 が 、 ビ ジネス を 行っ て いく 上 、 ま た 、 監 督 当局 と の 対話 を 円 滑 に 行っ て いく 上 で 、 リ 
スク アセ スメント は 有効 な ツー ル と な り 得 る こと か ら 、 本 方 針 に お いて 、 当 局 側 の 姿勢 を 示す だ け で は な く 、 MOT. BHR 
機関 に 対し 、 様 々 な レベ ル に お いて リス クア セス メン ト を 実施 する こと を 促す 必要 が ある の で は な いか と 考え ます 。 


(2) 根拠 


ノン ・ フ ィ ナ ン シ ャ ル の 分 野 に お いて は 、 オ ペレ ー シ ョ ナ ル ・ リ スク 管理 に 代表 され る よう に 、 固有 リス ク の 特定 ・ 評 価 、 関 
連 す る コン トロ ー ル の 特定 ・ 評 価 、 残 存 リ スク の 評価 を 行い 、 必 要 な 改善 等 に 結び つけ る 、 リ スク アセ スメント が 導入 され 
て いる 。 その 一 方 で 、 そ の 利用 は オペ レー ショ ナル な 部 分 に 限定 され て いる ケー ス が 多い 。 云う まで も な く 、 こ の リス クア 
セス メン ト の 手法 は 、 ノ ン ・ フ ィ ナ ン シ ャ ル の 分 野 に 限定 され る も の で は な く 、 冒頭 の 「 リ スク の 性 質 と 所 在 の 変化 が 加速 
し 、 金融 機 関 が 新 し い ビ ジネス モデ ル を 工夫 し て 」 の 部 分 に 広く 活用 で きる も の で す 。 


例え ば 、 近 時 、 有 価 証券 投資 の 分 野 で 、 開 始 し た ば か り の 外債 投資 で 市 場 変動 に より 損失 が 発生 し 直 に ポジ ショ ン を 縮 





* 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 機 動 的 な 戦略 の 見 
直し の た め に は 、 金 融 機 関 が 規 模 ・ 特 性 に 応 
じ て 、 抱 える リス ク を 適時 適切 に 把握 する こと 
が 必要 で ある と 考え て お り ま す 。 
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小 し た 地域 金融 機関 が 見 られ まし た 。 これ な ど は 、 個 別 投資 商品 の リス ク 分 析 不 足 と いう より は 、 バ イ ・ ア ンド ・ ホ ー ル ド 
で ラダ ー 型 の 投資 スタ イル を 前 提 と し た 運用 ・ 管 理 態勢 (スキ ル 、 人 員 、 シ ステ ムイ ン フ ラ ) の 中 で 、 外債 に 係る リス ク ( 結 
果 と し て の 損益 を 含め ) を どの よう に マネ ー ジ し て いく か と いう リス ク と コン トロ ー ル の 分 析 を 十分 に 行わ ず に 投資 を 開始 
し た と いう こと が 失敗 の 要因 の 1 つ で は な いか と 考え られ ます 。 


この よう に 今後 金融 機関 が 新しい ビジ ネス モデ ル を 工夫 し て いく 上 で リス クア セス メン ト を 行っ て いく こと が 重要 に な っ て 
いる と 思わ れ ま す 。 金融 検査 マニ ュ ア ル に お いて も 、 リ スク の 状況 の 評価 と 合せ 、 リ スク 管理 の 状況 を 評価 する こと を 求 
め て いた と 理解 し て いま す 。 


この リス クア セス メン ト は 、 当局 が 人 金融 機関 の 対話 を する に あたっ て も 、 活 用 で きる も の で あり 、 反対 に 、 金融 機関 側 に 
お いて 、 こ うし た 取組 み が 行 われ て いな い ケ ー ス で は 、 有 効 な 対話 が 成り 立た な い の で は な いか と も 考え られ ます 。 こ の 
リス クア セス メン ト を ベー ス と し た 対話 に お いて は 、 リ スク の 特定 が 不 十 分 で あれ ば 違っ た 切り 口 で の リス ク の 検討 を 促 
し た り 、 関 連 す る コン トロ ー ル に 関し て 新しい 取組 み が 業 界 内 で 見 られ る 場合 に は 、 そ うし た コン トロ ー ル の 事例 を 紹介 
する と いっ た こと が 当局 に 期待 され て いる と 思わ れ ま す 。 





73. 


「 長 年 に わた っ て 形成 され た 横並び 意識 や 内 向き の 意識 を 解き ほ で し て いく た め 、 金 融 機 関 と この間 で 、 特 定 の 答 を 前 提 
と し な い 、 多様 な 創意 工夫 を 志向 し た 『 探 究 型 対話 』 を 行っ て いく 」 と され て いる が 、「 探 究 型 対話 」 と は 、 誰 が 誰 に 対し て 
探究 する の か 等 、 具 体 的 な 対話 の 方 法 や 、 従 来 の 対話 の 方 法 と 何 が 異な る の か 、 教 えて いた だ きた い 。 


・ 探 究 型 対話 は 、 単 一 の 答 を 前 提 と せ ず に 、 
環境 と 特性 に 応じ 多様 な 取組 み を 発揮 する こ 
と が 出来 る よう 金融 機関 この 間 で 対話 する も 
の で ある た め 、 そ の 方 法 は 従来 の よう な 検査 
マニ ュ ア ル に 基づい た 一 律 的 な 対応 と は 異な 
る も の で す 。 





74. 


具体 的 な モニ タリ ング の 方 法 に つい て は 、 今後 示さ れる 分 野 別 の 「 考 え 方 や 進め 方 」 の 中 で 明らか に され る の か 。 中 で 
も 、 ガ バナ ンス に 関す る 議論 の 一 環 と し て 、 社 外 取 締 役 や 監査 役 を は じ め 、 顧 客 も 含め た 金融 機関 内 外 の 様々 な 者 と 
幅広 い 対 話 を 行う と され て いる と ころ 、 こ うし た 対話 に つい て は 具体 的 に どの よう に 実施 され る の か 。 


・ 関 係 者 と の 対話 を 含め 、 具 体 的 な 対話 の 手 
法 や プロ セス 等 に つい て は 、 例え ば 、 分 野 別 
の 「 考 え 方 と 進め 方 」 等 で お 示し し た いと 考え 
て いま す 。 








75. 





ベス ト ・ プ ラク ティ ス と は 、 各 社 創意 工夫 の 上 で 生み 出さ れ た 、 言 わ ば 高 品質 の サー ビス や 取組 み で あり 、 各 社 必ず その 
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・ ベ スト ・ プ ラク ティ ス の た め の 「 見 える 化 と 探 








水準 を 目指 す 必要 が ある レベ ル で は 必ず し も な いと 理解 し て いる が 、 当 局 と し て どの よう な ベス ト ・ プ ラク ティ ス の 追求 を 
イメ ー ジ され て いる の か 、 ご 教示 いた だ きた い 。 


究 型 対話 」 を 当局 が 取り 組む 理由 に つい て 
は 、 本 文 21 真 を ご 覧 くだ さい 。 


・ な お 、 ベ スト ・ プ ラク ティ ス の 追求 に 向け た 取 
組み に は 、 単 一 の 答 が ある わけ で も 、 こ こま 
で で 十分 と いう 水準 が あめ る わけ で も な く 、 そ れ 
ぞ れ の 金融 機関 が 自ら の 置か れ た 環境 と 特 
性 に 応じ 多様 な 創意 工夫 を 行う こと が 重要 で 
ある と 考え て いま す 。 











76. | ベス ト ・ プ ラク ティ ス の た め の 環 境 整備 と は 具体 的 に どの よう な 整備 を 想定 し て いる の か 、 ご 教示 いた だ きた い 。 また 、 現 | ・ ベ スト ・ プ ラク ティ ス の た め の 環 境 整備 に つ 
時 点 で まだ 具体 的 な 内 容 を 提示 いた だ く こ と が 難し い 場 合 に は 、 今後 の どの よう に 検討 され て いく の か 、 ご 教示 いた だ き | いて は 、 本文 23 頁 を ご 覧 くだ さい 。 
た い 。 : 
7345. 個別 の 分 野 に つい て は 、 そ れ ぞ れ の 
テー マ を 検討 する 際 に 当局 と し て どの よう な 
整備 が 必要 か に つい て も 議論 し て いき ます 。 
77. |「 当 局 と し て も 金融 機関 に よる ベス ト ・ プ ラク ティ ス の 追求 を 支援 する こと が 適切 と 考え られ る 。 」 と の 表現 が あり ます が 、| ・ 当 局 が コン サル タン ト 業 務 に 類似 する こと を 





これ は コン サル ティ ング 業務 に 該当 する 行為 で す 。 

「 最 低 基準 検証 」 が 監査 業務 に 該当 する と 考え られ る 行為 で ある こと より 、 

同一 金融 機関 に 対す る 「 検 査 (監査 的 な )・ 監 督 」「 コ ン サ ル テ ィ ン グ 」 の 同時 提供 に 該当 する の で は な いか と 思い ます 。 
貴 庁 が 効率 的 に 金融 機関 を 指導 する に は 都合 が 良い 手法 だ と は 思い ます が 、 倫 理 観 が 欠落 し て いる よう に 思い ます 。 


実際 に 監査 資格 を 保有 する 検査 官 が 居 ら れる の で あれ ば 、 そ れ ぞ れ の 資格 団体 の 「 監 査 人 倫理 規程 」 に 抵触 する 恐れ 
が ある の で は な いで し ょ うか ? 





行う も の で は あり ませ ん 。 


・ ベ スト ・ プ ラク ティ ス の た め の 「 見 える 化 と 探 
究 型 対話 」 を 当局 が 取り 組む 理由 に つい て 
は 、 本 文 21 真 を ご 覧 くだ さい 。 
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78. 


「 個 別 金融 機関 だ け の 取組 み で は 、 業 界 全 体 に 対す る 利用 者 の 信頼 感 の 向上 、 市 場 の 活性 化 等 、 ベ スト ・ プ ラク ティ ス 
追求 の メリ ッ ト が 十分 に 実現 し な い 場 合 に は 、 業 界 の 自主 ガイ ドラ イン 等 の 取組 み が 有 効 と な る 」 と の 記載 が ある が 、 本 
来 、 当 局 が その 責任 に お いて 示す べき 方 針 等 を 、 業 界 の 自主 ガイ ドラ イン 等 に 盛り 込む こと を 求め る な ど 、「 当 局 の 正 し 
いと 考え る 特定 の ベス ト ・ プ ラク ティ ス を 人 金融 機関 に 押し 付け る 」 よ うな こと が な いよ う 配 慮 いた だ きた い 。 


また 、 業 界 団 体 の 取組 み は 、 公 正 取 引 委 員 会 が 定め る 「 事 業者 団体 の 活動 に 関す る 独占 禁止 法 上 の 指針 」 の 禁止 行 
為 に 抵触 し な い 範囲 に 限ら れ 、 業 界 内 の 競争 を 制限 する よう な 取り 決め は で き な い こと に 留意 いた だ きた い 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【4 一 a】【5 
ーa】 に 記載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 





79. 


「 探 究 型 対話 」 に お いて は 、 当局 の 正しい と 考え る 特定 の ベス ト ・ プ ラク ティ ス を 押し 付け る 形 と な ら な いよ うに 、 金融 機関 
と の 間 に あ る 権限 関係 に 特に 注意 する と し て いる が 、 監督 権限 を 有する 当局 の 意見 や 質問 は 、 監 督 さ れる 金融 機関 と 
し て は 当局 の 考え や 指導 と し て 受け 止め ざる を 得 な いと いう の が 現実 で ある 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【4 一 a】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 





80. 


「 安 定 と 成長 の 両立 」 と いう 金融 行政 の 目標 を 実現 する た め に は 、 方 人 針 に 記載 の 通り 、「『 市 場 の 失敗 』 と 『 当 局 の 失敗 』 
の 総計 を で きる だ け 小 さく し て 、 全体 と し て 市 場 の 機能 が 最大 限 発 押さ れる 環境 が 確保 され る 」 こ と が 重要 と 考え る 。 € 
の 際 、「 市 場 の 失敗 」 が 発生 する メカ ニズム や その 程度 は 、 金 融 事業 ご と に 区 々 で ある も の と 考え られ る 。 


し た が っ て 、 当局 に お ける 新しい 検査 ・ 監 督 に お いて 、 と り わ け 、「 見 える 化 と 探究 型 対話 」 に お いて は 、 こ うし た 人 金融 事 
業 ご と の 特性 (例え ば 生命 保険 と 損害 保険 の ビジ ネス モデ ル の 違い 等 ) や 、 各 市 場 の 実態 等 を 踏ま え 、 適 切な 度合 いで 
の 当局 の 関与 が 図ら れる よう に 志向 され る も の と 考え て いる が 、 そ うし た 理解 で よい か 。 


また 、 よ り 実 効 性 の ある 対話 と する た め に は 、 当局 が ベス ト ・ プ ラク ティ ス と 考え る 金融 機関 の 取組 み を 、 こ れ ま で 以上 に 
より 具体 的 に 他 の 金融 機関 に 蛋 元 いた だ く こ と が 望ま し いと 考え る 。 た だ し 、 そ の 場合 で も 、「 当局 と 金融 機関 の 対話 が 
当局 の 正しい と 考え る 特定 の ベス ト ・ プ ラク ティ ス を 人 金融 機関 に 押し 付け る 形 と な り 、 金 融 機 関 の 自己 責任 原則 に 則っ た 
経営 が 歪む よう な こと が あっ て は な ら な い 」 と いう 点 に は 十分 に 配慮 いた だ きた い 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【2 一 a】【4 
ーa】 に 記載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 








81. 





「 海 外 金融 機関 の ベス ト ・ プ ラク ティ ス 」 は 、 大 変 貴重 な 情報 で あり 、 実 効 的 な 対話 の 材料 と し て ぜひ 還元 いた だ きた い 
が 、 海 外 金融 機関 の 規模 等 に 応じ た ベス ト ・ プ ラク ティ ス の 提供 も 検討 いた だ きた い 。 


な お 、「 ベ スト ・ プ ラク ティ ス の 追求 に 向け た 取組 み に は 、 単 一 の 答 が ある わけ で も 、 こ こま で で 十分 と いう 水準 が ある わ 
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・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【2 一 a】【4 
ーa】【5 一 c】 に 記載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ 
さい 








け で も な く 、 そ れ ぞ れ の 金融 機関 が 自ら の 置か れ た 環境 と 特性 に 応じ 多様 な 創意 工夫 を 行う こと が 重要 で ある 」 と ある と 
お り 、 提 供 い た だ いた 情報 が その まま 本 邦 の 商業 銀行 業務 に 適用 で き な い ケー ス も ある と 引 定 され る 。 


どの よう に 銀行 界 ・ 個 別 行 に お いて 活用 する か は 特定 の 答え を 前 提 と せ ず に 、 対 話 の 中 で 考え 方 を 深め て 参り た い 。 





82. 


今後 も 「 比 較 可 能 な 共通 指標 」 を 設定 する 場合 に は 、 真 に 利用 者 の 選別 眼 を 働か せる うえ で 有用 か と いっ た 点 や 、 金 融 
機関 の 実情 を 踏ま え 、 事 前 に 金融 界 と よく 協議 いた だ きた い 。 


また 、「 金 融 機関 の 間 で どの 程度 の 違い が ある か 」 を 、 社 名 等 、 個 社 を 特定 で きる か た ち で 公表 する 場合 に は 、 当該 金 
融 機関 と の 合意 を 経た うえ で お 願い し た い 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【5 一 a】【5 
ーc】 に 記載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 





83. 


「 個 別 金融 機関 に よる 開示 だ け で は 、 利 用 者 に よる 比較 ・ 検 討 が 進み に くい 場合 に は 、 業 界 共 通 フ ォ ー マ ッ ト に 基づく 開 
示 を 進め 」 と ある が 、 利 用 者 に よる 比較 ・ 検 討 が 進み に くい 場合 と は 、 ど の よう な 状況 を 想定 し て いる の か 。 


業界 共通 フォ ー マ ッ ト に よる 開示 と は 、 具 体 的 に どの よう な 形 を 想定 し て いる の か 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【5 一 a】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 


・ 一 般 論 と し て 、 利用 者 に と っ て 比較 ・ 検 討 す 
る た め の 十 分 な 情報 が 提供 され て いな いよ う 
な 状況 に お いて は 、 業 界 団体 に よる 自主 的 な 
取組 み が 有 益 な 場合 も ある と 考え られ ます 。 





84. 


「 当 局 が 収集 し た 情報 の 公表 」 や 「 共 通 の 諸 指 標 の 設定 」 に より 顧客 が 主体 的 に 金融 機関 を 選択 し 、 顧 客 本 位 の 競争 を 
実現 する 一 助 と な る と の 意図 は 理解 する が 、 以下 の よう な 弊害 等 に つい て も 留意 いた だ きた い 。 


ー 各 金融 機関 の 創意 工夫 ・ 差 別 化 さ れ た 戦略 が 望ま れる と ころ 、 共通 指標 を 追い か ける 、 あ る い は 共通 指標 で 評価 さ 
れる こと で 戦略 ・ 施 策 が 均一 化し て し まう お それ 


ーー 顧客 に と っ て の 価値 創造 が 望ま れる と ころ 、 共 通 指標 の 改善 が 目的 化し 、 真 に 顧客 本 位 の 運営 が 貴 か に な る お それ 


ー 共 通 指標 の 算出 ・ 開 示 負 担 の 増大 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【5 一 a】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 








85. 





「 ベ スト ・ プ ラク ティ ス の た め の 『 見 える 化 』」 は 、 客 観 性 ・ 比 較 可 能 性 が 十分 確 介 され て いな い 形 で 行わ れ た 場合 AA 





・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【5 一 a】 に 記 
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者 や 市 場 の 混乱 を 招き 、 結 果 と し て 、 金 融 機関 の 創意 工夫 を 制限 する こと に つなが りか ね な い 。KPI や 開示 され た 情報 
を 判断 する 主体 は 利用 者 や 市 場 で ある た め 、 貴 庁 は 金融 機関 間 の 競争 に 不 必要 に 関与 する こと な く 、 人 金融 機関 の 企業 
秘密 等 に も 配慮 し つつ 、「 市 場 メ カニ ズム の 発揮 」 に つなが る よう な 指標 の 選定 、 開 示方 法 等 に 留意 いた だ きた い 。 


載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 




















86. |「 平 成 29 事務 年 度 金融 行政 方 針 」 に 、 各 金融 機関 の 金融 仲介 を 客観 的 に 「 見 える 化 」 で きる 統一 され た 定義 に 基づく | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【5 一 a】 に 記 
比較 可能 な 共通 の 指標 群 (KPI) の 策定 が 示さ れ て いる が 、 実 際 に は 、 異な る 環境 で 経済 活動 を 行っ て いる 金融 機関 を | 載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
客観 的 か つ 公 平 に 比較 する こと は 困難 で は な いか 。 分 か りや すい 「 見 える 化 」 を 追求 する こと も 必要 で ある が 、KPI に 対 
する 結果 を も っ て 一 律 に 評価 され な いよ うに する こと も 必要 と 考え る 。 

87. | 例え ば 、 直 近 の 金融 レポ ー ト に お いて 、「( 投 資 信託 は ) 同 一 グル ー プ 内 に 販売 会 社 を 持つ 大 手 運 用 会 社 に お いて 、 顧 | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【5 一 a】 に 記 
客 の 利益 に つなが る 商品 が あり な が ら 、 必ず し も 顧客 に 届け られ て いな い 」 と 断定 し て お り 、 こ れ は 一 面 的 な 判断 で は な | 載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
いか 。 限ら れ た 評価 期間 に お ける 限ら れ た 指標 の 比較 だ け で は 、 真 に 適切 な 評価 を 行う こと は 難し い の で は な いか 。 

88. | 業界 共通 フォ ー マ ッ ト に よる 開示 は 、 形 式 、 部 分 へ の 集中 に 陥る 可能 性 や 、 創 意 工夫 の 障害 と な る 可能 性 が ある こと か | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【5 一 a】 に 記 
ら 、 慎重 な 運用 と する よう 留意 いた だ きた い 。 載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 

89. | P.22「 個 別 金融 機関 に よる 開示 だ け で は 利用 者 に よる 比較 ・ 検 討 が 進み に くい 場合 に は 、 業界 共通 フォ ー マ ッ ト に 基づく | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【5 一 a】 に 記 
開示 を 進め 、 業 界 団体 に お いて 一 覧 性 の ある 開示 を 提供 する こと も 有益 と 考え られ る 」 に つい て 、 載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
利用 者 に よる 比較 ・ 検 討 に 資す る 開示 と は 、 例 えば に KPI な ど を 念頭 に 置か れ て いる も の と 推察 する が 、KPI は 各社 取組 
み の PDCA に 有益 で ある と と も に 、 そ れ を 自社 と し て 開示 する こと で 利用 者 へ の 情報 提供 の 効果 は ある と 考え る 。 
一 方 、 業 界 共 通 フ ォ ー マ ッ ト で 一 覧 化し た 場合 で あっ て も 、 記載 する デー タ の 集計 方 法 等 は 各社 ご と に 異な る こと が 考え 
られ る こと か ら 、 利 用 者 の 選択 を ミス リー ド す る 懸念 が ある と 考え る (例え ば 「 お 客 様 満足 度 」 に つい て みれ ば 、 満 足 度 を 
量 る た め の 利 用 者 へ の 質問 が 異な る た め 、 業 界 共通 フォ ー マ ッ ト で の 開示 は 、 ミ スリ ー ド に つなが る 懸念 が ある の で は 
な いか )。 

90. | 基本 方 針 案 で は 、「 見 える 化 」 に 関し 、「 当 局 が 収集 し た 情報 の 開示 」「 金 融 機関 の 金融 仲介 を 客観 的 に 評価 で きる 共通 | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【3 一 a】【5 
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の 諸 指 標 の 設定 」 と いっ た 点 に つい て 言及 され て いる 。 


情報 開示 は 、 そ の 内 容 が 金融 機関 の 取組 み (数 値 化 で き な い 事 項 を 含む ) の 一 部 に 過ぎ な けれ ば 、 一 部 の 偏っ た 情報 
を 示す こと と な り 、 公平 ・ 公 正 な も の と は いえ な いと 考え られ る 。 


また 、 お 客 さま ・ 金 融 機関 双方 に と っ て 必要 性 を 感じ な い 情報 の 把握 ・ 提 供 を 求め る こと と な れ ば 、 情 報 過多 に よる 消化 
不良 や 金融 機関 の 負担 増加 に つなが る ほか 、 開示 の 影響 力 如何 に よっ て は その 数 値 等 を 改善 する こと が 目的 化し 、 意 
図 せ ず 金融 機関 に 画 一 的 な 対応 を も た ら す こと に な りか ね な い 、 と いっ た 様々 な 懸念 が あり 、 そ うし た 懸念 も 十分 考慮 
の うえ 、 慎重 に 検討 すべ き で ある 。 


ーa】 に 記載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 





金融 機関 利用 者 は 、KPI な ど で 金 融 機関 を 比べ た いと 思っ て いる の だ ろう か 。 そもそも 、 金融 庁 が 金融 機関 に 強制 し た 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【3 一 a】【5 








91. 
「 金 融 仲 介 機能 の ベン チマ ー ク 」 は 同様 の 目的 で あっ た が 、 金 融 機 関 利用 者 が 金融 機関 を 選択 する 際 に 活用 され て い ーa】 に 記載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
る の か 。 その よう な 苦情 が あっ た の か 。 施策 効果 が ほとん ど な い も の を 人 金融 機関 に 求め 、 負担 を 掛け させ て 本 業 を お ろ 
そ か に させ る 行為 は 、 金融 機関 に と っ て 迷惑 で あり 、 国益 を 損なう も の で ある 。KPI な ど 導 入 す べき で は な いし 、 金 融 店 
は 自ら の 役割 ・ ス タン ス を 見 つめ な お すべ き で ある 。 
92. | 【 金 融 仲介 機能 の 発揮 に 関す る コメ ント 】 ・ 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 今後 の 参考 





各 金 融 機 関 に は 地域 経済 に 対す る 貢献 が 求め られ て いる が 、 人口 減 少 や 高齢 化 の 進行 状況 等 の 要因 に より 、 経 営 環 
境 は 地域 毎 に 多様 性 が ある と 考え られ ます 。 


こう し た 環境 下 、 基 本 的 な 目標 と し て 掲げ られ て いる 「 金 融 仲介 機能 の 発揮 」 を 円 滑 に 遂行 する た め に は 、 顧 客 企業 等 
だ け で な く 、 地域 経済 と 密接 な 繋が り を 有 し て お り 、 ま た 地域 経済 の 活性 化 に 向け て 目標 を 共有 し 得る 地方 公共 団体 と 
の 連携 を 深め る こと が 重要 に な る と 考え ます 。 


従来 の 「 金 融 仲介 機能 の ベン チマ ー ク 」 の 発展 形 と し て 今後 導入 が 予定 され て いる 「KPI」 に つい て は 、「 金 融 仲介 機能 
の 発揮 」 を 測る 観点 か ら 地方 自治 体 と の 連携 (公募 債 、 縁 故 債 、 縁 故 ロ ー ン 等 の 所 在 地 近隣 の 地方 自治 体 向 け フ ァ イ ナ 
ンス を 含む ) に 係る 取り 組み 状況 を KPI に 含め た 上 で 、 継続 的 な モニ タリ ング を 続け て いく こと が 、「 究 極 的 な 目標 」 で あ 





に させ て いた だ きま す 。 
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る 「 企 業 ・ 経 済 の 持続 的 成長 と 安定 的 な 資産 形成 等 に よる 国民 の 厚生 の 増大 」 の 達成 に 向け て 効果 的 と 考え ます 。 




















93. |「 利 用 者 の 目 か ら 見 て 金融 機関 ご と の 商品 ・ サ ービス の 違い が 分 か り に くい 『 情 報 の 非対称 性 』 の 問題 を 補う 上 で は 、 民 | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【3 一 a】【5 
間 の 第 三 者 的 な 主体 に よる 評価 指標 の 開発 ・ 公 表 や 、… が 有効 で ある と 考え られ る 」 と ある が 、 仮に こう し た 評価 指標 を | 一 b】 に 記載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
設定 する 場合 に は 、 金 融 機関 と 事前 に 協議 いた だ き 、 各 金融 機関 の ビジ ネス モデ ル や ぜ や 業容 等 に 応じ て 選択 で きる よう 
複眼 的 に 設定 いた だ きた い 。 
また 、 指標 の 開示 や 提出 を 金融 機関 に 依頼 する 際 に は 、 十分 な 作業 時 間 を 確保 する な ど 、 金 融 機 関 の 負 担 に も 配慮 い 
た だ きた い 。 

94. | 評価 指標 の 開発 に あたっ て は 、 必 要 な 情報 等 に つい て 顧客 に 対し ニー ズ 調 査 を 行う と と も に 、 金 融 機関 の 意見 も 取り 入 | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【5 一 b】 に 記 
れ て いた だ きた い 。 載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 

95. | 民間 の 第 三 者 的 な 主体 に つい て は 、 公 的 な 背景 や 貴 庁 の 関与 が な いこ と が 確保 され る べき と 考え る 。 ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【5 一 b】 に 記 

載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
96. | ベス ト ・ プ ラク ティ ス の 開示 の 促進 等 に 関し 、 例 えば ガバ ナン ス や リス ク 管 理 、 サ イ バ ー リ スク へ の 対応 等 の 創意 工夫 に | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【5 一 c】 に 記 
つい て は 、 人 金融 機関 全体 で 共有 する 必要 が ある 。 一 方 、 商 品 ・ サ ービス の 充実 や 顧客 へ の 向き 合い 方 の 創意 工夫 等 | 載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
は 、 各 金融 機関 の 「 企 業 秘密 」 で あり 、 競争 力 の 源泉 で ある な ど 、 ベ スト ・ プ ラク ティ ス を 開示 する こと が 自由 競争 の 面 で 
馴染 まな い 項 目 ・ 領 域 は 多い 。 貴 庁 の 示唆 する ベス ト ・ プ ラク ティ ス を 実践 する こと で 、 金融 機 関 や 金融 サー ビス の 均質 
化 が 進み 、 競 争 力 の 向上 に つなが ら な い 懸 念 も ある こと か ら 、 貴 庁 が 「 ベ スト ・ プ ラク ティ ス 」 を 開示 し た り 、 優良 な 開示 例 
等 を 示し た りす る こと の 是非 に つい て は 、 さ ら な る 議論 が 必要 で は な いか 。 
97. | 仮に 貴 庁 が 「 ベ スト ・ プ ラク ティ ス 」 を 開示 する 場合 は 、 金 融 機関 の 企業 秘密 や 創意 工夫 を 保護 する 仕組 み が 必 要 で は | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【5 一 c】 に 記 





な いか 。 





載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
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98. P2248 AAR RATIA ELARA HEHE: SEL, ES LOOMS IBRBLOO SARI TEITO | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【5 一 c】 に 記 
いて 、 載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
営業 上 の 秘密 と は 主として 顧客 情報 や 取引 に 係わる 事項 が 想起 され る が 、 当局 に 対し て は 経営 戦略 の 詳細 に つい て も | ・ な お 、 営 業 上 の 秘密 に は 、 御 指摘 の 内 容 も 
開示 し て お り 、「 各 社 の 競争 優位 性 や 経営 ・ ガ バナ ンス の 要諦 に 係る 機密 」 も 留意 点 に 追記 いた だ きた い 。 含ま れ て いま す 。 

99. | P22 に お いて 、 業 界 に よる 自主 ガイ ドラ イン 等 の 取組 み が 有 効 と され て いる が 、 業 界 の 自主 的 な 申し 合わ せ は 遵守 義務 | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【5 一 a】 に 記 
や 拘束 力 を 持た な いも の で ある 。 し た が っ て 行政 目的 と し て 、 業 界 の 自主 的 な 取り 組み に お いて 促す も の と 義務 付け る | 載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
も の と 整理 する 必要 が あり 、 義務 が 生じ る も の に つい て は 法 的 ・ 制 度 的 な 裏付け に より 実効 性 を 担保 すべ き と 考 える 。 

100.| P.22「 ベ スト ・ プ ラク ティ ス 追 求 の メリ ッ ト が 十分 に 実現 し な い 場 合 に は 、 業界 の 自主 ガイ ドラ イン 等 の 取組 み が 有 効 と な | ・ 業 界 の 自主 ガイ ドラ イン は 、 最 低 限 の 基準 
る 」 に つい て 、 を 示す だ け で な く 、 ベス ト ・ プ ラク ティ ス の 追求 

E n , "PU _ に 向け た 取組 み の 後 押し に も 有効 な も の で あ 
ここ で いう 業界 の 自主 ガイ ドラ イン が 、 仮に ベス ト ・ プ ラク ティ ス に 関す る ガイ ドラ イン を 指し て いる も の と する と 、 各 金融 機 る と 考え ます oN 
関 が 当 該 プ ラク ティ ス を 目指 せ ば よい と いう 認識 を 生ん で し まい 、 か えっ て 金融 機関 の 創意 工夫 を 損なう 膚 や 各社 に よ 
る 自由 競争 を 制限 する 膚 も ある と 考え て いる 。 ・ 業 界 の 取組 み に 関し て は 、 別 紙 1【5 一 a】 に 
記載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 

従っ て 、 記 載 の 自主 ガイ ドラ イン 等 の 取組 み と は 、 ベ スト ・ プ ラク ティ ス の 追求 な ど を 通じ て 得 た 知見 な ど を 踏ま え 、「 最 低 i RS 
限 の 基準 」 で ある 業界 の 自主 ガイ ドラ イン も 必要 に 応じ 、 今日 的 な 見 直し を 行っ て いく よう な 取組 み に つ な げ て いく と いう 
こと を 目指 し て いる も の と 認識 し て いる が 、 そ うし た 理解 で よい か 。 

101.|「 業 界 に よる 自主 的 な 取組 み 」 に は 賛同 する と ころ で は あり ます が 、 競 争 法 が 、「 公 正 な 競争 に 資す る 」、「 市 場 メ カニ ズ | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【5 一 a】 に 記 





ム を 正しく 機能 させ る 」 手 段 で ある 自主 的 な 取組 み の 障害 に な ら な いよ う 支 援 を お 願い し ます 。 





載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
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102.) P.22「 プ ラク ティ ス 改 善 に 向け て の プリ ン シ プ ル 」 に つい て 、 ・ 具 体 的 に プリ ン シ ブ プル 等 が まとめ られ た 際 
に 、 そ の 趣旨 を 踏ま えて 各 金 融 機 関 が 自 ら 
多く の 金融 機関 は 、 自 社 の 業務 品質 向上 に 向け た PDCA サ イク ル を 構築 し て いる と 考え られ 、 こ れ は プラ クティ ス 改善 | ig un 
: a Af E _ | 検 対し た 上 で 、 実 質 的 に 判断 すべ きも の と 考 
に 向け て の プリ ン シ プ ル と 実質 的 に 同 趣旨 の 内 容 で ある と 理解 し て いる 。 この よう に 、 実 質 的 に 同 趣 旨 の 取組 み を 行っ ます 
て いる 場合 に は 、 既 存 の 取組 み を 読み 替え る こと な ども 原則 の 採択 に 当たり 、 許容 され 得る も の と 認識 し て いる が 、 そ う 
し た 理解 で よい か 。 
103.| (「 見 える 化 と 探求 型 対話 」・18 8-23 頁 )「 プ ラク ティ ス 改 善 の た め の プ リン シ プ ル 」(22 頁 ※) は 、 比 較 的 高め の 基準 ・| ・ 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 今後 の 参考 
指標 を 設定 し 、 金 融 機 関 の 業 務 改 善 ・ イ ノ ベ ー シ ョ ン の 推進 に 資す る 「 探 求 型 対話 」 の 実現 を 図る べき と 考え ます 。 に させ て いた だ きま す 。 
※「 最 低 基準 検証 」 に お ける プリ ン シ プ ル と は 別 レ ベル の プリ ン シ プ ル と 理解 され ます 。 
104.| 各 金 融 機関 の 取組 み を 最終 的 に 判断 し 、 金 融 機 関 を 選別 する の は 顧客 で ある 。「 見 える 化 」 に 取り 組む 主体 は 金融 機 | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【4 一 a】 に 記 
関 で あり 、 貴 庁 は 望ま し いと 考え る 「 見 える 化 」 を 例示 する に 留め る こと が 適当 で は な いか 。 載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
105.| Sharing of best practices in governance models - we agree that JFSA's position as a supervisor of the entire | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【4 一 a】【5 





financial sector endows it with insights of best practises across firms and across sectors of the industry. wl 
therefore be helpful for JFSA to share their regulatory interpretation and expectations of compliance standards 
with the financial situations. More importantly we believe JFSA can play a critical role in sharing best 
practices in setting the culture and implementing governance models which ultimately drive the conduct of firms. 


In our view, an effective culture and governance model should include the following 5 elements: 


a. Defining the culture - the values, the principles and behaviours (e.g. customer-centric principles) 

b. Messaging the culture — how the tone is set from the top and from the middle and communicated across 
the firm 

G: Influencing the culture - how to influence the behaviour of employees and guide them to behave in a way 


which is consistent with the firm's desired culture. This will include compensation models that align interests 





ーc】 に 記載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 


・ 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 今後 の 参考 
に させ て いた だ きま す 。 
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(such as bonus deferral and long-term vesting), proper segregation of duties, policies to avoid conflict of 


interests, etc. 


d. Monitoring culture - evaluate and report how in practice the firm's actions and those of employees aligned 
to the desired culture. This may include regular reports to senior management from control functions such as 
Legal & Compliance, Risk, Human Resources, Finance, Information Security and Internal Audit; periodic employee 
opinion surveys that include questions on the culture of the firm, thematic reviews by Risk and Controls teams, 
etc. Most important of all, having a robust risk management framework is key. This includes defining the 
various types of risk facing the firm, putting in place appropriate controls, ensuring independence of the risk 


management function, setting escalation policies, etc. 


e. Governing culture — establish clear ownership and responsibilities for culture across the organisations and 
to ensure the implementation of policy. Culture and conduct should be a shared responsibility of all employees. 
At the same time it's preferable to establish accountability of senior management and the various lines of 


defences across the organisation. 


Sharing best practices in governance models should not be confused with sharing business strategies and 
specific products across firms, as the latter are key to the competitive advantage and commercial success of the 


entities. 











106.|「 ル ー ル と チェ ッ ク リ スト を 中 心 と し た 枠組 みか ら プ リン シブ プル や 考え 方 と 進め 方 を 中 心 と し た 枠組 み に 移 行 」 す る こと の | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【1 一 b】 に 記 
趣旨 に は 大 い に 賛 同 す る も の の 、 以下 に ご 留意 いた だ きた い 。 載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
ー ル ー ル ベー ス の メリ ッ ト ・ 効 果 と し て 、 行 政 の 次 意 性 の 排除 、 (規制 さ れる 側 の ) 予 見 可能 性 の 向上 が あっ た と ころ 、 新 
た な 人 金融 行政 の 枠組 み に お いて も こう し た 状況 が 維持 され る よう 各種 情報 発信 等 に より 工夫 いた だ く こ と 

107.| ベス ト ・ プ ラク ティ ス の 追求 に 向け た 「 探 究 型 対話 (モニ タリ ング )」 に つい て 、 事 務 年 度 の 始ま る タイ ミン グ で 実施 する 予 | ・ 当 局 と し て は 、 継続 的 な プロ ファ イリ ング を 





定 が 決ま っ て いる も の に 関し て は 、 金 融 行 政 方 針 等 で 凡そ の スケ ジュ ー ル 感 を 予め 示し て いた だ きた い 。 





通じ て 、 個 別 の 金融 機関 の 実態 把握 を 行っ 
た 上 で 、 必 要 に 応じ て 、 対話 を 行っ て いき ま 
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す が 、 こ うし た オン ・ オ フー 体 の 継続 的 な モニ 
タリ ング を 実施 する 際 に は 、 金 融 機関 に 過度 
な 負担 が か か ら な いよ う 留 意 し て いき ます 。 


・ な お 、 事 務 年 度 ご と の 金融 行政 の 方 針 に つ 
いて は 、 金 融 行政 方 針 等 で 整理 ・ 公 表し て い 
きま す 。 





108. 


金融 庁 と 各 金融 機関 と の 間 の 「 探 求 型 対話 」 を 通じ て 得 ら れ た 問題 点 ・ 改 善 点 等 に つい て は 、 適 切な 情報 管理 の 下 、 共 
有 で きる 部 分 に つい て は 公表 し 、 金 融 機関 に 共通 する 問題 点 ・ 改 善 点 を 予め 金融 機関 と 共有 する こと に より 、 個 別 協 議 
の 効率 化 も 意識 し て いた だ く よ うお 願い し ます 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【3 一 a】【5 
ーc】 に 記載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 


・ 個 々 の 金融 機関 で は 把握 し に くい 情報 等 、 
金融 機関 と 共有 すべ き 情 報 に つい て は 、 営 
業 上 の 秘密 に 留意 し つつ 還元 し て いき ます 。 





109. 


以前 、 金 融 庁 が 強制 し た 「 金 融 仲介 機能 の ベン チマ ー ク 」 は 、 金 融 庁 HP で は 「 全 て の 金融 機関 を 対象 に 」 と され て いる 
が 、 メ ガバ ンク は 策定 ・ 公 表し て いな い 。 ビ ジネス モデ ル の 違い を 踏ま えて メガ バン ク に 求め な いな ら 求 め な いで も よい 
が 、 曖 昧 な 状態 は 望ま し く な い 。 検査 ・ 監 督 基本 方 針 ( 案 )」 で は この よう な こと を 回 避 す る た め 、 適 用 され る 金融 機関 は 
どこ か 明示 すべ き で ある 。 


・ 本 基本 方 針 は 、 対 象 を 特定 の 業態 に 限る こ 
と な く 、 当局 が 検査 ・ 監 督 権限 を 有する 全て 
の 金融 機関 等 の 検査 ・ 監 督 全般 に 共通 する 
基本 的 な 考え 方 と 進め 方 を 内 容 と し て いま 
す 。 








110. 





ビジ ネス モデ ル に つい て は 「 探 究 型 対話 」 の 対象 と すべ き で は な い の で は な いか 。 何故 な ら 、 ビ ジネス モデ ル は 経営 の 
自己 責任 原則 に 基づい て 決定 され る べき も の で ある 。 また 、 当局 の 職員 の 銀行 経営 や 中 長期 的 な 事業 計画 に 対す る 見 
識 も 対話 で きる よう な レベ ル 感 に な い の で は な いか 。 





・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【9 一 a】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 


・ 足 元 時 点 で の 収益 が 良好 で あっ て も 、 ビ ジ 
ネス モデ ル に 持続 可能 性 が な けれ ば 、 将来 
的 に は 収益 性 が 維持 で き な く な り ま す 。 将来 
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的 な 最低 基準 抵触 の 蓋然性 を 評価 し 、 早 い 
段階 か ら 予 防 的 に 問題 点 を 指摘 し 、 改 善 対 
応 を 求め て いき ます 。 





111. 


ーー 


個々 の 金融 機関 に よる 顧客 の 金融 リテラ シー 向上 へ の 対応 に は 自ずと 限界 が ある 。 現在 、 貴 庁 は 「 安 定 的 な 資産 形成 
に つい て 考え る シン ポジ ウム 」 等 を 開催 し て いる が 、 開 催 日 時 や 会 場 、 開 催 頻 度 等 の 制約 が 多く 、 広く 参加 で きる 状況 に 
な っ て いな い 。 金融 行政 の 役割 と し て 、 国 民 の 金融 リテラ シー の 向上 に 積極 的 に 取り 組ん で いた だ きた い 。 


* 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 


・ シ ン ポ ジウ ム の 開催 に つい て は 、 前 広 な 周 
知 等 、 で きる だ け 多 く の 方 に ご 参加 いた だ け 
る よう な 工夫 の 余地 が な いか 、 引 き 続 き 検討 
し て いき ます 。 


・ 金 融 リ テラ シー 向上 に 向け て は 、SNS の 活 
用 等 に より 若年 世代 に 対す る 効果 的 な 情報 
発信 を 行う ほか 、 身 近 な 場 で ある 職場 を 活用 
し た 投資 教育 を 推進 する な ど 、 効 果 的 な 取組 
み の 実 施 に 努め て いき ます 。 











112.| M. 1. で は 「 開 示 と 探求 型 対話 」、. 5. で は 「 見 える 化 と 探求 型 対話 」 と 、 表 記 が 異な っ て いる 。 * 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 
同一 の 趣旨 で あれ ば 、 誤 認 防止 ・ 明 確 化 の 観点 か ら 、「 開 示 と 対話 型 探究 」 に 統一 いた だ きた い 。 文言 を 統一 し まし た 。 
113.| 「 立 入 検査 で 実態 面 の 問題 が 確認 され て いる の に 検査 報告 書 で は 態勢 面 の 問題 を 中 心 に 記載 され た り 、 監督 で は 実態 | ・ 具 体 的 な 事例 に つい て は 個別 の 検査 関係 





の 確認 が 十分 で き な か っ た りす る 事例 が 見 られ た 」 と ある が 、 検 査 を 受け る 側 と し て も 態勢 と 実態 の 区 別に つい て 見 識 
を 深め る こと は 有益 で ある と 考え られ る こと か ら 、 可能 で あれ ば 具体 的 な 事例 を お 示し いた だ きた い 。 
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情報 と な る た め 回 答 を 差し 控え ます が 、 従 来 
は 、 検 査 マ ニュ アル に 基づい た 検査 を 実施 し 
て いた こと か ら 、 検 査 報告 書 に お いて は 検査 
マニ ュ ア ル に ある 各種 態勢 に つい て の 指摘 と 
な っ て いた と ころ 、 今後 は 、 オ ン ・ オ フー 体 の 
継続 的 な モニ タリ ング に 基づき 、 モ ニタ リン グ 
の 過程 全体 を 通じ て 一 体 的 に 把握 し て いき ま 

















114.| 新た な 検査 ・ 監 督 の アプ ロー チ に より 、 貴 庁 の 行政 方 針 の 透明 性 ・ 予 見 可能 性 が 低下 し た 場合 、 か えっ て 金融 機関 の 適 | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【3 一 a】【8 
切な り ス ク テ イ タク 行動 の 委 縮 や 規制 対応 コス ト の 増加 を 招き 、 顧 客 本 位 の 業務 運営 の 追求 に 水 を 差し か ね な い 。 そ うし | 一 a】 に 記載 し て お り ます の で ご 覧 くだ さい 。 
た リス ク を 十分 意識 し た うえ で 、 継続 的 な 対話 や 適時 適切 な 情報 提供 等 に より 、 高 い 公 平 性 ・ 透 明 性 を 確保 し つつ 実る 
i i i ets 
ae SE TO in xor 織 と し て 検査 ・ 監 督 の 品質 管理 を する 仕組 み 
ー1 丁 つ ご / ご こし *。 
を 強化 し て いき ます 。 
115.| 過度 な 負担 が 生じ る 場合 、 活 力 に も 影響 を 与え る こと か ら 、 新 た な 検査 ・ 監 督 に お いて は 費用 対 効果 も 考慮 し た も の を | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【3 一 a】 に 記 
要望 し た い 。 載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
116.| 詳細 な コス ト ・ ベ ネフ ィ ッ ト 分 析 ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【3 一 a】 に 記 


新た な 規制 導入 の 際 に は コス ト ・ ベ ネフ ィ ッ ト 分 析 が 不可 欠 で ある こと は 論 を 伺 ち ませ ん が 、 本 方 針 に 基づく 新た な 検 
査 ・ 監 督 に お いて も か か る 視点 を 重視 し て いた だ く よ う お 願い し ます 。 検査 ・ 監 督 手法 の 形式 ・ 過 去 ・ 部 分 主義 か ら 実質 ・ 
未来 ・ 全 体 主義 へ の 移行 に 伴い 、 各 金融 機関 で は 、 検 査 ・ 監 督 目線 の 不透明 性 等 か ら 過度 な 検査 準備 を 強い られ る 可 
能 性 が あり 、 そ の 場合 に は 対応 負荷 が 増加 する こと が 想定 され ます 。 し た が っ て 、 検 査 ・ 監 督 手法 の 変更 に より 実現 さ 
れる 効果 と 各 利 害 関係 者 に 発生 する 追加 的 な 負荷 を 分 析 し た うえ で 、 合 理 的 か つ 効 率 的 な 運用 を し て いた だ く よ う お 願 
いし ます 。 


載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 








117. 





実施 済み の 金融 規制 の 効果 に 対す る 評価 と 改善 


実施 済み の 金融 規制 の 効果 に つい て も 検証 を 行い 、 金 融 行 政 に お いて も PDCA の 観点 を 意識 し て いた だ く よ う お 願い 
し ます 。 実際 の 取引 現場 に お いて は 、 細 か い ル ー ル が 決ま っ て いな い 事 項 に つい て は 、 各 社 が 保守 的 な 対応 を する た 
め に 、 取 引 を 控え る 傾向 が 強く な り 、 市場 流動 性 に 影響 を 与え る こと が 多々 あり ます 。 検査 ・ 監 督 の 機会 を 利用 し て 、 





・ 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 今後 の 参考 
と させ て いた だ きま す 。 


・ な お 、 本 基本 方 針 に お いて は 、 検 査 ・ 監 督 
の あり 方 を まとめ て お り ま す の で 、 制 度 設計 
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実施 済み の 金融 規制 が 真 に 市 場 の 透明 性 向上 その 他 の 規制 目的 に 実施 に 寄与 で きす て いる の か 検証 を 行い 、「 探 究 型 
対話 」 を 通じ て 金融 規制 を 改 容 す る こと が で きれ ば 、 人 金融 規 制 目的 の 達成 に より 資す る も の と 思わ れ ま す 。 


に 係る 部 分 に つい て は 対象 外 と な っ て お り ま 
す 。 























118.|「 人 金融 機関 か ら 法 令 解釈 その 他 の 相談 を 広く 受け 付け る 相談 体制 の 整備 」 と ある が 、 是非 、 金 融 機 関 に と っ て 、 気 軽 に | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【8 一 a】 に 記 
相談 で き て 、 使 い 勝手 の 良い 体制 を 整備 し て いた だ きた い 。 載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 

119.) 地域 金融 機関 は 、 財 務 局 や 財務 事務 所 を 通す こと が 多く 、 貴 庁 へ 直接 相談 を 行う 仕組 み が あ っ た 方 が 効率 的 で 、 適 時 | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【8 一 a】 に 記 
適切 な 意見 と な りや すい 。 金融 機関 か ら 貴 庁 へ 直接 相談 を 行う 仕組 み を 幅広 く 導入 し て いた だ きた い 。 載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 

120.| 被 検査 機関 か ら の 「 意 見 申出 制度 」 や 被 検査 機関 の 経営 陣 等 か ら 面談 な いし アン ケー ト に より 意見 を 聞く 「 検 査 モ ニタ | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【8 一 a】 に 記 
一 制度 」 は 廃止 され る の で し ょ うか 。 載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 

121.|「 新 し い 検 査 ・ 監 督 に お いて は 、 金融 機関 等 か ら の 情報 収集 に つい て 、 目 的 に 対し て 過 不 足 の な いも の と な る よう 、 費 用 | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【3 一 a】【9 
対 効果 に 十分 留意 する と と も に 、 重 複 徴 求 の 生じ な いよ うな 店内 の 情報 共有 の あり 方 を 実現 する 。 また 、 金 融 機 関 等 に | 一 q】 に 記載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
対し て は 、 情 報 収 集 の 目的 や 問題 意識 に つい て の 十分 な 説明 を 行う と と も に 、 収 集 し た 情報 の 分 析 結 果 を 可能 な 限り 
ELA. 」 と ある と お り 、 資 料 徴 求 等 の 情報 収集 に あたっ て は 、 金 融 機関 の 負担 に も 十分 配慮 し た うえ で 、 必 要 最 小 限 
に し て いた だ く と と も に 、 後 求 期 間 も 十 分 確保 いた だ く 等 の 対応 を お 願い し た い 。 

122.| 金融 仲介 機能 の 発揮 に 向け 、 営 業 店 が 顧客 と 対話 で きる 時 間 を より 多く 創出 する た め 、 庁 内 の 連携 を 進め 、 重 複 し た 報 | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【3 一 a】【9 
告 等 を 削減 し て いた だ きた い ( 特 に 「 金 融 円 滑 化 」 に 関す る 報告 等 ) 。 ーd】 に 記載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 

123. | 個別 金融 機関 の 検査 ・ 監 督 の 結果 に つい て も 判断 の 適切 性 等 が 確保 され る よう 、 中 立 的 な 第 三 者 で ある 外部 専門 機関 | ・ 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 





を 設置 し 、 検 査 ・ 監 督 の 結果 の 講評 に つい て 、 貴 店 、 被 検査 金融 機関 、 第 三 者 の 合同 で 行う 仕組 み を 検討 し て は どう 
か 。 
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・ な お 、 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【8 一 








a】 に 記載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 





124. 


業態 横断 的 な 金融 機関 で 構成 され る 専門 機関 を 設置 し 、 検 査 ・ 監 督 、 そ の 他人 金融 行政 に つい て 意見 交換 を 行い 、 そ の 
意見 を 取り 込む 仕組 み を 検討 し て は どう か 。 


・ 各 金融 関係 諸 団体 と は すでに 意見 交換 の 
場 を 設置 し て お り ま す が 、 引 き 続 き 活用 し て 
いき た いと 考え て いま す 。 





125. 


貴 庁 に お いて 新た な 検査 ・ 監 督 の 実施 状況 と そ ど の よう に 捉え 、 評 価 し て いる か を 「 見 える 化 」 す る こと は 、 金融 機関 と の 
共通 認識 を 深め 、 検 査 ・ 監 督 の 質 等 の 向上 を 促進 する こと に つなが る こと か ら 、 品 質 管 理 の 過程 に お いて も 、 検 査 ・ 監 
押 に 関す る 考え 方 が 貴 庁 内 で どの よう に 議論 され て いる か 開示 し て いた だ きた い 。 


金融 行 政 方 針 や 意見 交換 会 の 発言 概要 の 
公表 等 を 通じ て 、 当局 自体 の 「 見 える 化 」 に つ 
いて も 進め て いき ます 。 


・ ま た 、 検 査 ・ 監 督 の 見 直し に 関す る 情報 に 
つい て は 、 金 融 庁 の ウェ ブサ イト 掲載 等 を 通 
じ て 、 広 く 発信 し て いき ます 。 





126. 


金融 レポ ボー ト は 、 単 な る 調査 結果 や サマ リー 情報 を 示し て いる だ け で あり 、 自ら の 行動 に つなが っ て いき に くい 、。 金融 機 
関 の 企 業 秘密 に 配慮 し つつ 、 検 査 ・ 監 督 の 結果 (分 析 、 評 価 等 ) を どの よう に 公表 ・ 還 元 す る こと が 効果 的 か 具体 的 に 検 
対し て いた だ きた い 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【5 一 c】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 


・ ま た 、 金 融 機関 に お ける 多様 な 取組 み の 参 
考 と な る 事例 等 を 金融 機関 に 共有 ・ 違 元 す る 
こと で 、 人 金融 機関 に お ける ベス ト ・ プ ラク ティ ス 
に 向け た 取組 み を サポ ー ト し て いき ます 。 








127. 





「 個 々 の テー マ ・ 分 野 ご と の より 具体 的 な 考え 方 と 進め 方 に つい て は 、 別 途 示 し て いく 」 と ある が 、 金 融 機関 の 規模 ・ 業 態 
に 応じ た テー マ を 設定 する と いう 理解 で よい か 。 





・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【2 一 a】【6 
ーe】 に 記載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 


「 考 え 方 と 進め 方 」 で 扱う こと が 考え られ る テ 
ー マ に つい て は 、 本 文 36 頁 を ご 覧 くだ さい 。 
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128. 


金融 機関 に お ける 内 部 監査 業務 の フォ ワー ドル ッ キ ング な 視点 を 強化 する た め 、 デ ィ ス カッ ショ ン ・ ペ ー パ ー 等 で 内 部 臣 
査 部 門 へ の 当局 目線 で の 期待 領域 を 示し て いた だ きた い 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【12 一 a】 に 
記載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 





129. 


本 方 針 と 同様 に 、「( 分 野 別 の ) 考 え 方 と 進め 方 」 も 、 パ ブリ ッ ク コ メン ト 等 を 経た うえ で 一 般 向 け の 公表 が 予定 され て いる 
と いう 理解 で よい か 。 


また 、「 具 体 的 な テー マ に つい て の 考え 方 と 進め 方 は 、 金 融 機 関 の 規模 ・ 特 性 に 応じ た 内 容 と し 、 小 規模 金融 機関 に 対 
し て 不 必要 に 複雑 な 議論 を 求め な いこ と を 明確 に する 」 と ある こと に 氏 み る と 、 業 熊 別 ・ 規 模 別に 分 けた 形式 で の 記載 や 
分 冊 形 式 と な る こと が 想定 され て いる と いう 理解 で よい か 。 


さら に 「 デ ィ ス カッ ショ ン ・ ペ ー パ ー」 に つい て は 、 そ の 趣旨 も 踏ま え 一 般 向け に は 公表 され ず 、 金 融 機関 個 社 と の 議論 の 
た め に 作成 ・ 使 用 され る も の で ある と いう 理解 で よい か 。 


・ 分 野 別 の 「 考 え 方 と 進め 方 」 と ディ スカ ッ シ ョ 
ン ・ ペ ー パ ー は 同一 の も の で あり 、 公 表 の 
上 、 パ ブリ ッ ク コ メン ト 等 で 幅広 い 方 々 か ら の 
御 意見 等 を いた だ く こ と を 予定 し て いま す 。 


・ 内 容 は 金融 機関 の 規模 ・ 特 性 を 踏ま えた も 
の と し ます が 、 具体 的 な 記載 に つい て は それ 
ぞ れ の テー マ を 検討 する に あたっ て 決定 し た 
いと 考え て いま す 。 


・ な お 、 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【6 一 
e】 に 記載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 





130. 


「 あ ら ゆ る 問題 に 体系 的 ・ 網 羅 的 に 解答 を 提供 する こと を 目指 す の で は な く 、 考 え 方 や 進め 方 の 整理 が 有益 と 考え られ 
る テー マ を 順次 扱っ て いく 」 と ある が 、 金 融 機関 は 、 検 査 マ ニュ アル の チェ ッ ク 項 目 に 沿っ た 態勢 整備 を 行っ て いる こと か 
ら 、 今 後 の 態 勢 整備 の 参考 と する た め 、 検 討 テ ー マ に つい て は 前 広 に お 示し いた だ きた い 。 


特に 、 金 融 円 滑 化 法 の 期限 到来 後 約 5 年 が 経過 する 中 、「 金 融 円 滑 化 管理 態勢 」 の 今後 の 取扱 い ・ 考 え 方 に つい て 、 前 
広 に お 示し いた だ きた い 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【4 一 c】【6 
ーe】 に 記載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 


・ 分 野 別 の 「 考 え 方 と 進め 方 」 は 金融 機関 が 
現状 の 実務 を 出発 点 に より 良い 実務 に 向け 
た 創意 工夫 を 進め や すく する も の で あり 、 一 
律 に 金融 機関 に 対応 を 求め る も の と は 性 質 
が 異な り ま す 。 








131. 





分 野 別 の 「 考 え 方 と 進め 方 」、 デ ィ ス カッ ショ ン ・ ペ ー パ ー、 プ リン シ プ ル 等 を 早め に 示し て いた だ きた い 。 





・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【6 一 e】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
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13 


m 


金融 機関 の 置か れ た 環境 に よっ て 多様 な 考え 方 が ある た め 、 分 野 別 の 「 考 え 方 と 進め 方 」 は 、 BECELA CE 
ず 、 両 論 併 記 と する 等 の アプ ロー チ を と っ て いた だ きた い 。 


・ 分 野 別 の 「 考 え 方 と 進め 方 」 は 人 金融 庁 の 考 
え 方 を 示す も の で す 。 


・ 分 野 別 の 「 考 え 方 と 進め 方 」 に 基づく 対応 に 
あたっ て は 、 一 律 の 方 法 を 押し 付け る の で は 
な く 、 金 融 機関 側 と 当局 側 で 見 方 に 違い が 残 
る 場合 に は 、 当局 の 見 解 を 押し 付け ず 違 い を 
確認 し た 上 で 金融 機関 と の 議論 を 継続 する 
ほか 、 共 有 さ れ た 課題 認識 に つい て は 、 そ れ 
に 基づき 金融 機関 に お いて 具体 的 な 改善 策 
が 策定 され る よう 求め 、 改 善 状 況 そ フ ォ ロ ー 
アッ プ す る な ど 、 状 況 に 応じ た 対応 を 行っ て 
いき ます 。 








133. 





今後 示さ れる 分 野 別 の 「 考 え 方 や 進め 方 」 の 中 で 、 具 体 的 な 最低 基準 が 示さ れる の か 。 さ ら に は 、 具 体 的 な 最低 基準 の 
みな ら ず 、 将 来 的 に 最低 基準 に 抵触 する 蓋然性 が 高い と 判断 する ポイ ント も 示さ れる の か (この 場合 、 新 た に 示さ れる 
「 判 断 の ポイ ント 」 が 再び チェ ッ ク リ スト 化す る 恐れ は な い の か )。 





・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【6 一 a】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 


・ 分 野 別 の 「 考 え 方 と 進め 方 」 は 、 金 融 機関 に 
自ら の 置か れ た 状況 に 応じ 、 多様 で 主体 的 
な 創意 工夫 を 発揮 し て いた だ く た め の 対話 の 
材料 と し て お 示し し て いく も の で あり 、 検 査 マ 
ニュ アル の よう に チェ ッ ク リ スト で 示さ れ た 結 
論 の 通り に 対応 し て 頂く と いう 方 式 自体 を 改 
め る も の で す 。 また 、 そ こ で お 示し し た 問題 意 
識 を 各 金 融 機 関内 で も 議論 し て 頂い た 上 で 、 
当局 と も 対話 を し て いた だ く と いう 性 格 の も の 
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で す 。 


・ な お 、 幅 広い 金融 機関 に お いて 水準 の 底 上 
げ が 急 が れる 分 野 や 、 個 別 金融 機関 に よる 
経験 の 蓄積 に 限界 が ある よう な 分 野 等 に つ 
いて は 、 当局 が 考え 方 と あわ せ て 具体 的 な 
基準 を 示す こと も 検討 し て いき ます 。 ま た 、 一 
度 示 し た 考え 方 や 基準 は 、 固 定 化 させ る こと 
な く 、 より 良い 実務 に 向け た 見 直し や 改善 を 
続け て いき ます 。 








134. 





「 以 前 の 立ち 入り 検査 に お いて は ・・ 多 く の 金 融 機関 に 検査 マニ ュ ア ル の チェ ッ ク リ スト に 基づい て 一 律 か つ 網 羅 的 な 検 
証 を 行っ て いた 」 と あり 、 こ の よう な 批判 も 踏ま え 、 今 後 、 当 局 と し て 各種 の ディ スカ ッ シ ョ ン ペ ー パ ー 等 の 公表 に よっ て 
金融 機関 と の 対話 を 目指 し て いく こと に つい て は 意義 が ある と 考え ます 。 プリンシプル ベー ス の 金融 監督 の 本 家 本 元 と 
も いえ る UK(FCA) で は 、 大 部 に わた る ガイ ドブ ッ ク の 整備 や 業界 団体 と の 協 働 の も と で ガイ ドラ イン 等 が 提示 され て お 
り 、 こ の よう な 形 で 、 規 制 の 背景 説明 や 当局 の 期待 値 が 明確 な 形 で 示さ れる こと が 、 金 融 機関 と の 対話 に も 大 きく 資す 
る こと に な る と 考え られ ます 。 今後 公表 され る 予定 の ディ スカ ッ シ ョ ン ペ ー パ ー 等 に つい て の 取組 方 針 、 た と えば 頻度 、 
カバ ー す る テー マ 、 深 度 等 に つい て ご 教示 頂け な いで し ょ うか (例え ば 、 作 年 12 月 に 公表 され た AML/CFT に 関す る ガ 
イド ライ ン は 、 こ の 一 環 と し て 考え て よい の か 。 今後 の ディ スカ ッ シ ョ ン ペ ー パ ー の 質量 も 同 程度 の も の と な る の か 等 )。 





・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【6 一 e】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 


・ 分 野 別 の 「 考 え 方 と 進め 方 」 の 検討 だ け で 
は な く 、 そ の 時 々 の 課題 重要 な 課題 に 対し 重 
点 的 な モニ タリ ング を 行う と と も に 、 あ る 程度 
成果 が まとまっ た 段階 で 、 そ の 結果 に 併せ て 
今後 の 課題 や 着眼 点 を 公表 する と いっ た 取 
組み も 検討 し て いき ます 。 


・ さ ら に 、 幅 広い 金融 機関 に お いて 水準 の 底 
上 げ が 急 が れる 分 野 や 、 個 別 金融 機関 に よ 
る 経験 の 蓄積 に 限界 が ある よう な 分 野 等 に 
つい て は 、 当 局 が 考え 方 と あわ せ て 具体 的 
な 基準 を 示す こと も 検討 し て いき ます 。 ま た 、 
一 度 示し た 考え 方 や 基準 は 、 固 定 化 させ る こ 
と な く 、 より 良い 実務 に 向け た 見 直し や 改善 
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を 続け て いき ます 。 





135. 


金融 検査 マニ ュ ア ル 廃 止 後 の 検 査 ・ 監 督 の 運用 に つい て 、 不 安 視 す る 声 も ある 。 金融 当局 が 、 見 直し 後 の 検査 ・ 監 督 に 
お いて も 、 統 一 的 に 重視 すべ き 考 え 方 、 視 点 、 ポ イン ト 等 が ある と すれ ば 、 今後 の 検査 ・ 監 督 に お いて 、 最 低 基 準 の 充 
足 や 、 見 解 の 相違 等 に よる 態勢 の 再 整備 と いっ た 金融 機関 の 二 度 手間 の 防止 の た め 、 そ うし た 事項 に つい て は 、 予 
め 、 明 確 、 か つ 、 わ か りや すく し て お く < 必要 が ある と 考え る 。 


今後 、 分 野 別 の 「 考 え 方 と 進め 方 」 等 を と り ま と め る 過程 で 、 こ うし た 点 も 検討 し て いく も の と 思わ れる が 、 各 分 野 ・ 項 目 の 
性 質 に 応じ た 適切 な 情報 の 示し 方 (※) を 含め 、 金 融 機関 の 意見 を 踏ま えな が ら 適切 に ご 検討 いた だ きた い 。 


※ 最低 限 の 考え 方 と し て 当局 が 示す べき 事項 、 事 例 等 の 提供 な ど 金 融 機関 へ の 材料 ・ 選 択 肢 を 提供 し て いく 事項 、 各 
金融 機関 の 判断 や 業界 の 自主 ルー ル 等 に 委ね る べき 事項 な ど 、 分 野 ・ 項 目 等 の 性 質 に 応じ た 適切 な 対応 の こと 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【6 一 a】【6 
ーd】 に 記載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
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P29「 金 融 検 査 マ ニュ アル の 廃止 」 に つい て は 、 各 金融 機関 が 創意 工夫 に より 実務 を より 良く する た め と ある が 、 小 規模 
金融 機関 は 技術 的 ・ 人 員 的 な 問題 に より 、 必ずしも 自ら 最適 な 自主 基準 を 作成 で きる 状況 に は な いた め 、 あ る 程度 の モ 
デル と な る 基準 や 指標 を 示し て いた だ きた い 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【6 一 a】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
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証券 取引 訴訟 に より 被害 者 救済 の 任務 を 遂行 し て きた 当 研 究 会 と し て は 、 ま ず 、 監 督 指針 に 定め られ た 項目 中 、 特 に 
金融 商品 の 勧誘 関連 の 規制 に つい て は 、 証 券 取引 訴訟 に お いて 、 違 法 性 を 基礎 づけ る 重要 な 証拠 の 一 つと し て 機能 し 
て きた こと に 鑑み 、 こ れ ら を 後退 させ る こと に は 反対 で あり 、 是 非 残 すべ き で ある 。 


* 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 


・ な お 、 監 督 指針 は 、 法 令 の 適用 ・ 解 釈 の 明 
確 化 や 許認可 ・ 行 政 処分 等 の 手順 を 示し た も 
の で あり 、 こ うし た 点 に つい て 予見 可能 性 を 
確保 する こと は 引き 続き 重要 と 考え られ る こ 
と か ら 、 監 督 指針 に つい て は 利用 を 継続 する 
こと と し て いま す 。 
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第 2 種 金 融 商品 取引 業者 等 は 、 現 状 、 検 査 ・ 監 督 の 効率 化 ・ 実 効 化 が 必要 と 見 受け られ ます 。 か か る 観点 か ら は 、 こ の 
分 野 で は 、 ル ー ル や チェ ッ ク リ スト の 役割 は 、 依 然 と し て 比較 的 大 きい よう に 思わ れ ま す 。 





・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【6 一 a】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
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・ 金 融 商 品 取引 業者 等 向け の 検査 マニ ュ ア 
ル の 取扱 い に つ いて は 、 金 融 商 品 取引 業者 
等 に 対し て は 、 業 法 に お いて 細か な ルー ル ベ 
ー ス の 規定 が 定め られ て いる こと 等 の 特性 を 
踏ま えた 上 で 、 証 券 取引 等 監視 委員 会 に お 
いて 、 そ の 取扱 い を 引き 続き 検討 し て いき ま 
す 。 





139. 


6.「 最 低 基準 検証 」、「 動 的 な 監督 」、「 見 える 化 と 探究 型 対話 」 を 通じ た 進め 方 の (優先 課題 の 重点 的 な モニ タリ ング ) 
に お いて 、 金 融 機関 この間 で 合意 で き な か っ た 点 に つい て は 、 現 在 で は 検査 結果 通知 以外 の 違 元 方 法 を 工夫 し 、 認 識 
が 一 致し な い 点 に つい て は 相違 点 を 確認 の 上 継続 的 に 議論 を 続け る こと と し て いる 。 今後 と も 、 優 先 課 題 に つい て の 
重点 的 な 議論 に 適し た 進め 方 を 工夫 し て いく 。 と の こと で す が 、 私 は 信金 の 資産 査定 管理 部 門 で 8 年 4 カ月 の 間 に 4 回 
の 金融 検査 を 受け て お り 、 確 認 表 に つい て 、 検 査 官 と の 激しい や り と りや 自 金融 機関 内 部 で 説得 する 苦労 な ど を 味 わ 
っ た 経験 を も と に 意見 を 申し 上 げ ま す 。 


私 と し て は 、 検 査 指摘 事例 集 が 検査 結果 事例 集 に 変わ っ た こと に より 、 評価 事例 と 指摘 事例 が と も に 掲載 され る こと と 
な り ま し た 。 検査 結果 通知 以外 の 呈 元 方 法 で な く て も 、 検査 結果 通知 の 中 に 合意 で き な か っ た 事項 と し て 入れ て 、 今 
後 、 当 該 金融 機関 の 経営 陣 と 優先 的 に 議論 を 交わ す と し た ほう が 、 当該 金融 機関 の 経営 陣 は 重大 な 経営 課題 と し て 取 
り 組み 、 当該 金融 機関 の 主張 が 正しい と 確信 を 持つ こと が で きた な ら 、 エ ビデ ンス (主張 の 根拠 ) を 財務 局 か 財務 事務 
所 に 、 経 営 陣 が 赴き 説明 する と いう こと も で きる と 思い ます 。 受検 側 の 金融 機関 の 経営 陣 で あれ ば 、 そ れ ぐ らい 覇気 が 
ほし いと ころ で す 。 


・ 分 野 別 の 「 考 え 方 と 進め 方 」 に 基づく 対応 に 
あたっ て は 、 一 律 の 方 法 を 押し 付け る の で は 
な く 、 金融 機関 側 と 当局 側 で 見 方 に 違い が 残 
る 場合 に は 、 当局 の 見 解 を 押し 付け ず 違 い を 
確認 し た 上 で 金融 機関 と の 議論 を 継続 する 
ほか 、 共 有 さ れ た 課題 認識 に つい て は 、 そ れ 
に 基づき 金融 機関 に お いて 具体 的 な 改善 策 
が 策定 され る よう 求め 、 改 善 状 況 と そ フォロ ー 
アッ プ す る な ど 、 状 況 に 応じ た 対応 を 行っ て 
いき ます 。 
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「 実 質 ・ 未 来 ・ 全 体 」 指 向 の 金融 検査 ・ 監 督 に は 賛同 する が 、 過 去 の 金融 検査 ・ 監 督 行政 に 対し て や や 行 過 ぎ た 自 戒 、 自 
己 批 判 も ある よう に 見 受け られ る 。 検査 マニ ュ ア ル は 、 確 か に 形式 主義 化 を 招い た 側面 も ある が 、 元 々 は 旧 大 蔵 省 時 代 
の 裁量 行政 や それ を 遠因 と し て 発生 し た 大 蔵 省 不祥事 の 再発 を 防止 する た め 、 検 査 ・ 監 督 項目 を 明確 化し 、 客 観 性 、 透 
明 性 、 予 見 可能 性 を 高め 、 も っ て (記述 され て いる )「 悪 し き 裁量 行政 」 の 防止 や 検査 官 の 独断 独善 に よる 裁量 的 な 指 
導 を 抑制 する こと に あっ た と 理解 し て いる 。 検査 マニ ュ ア ル 等 に 記載 され て いる 内 容 は 今日 に お いて も 社会 的 な 要請 と 
し て 金融 機関 に 当然 求め られ る 最低 基準 と し て 有用 で あり 、 課 題 の 所 在 は 、 検 査 マ ニュ アル の 存在 と いう 形式 面 で は な 





・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【1 一 b】【6 
ーa】 に 記載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 


・ な お 、 検 査 マ ニュ アル は 、 金 融 危 機 の 時 代 
に 、 最 低 限 の 自己 査定 や リス ク 管 理 態勢 等 
を 確立 する 上 で は 、 大 き な 役 割 を 果たし た と 
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く 、 当局 に お ける その 運用 が 過度 に 機械 的 、 画 一 的 で あっ た と いう 実態 面 で は な いか 。 そう で ある な ら ば 、「 実 質 ・ 未 来 ・ 
全体 」 指 向 と いう 運用 の 見 直し に は 賛同 する が 、 検 査 ・ 監 督 の 客観 性 、 透 明 性 、 予 見 可能 性 を 担保 する 検査 マニ ュ ア ル 
と いう 枠組 み 自 体 は 引続き 必要 と 考え る 。 少な く と も 、 検査 マニ ュ ア ル を 廃止 し 、 監 督 指針 等 に 統合 する の で あれ ば 、 検 
査 マ ニュ アル が 従来 担っ て いた 当局 検査 ・ 当 局 指導 の 客観 性 、 透 明 性 、 独 断 的 な 裁量 の 抑止 の 根拠 と な りう る 記述 に 
工夫 する こと が 必要 と 考え る 。 


考え られ ます が 、 他 方 で 、 近 年 検査 マニ ュ ア 
ル を 用 いた チェ ッ ク リ スト 方 式 の 検査 へ の 懸 
念 が 大 きく な っ て きた こと か ら 、 廃 止 する こと 
と し た も の で す 。 
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ご 提案 と し て 、ABL(Asset Based Landing) と 事業 性 評価 融資 の 牽 連 性 を 明示 し て いた だ く と 金融 実務 が 更に 円 滑 に な る 
よう に 思わ れ ま す 。 


ABL は 経営 者 保証 に 関す る ガイ ドラ イン に お いて 、 不 動産 担保 の 代替 メニ ュー と し て 明記 され て いま す が 、 金 融 実務 で 
は 「 対 抗 要件 具備 」 や 「 動 産 評価 」 の 困難 性 等 に より 取組 姿勢 は 積極 的 と は 思え ませ ん 。 (地域 金融 機関 で 研修 等 を 行 
う 中 で 感じ ます 。 ) その 背景 に は ABL を いわ ゆる (回 収 の た め の ) 担 保 の 印象 が 大 きす ぎる こと が 要因 の 一 つ で す 。 


ABL は 債務 者 企業 の 事業 内 容 を モニ タリ ング で きる 、 ま た は 、 モ ニタ リン グ す る 権利 が 生ま れる 手法 と 考え る こと が で き 
ます 。 事業 性 評価 融資 に お ける 具体 的 な モデ ル と し て これ まで 以上 に 推進 する 体制 を 推進 し て いた だ きた く 思 いま す 。 


金融 行政 改革 を 進め る プロ セス に お いて 、 事 業 性 評価 融資 の 取組 み は 地 域 金 融 機関 へ の 重要 課題 と し て 取り 組ま れ 、 
具体 的 に 金融 行政 方 針 や 「 地 域 金 融 機関 に よる 事業 性 評価 に つい て 」( 平 成 26 年 10 月 24 日 ) な ど に より 明示 され て い 
ます 。「 地 域 金融 の 現状 ・ 課 題 と その 方 向 性 」 監 督 局 参事 官 レポ ー ト (平成 25 年 10 月 30 日 ) に お いて も ABL は 企業 
向け 金融 サー ビス の ロー カル な 展開 と し て 明示 され て いま す 。 


これ か ら の 「 金 融 検査 ・ 監 督 の 考え 方 と 進め 方 」 の 中 で ABL. を 事業 性 評価 手法 の 一 つと し て 取り あげ て いた だ ける こと 
は 、 少 な か ら ず 地域 金融 機関 に お ける 事業 性 評価 の 発展 に つなが る と 思い ます 。 


・ 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 今後 の 参考 
と させ て いた だ きま す 。 
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今回 の 「 基 本 方 針 」 で は 、 各 所 に お いて 、 分 野 別 の 「 考 え 方 と 進め 方 」 の 活用 、 お よび 「 デ ィ ス カッ ショ ン ・ ペ ー パ ー」 の 活 
用 が 望 わ れ て いる 。 分 野 別 の テー マ と し て 、 我が国 に お ける ファ イア ウォ ー ル 規制 に 関す る 「 デ ィ ス カッ ショ ン ・ ペ ー パ ー」 
の 取り まとめ を 提案 させ て 頂き た い 。 ファ イア ウォ ー ル 規制 に つい て は 、 顧 客 の 非 公 開 情報 を 金融 グル ー プ 内 の 各社 
間 で 授受 する こと が 原則 禁止 され て いる な ど 、 我が国 特有 の 側面 が 有る が 、 引 き 続 き 顧客 か ら の 苦情 が 絶え な いと も 聞 
く 。 し か ら ば 、 現行 の 規制 は 必ず し も 十分 に 機能 し て いな い の で は な いか 、 と の 疑問 も 湧く 。 ファ イア ウォ ー ル 規制 を と 





・ 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 今後 の 参考 
と させ て いた だ きま す 。 


・ な お 、 本 基本 方 針 に お いて は 、 検 査 ・ 監 督 
の あり 方 を まとめ て お り ま す の で 、 制 度 設計 
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り ま く 下 記 の 諸点 を 含め た 市 場 環境 を 把握 し 、 関 係 者 間 で 共通 認識 を 持つ 一 助 と し て 、「 デ ィ ス カッ ショ ン ・ ペ ー パ ー」 の 
取り まとめ が 有益 で は な いか 。 


如何 な る 顧客 の 如何 な る 利益 を 守る 目的 な の か 。 
どの よう な 業態 に よる 優越 的 地位 の 沙 用 な ど が 実際 に 発生 し て いる の か 。 
現行 の ファ イア ウォ ー ル 規制 お よび 検査 ・ 監 督 は 有効 に 機能 し て いる の か 。 


改善 すべ き 点 な ど は 有る の か 。 


に 係る 部 分 に つい て は 対象 外 と な っ て お り ま 
すら 
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今後 、 本 方 針 、 監督 指針 、 デ ィ ス カッ ショ ン ペ ー パ ー、 ガ イド ライ ン 等 が 制定 され て いく < く 事 と な る が 、 そ れ ぞ れ の 位置 付 
け ・ 関 係 性 (概念 的 な 上 位 / 下 位 、 行 政 に お ける 位置 付け ) が 未だ 不明 確 で あり 、 用 語 の 使い 方 も 含め 、 体 系 的 な 整理 に 
一 層 留 意 し て 進め て いた だ きた い 。 





・ 検 査 ・ 監 督 に 関す る 方 針 の 示し 方 の 全体 像 
に つい て は 本 文 36 頁 を ご 覧 くだ さい 。 


・ 分 野 別 の 「 考 え 方 と 進め 方 」 の ほか 、 そ の 
時 々 の 課題 重要 な 課題 に 対し 重点 的 な モニ 
タリ ング を 行う と と も に 、 あ る 程度 成果 が ま と 
まっ た 段階 で 、 そ の 結果 に 併せ て 今後 の 課 
題 や 着眼 点 を 公表 する と いっ た 取組 み も 検 
討 し て いき ます 。 


・ さ ら に 、 幅 広い 金融 機関 に お いて 水準 の 底 
上 げ が 急 が れる 分 野 や 、 個 別 金融 機関 に よ 
る 経験 の 蓄積 に 限界 が ある よう な 分 野 等 に 
つい て は 、 当局 が 考え 方 と あわ せ て 具体 的 
な 基準 を 示す こと も 検 対し て いき ます 。 また 、 
一 度 示 し た 考え 方 や 基準 は 、 固 定 化 させ る こ 
と な く 、 より 良い 実務 に 向け た 見 直し や 改善 
を 続け て いき ます 。 
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144.| 検査 マニ ュ ア ル が 廃止 され た 場合 、 以 下 の 取扱 い は どう な る の か 。 ・①② に つい て は 、 別 紙 1【6 一 b】 に 記載 し て 
お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
①「 金 融 検査 評定 制度 」 d 
・③ 各 種 検査 用 チェ ッ ク リ スト 等 に つい て も 、 
「 金 融 検査 マニ ュ ア ル 兄 トト 企業 融資 編 
AU ER その 取扱 い に つ いて は 、 本 基本 方 針 で 示さ 
③「 資 産 査定 管理 業務 の 確認 検査 用 チェ ッ ク リ スト 」 や 「 信 用 リス ク 管 理 態 勢 の 確認 検査 用 チェ ッ ク リ スト 」 等 の チェ ッ ク リ | れ て いる 検査 マニ ュ ア ル 廃 止 の 方 向 性 と 整 
スト 合 的 に な る よう 、 見 直し て いき ます 。 
④「 貸 出 条件 緩和 債権 関係 Q&A」 ・④「 貸 出 条件 緩和 債権 関係 Q&A」 に つい て 
は 、 別 紙 1【7ーe】 に 記載 し て お り ま す の で ご 
覧 くだ さい 。 
145.| P29 より 「 金 融 検査 マニ ュ ア ル 」 に つい て は 廃止 され る こと に な る が 、 こ れ に 伴い 「 検 査 評定 制度 」・「 金 融 検 査 に 関す る | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【6 一 b】 に 記 
基本 指針 」 は 廃止 又は 見 直し が され る と 考え て よい か 。 載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
146.| 検査 マニ ュ ア ル の 廃止 に 伴い 、「 金 融 検査 評定 制度 」 の 今後 の 取扱 い を お 示し いた だ きた い 。 ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【6 一 b】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
仮に 、 な ん ら か の か た ち で 制度 が 存続 する 場合 に は 、II. 3. の 「 最 低 基準 検証 」 と の 関係 に つい て も 明らか に する 必要 3 
が ある と 考え る 。 
※ 金 融 検査 評定 制度 Q&A に お いて 「 金 融 検査 評定 制度 は 、 金融 検査 マニ ュ ア ル に 則っ た 検査 を 行っ た 上 で 、 その 結果 
に 対し て 段階 評価 を 行う も の 」 と され て いる 。 
147.| 「 検 査 マ ニュ アル 」 の 廃止 に 伴い 検査 評定 制度 も 廃止 され る と いう こと で よろ し いで し ょ うか 。 ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【6 一 b】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
148.| 金融 検査 マニ ュ ア ル の 廃止 に 伴い 、 平 成 17 年 7 月 に 制定 され た 「 金 融 検 査 に 関す る 基本 方 針 」 は 廃止 され る と いう 理解 | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【6 一 b】 に 記 
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で よい か 。 


載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 

















149.| オン サイ トモ ニタ リン グ は 引き 続き 実施 され る も の と 存じ ます が 、「 金 融 検査 に 関す る 基本 指針 」 は どの よう な 位置 づけ に | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【6 一 b】 に 記 
な る の で し ょ うか 。 証券 取引 等 監視 委員 会 は 2017 年 4 月 に 証券 検査 基本 指針 を 証券 モニ タリ ング 基本 指針 に 改訂 し て | 載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
いま す が 、「 金 融 検査 に 関す る 基本 指針 」 は 金融 モニ タリ ング 基本 指針 な ど に 改訂 する ご 予定 で し ょ うか 。 
150.| 今回 の 「 検 査 ・ 監 督 基本 方 針 」 に 伴っ て 、 平 成 17 年 に 発出 され た 「 金 融 検 査 に 関す る 基本 指針 」 の 位置 付け は どう な る | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【6 一 b】 に 記 
の か ご 教示 頂き た い 。 全廃 され る の か 、 そ れ と も 一 部 は 引き 続き 維持 ・ 有 効 と され る の か 。 載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
同 「 基 本 指針 」 で は 、 金融 検 査 に 関す る 幾つ も の 重要 な 基本 的 な 方 針 が 記さ れ て いた と 理解 し て いる 。 な か で も 、 検 査 | ・「 第 三 者 開示 」 の 仕組 み に つ いて は 基本 的 
関係 情報 及び 検査 結果 通知 書 の 内 容 の 取扱 い に 関す る 記載 が み ら れ る 。 これ ら は 、「 検 査 部 局 の 事前 の 承諾 な く ・・| に 存置 され ます が 、 今 後 必要 に 応じ て 見 直し 
第 三 者 に 開示 し て は な ら な い 」 と され て いる 。 を 検討 し て いき ます 。 
平成 27 年 に 部 分 改正 され た 模様 だ が 、 例 えば 、 外資 系 金融 機関 に つい て は 、 そ の 親会社 及び 海外 本 店 等 に つい て 、 
“所 定 の 様式 の 承諾 書 ” を 検査 部 局 に 提出 し た 者 が 除外 (に 開示 可 ) さ れる 扱い と され て いる 。 
し か し 、 新 し い 「 検 査 ・ 監 督 基本 方 針 」 の 下 で は 、 グ ルー プ 会 社内 へ の 開示 ・ 共 有 は 原則 と し て 認め て 頂き た い ( 海 外 に 
在 る 本 店 、 親 銀行 ・ 親 会 社 、 地 域 本 部 、 日 本 所 在 の グル ー プ 会 社 な ど )。 
151. 「 検 査 ・ 監 督 に 関す る 方 針 の 示し 方 」 に お いて 、 事 務 ガ イド ライ ン ( 監 督 指針 ) の 見 直し と と も に 、 分 野 別 の 考え 方 と 進め | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【6 一 es】 に 記 
方 に つい て 、 必 要 性 の 高い と 思わ れる も の か ら 扱 つて いく (P31) と され て いま す が 、 前 払 式 支払 手段 発行 者 及び 資金 移 | 載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
に 務 ガ イド ライ ン の 見 直し や 分 野 別 の 考え 方 と 進め Ik, パブ リッ クコ メン ト に 人 の で し ょ うか 。 
動 業 者 に 関す る 事務 ガイ ドラ イン の 見 直し や 分 野 別 の 考え 方 と 進め 方 等 は 、 パ ブリ ッ ク コ メン ト に 付 さ れる よう . な お 、 分 野 別 の 「 考 え 方 と 進め 方 」 等 に つい 
て は 、 公 表 の 上 、 パブ リッ クコ メン ト を 行う 予 
定 で す 。 
152.| 現行 の 「 金 融 検査 事前 資料 等 一 覧 ]】 い わ ゆ る 「Day One Package」) は 廃止 され る の か ? それ と も 、 一 部 は 引き 続き 維 | ・ 立 入 検査 の た め に 提供 いた だ く < 資料 が ある 





持 ・ 有 効 と され る の か ? 





場合 に は 、 引き続き 事前 に 通知 を 行い ます 。 


・ 内 容 に つい て は 、 本 基本 方 針 で 示さ れ て い 
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る 考え 方 と 整合 的 な も の と な る よう 見 直し を 
検討 し て いき ます 。 

















153.| 本 方 針 の 適用 開始 や 、 検 査 マ ニュ アル の 廃止 に 向け て は 、 十 分 な 準備 期間 を 設け て いた だ きた い 。 ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【6 一 e】 に 記 
X* し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
また 、 こ れ ら の スケ ジュ ー ル に つい て 、 現 時 点 の 想定 が あれ ば 開示 いた だ きた い 。 i * os 
・ 分 野 別 の 「 考 え 方 と 進め 方 」 は 、 金融 機関 に 
自ら の 置か れ た 状況 に 応じ 、 多様 で 主体 的 
な 創意 工夫 を 発揮 し て いた だ く た め の 対話 の 
材料 と し て お 示し し て いく も の で あり 、 検 査 マ 
ニュ アル の よう に チェ ッ ク リ スト で 示さ れ た 結 
諭 の 通り に 対応 し て 頂く と いう 方 式 自体 を 改 
め る も の で す 。 そこ で お 示し し た 問題 意識 を 
各 金 融 機関 内 で も 議論 し て 頂い た 上 で 、 当局 
と も 対話 を し て いた だ く と いう 性 格 の も の で 
す 。 
154.| 検査 マニ ュ ア ル の 廃止 時 期 は 記載 され て いる が 、 円 滑 な 移行 を 確保 する 観点 か ら は 、 分 野 別 の 「 考 え 方 と 進め 方 」 に つ | ・ 同 上 
いて も 、 導 入 予定 時 期 (目途 ) を 記載 いた だ きき た い 。 
155.| 分 野 別 の 「 考 え 方 と 進め 方 」 及 び デ ィ ス カッ ショ ン ペ ー パ ー の 提示 に つい て は 、 ど の よう な スケ ジュ ー ル を 予定 し て いる の | ・ 同 上 
か 。 
分 野 別 の 「 考 え 方 と 進め 方 」 の 策定 に 当たり 、 業界 の 意見 を 勘案 し て いた だ く と と も に 、 策定 スケ ジュ ー ル に つい て 、 前 
広 に 示し て いた だ きた い 。 
156.| 本 方 針 の 制定 に 伴い 、 定 期 的 (月 次 ・ 四 半期 等 ) に 貴 庁 に 提出 し て いる 報告 物 に 変更 が 生じ る か 、 確 認 し た い 。 ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【3 一 a】【9 





変更 が ある 場合 に は 、 シ ステ ム の 改修 を 含め 、 デ ー タ の 集計 方 法 の 見 直し 等 に 相応 の 対応 期間 が 必要 と な る た め 、 実 





ーb】【9 一 d】 に 記載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ 
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務 に 混乱 が 生じ な いよ う 、 十 分 な 配慮 を いた だ きた い 。 


さい 。 





157. 


分 野 別 の 「 考 え 方 と 進め 方 」 を 策定 する と いう こと で す が 、 新 た な ミニ マム スタ ンダ ー ド に な ら な いか 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【4 一 c】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 





158. 


基本 方 針 案 で は 、 金融 検 査 マ ニュ アル 廃止 の 目的 に つい て 、「 金 融 機関 が 現状 の 実務 を 出発 点 に より 良い 実務 に 向け 
た 創意 工夫 を 進め や すく する た め 」 と し て いる 。 金融 検査 マニ ュ ア ル 廃 止 後 の 検査 ・ 監 督 の あり 方 に つい て は 、 こ うし た 
目的 を 踏ま え 、 金 融 機関 の 自主 的 な 経営 判断 に 基づく 創意 工夫 を 最大 限 尊 重 する 方 向 性 で 検討 いた だ く よ う お 願い し 
た い 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【4 一 c】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 





159. 


P.30「 分 野 別 の 「 考 え 方 と 進め 方 」 に つい て 、 こ れ を 用 いた 対話 を 進め 、 考 え 方 が 熟し た 場合 に は 、 必 要 に 応じ プリ ン シ プ 
ル の 形 に 整理 し て いく 。 」 に つい て 、 


今後 、 複 数 の 分 野 で プリ ン シ プ ル が 策定 され て いく こと が 考え られ る 。 一 方 、 プ リン シブ ル ご と に 各 金 融 機 関 が 取 組み 方 
針 を 公表 し て いく と 、 そ の 数 が 膨大 に な り 、 か えっ て 消費 者 に と っ て わか り に くく 、 ま た 方 針 が 形骸 化す る 膚 が ある と 考え 
て いる 。 


従っ て (プリ ン シ プ ル を 採択 する 場合 で あっ て も ) その 取組 み 方 針 の 策定 方 法 や 公表 範囲 に つい て は 、 各 金融 機関 の 創 
意 工夫 の も と 自主 的 に 行っ て いく 必要 が ある と 認識 し て いる が 、 そ うし た 理解 で よい か 。 


・ プ リン シブ プル の 策定 は 、 利 用 者 に と っ て 各 金 
融 機関 の 取組 み が 分 か りや すく な る こと を 目 
的 と する も の で す 。 その 上 で 、 各 金融 機関 が 
更 な る 創意 工夫 の 取組 み を 行う こと が 望ま し 
いと 考え ます 。 


・ な お 、 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【4 一 
c】 に 記載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 





160. 


特に 、30 ペー ジ の 「TV. 当局 の 態勢 整備 3. 検 査 ・ 監 督 に 関す る 方 針 の 示し 方 (2) 監督 指針 」 に 記載 され て いる 、「 行 き 
過ぎ た ルー ル ・ ベ ー ス と な っ て 、 金 融 機関 の 創意 工夫 を 妨げ て いる 場合 は 、 見 直し を 行う 。 」( 抜 粋 ) に つい て 、 必 要 に 応 
じ て 適 宜 実施 し て 頂く こと を 希望 致し ます 。 


* 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 








161. 





検査 マニ ュ ア ル の 廃止 は 、 各 金融 機関 に お いて 、 チ ェ ッ クリ スト 方 式 の 同 マ ニュ アル に 縛ら れる こと な く 、 より 良い 実務 を 
構築 し て いく た め の 描 置 で ある と 理解 し て いる が 、 廃 止 時 期 に つい て 、 平 成 30 年 度 終了 後 を 目途 と され て いる こと か 
ら 、 現 在 は いわ ば 準備 期間 で ある も の と 認識 し て いる 。 


・ 上 記 趣 旨 に 鑑み れ ば 、 た と え 検 査 マ ニュ アル 廃止 前 で あっ て も 、 各 社 の 創意 工夫 に 基づく 実務 に お いて 、 結 果 と し て 検 





・ 御 理解 の と お り で す 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【4 一 c】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
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査 マ ニュ アル を 形式 的 に は 充足 し な い 状況 が 生じ た と し て も 、 た だ ち に 問題 視 さ れる も の で は な いと の 理解 で よい か 、 確 
認 し た い 。 





162. 


「 検 査 ・ 監 督 に 関す る 方 針 の 示し 方 」 は 、 証 券 取引 等 監視 委員 会 が 実施 する 金融 商品 取引 業者 等 、 適 格 機関 投資 家 等 
特例 業務 届出 者 、 信 用 格付 業者 、 金 融 商品 取引 所 な ど へ の 検査 に も 適用 され る の で し ょ うか 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【6 一 c】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 


・ 金 融 商品 取引 業者 等 向け の 検査 マニ ュ ア 
ル の 取扱 い に つ いて は 、 金 融 商 品 取引 業者 
等 に 対し て は 、 業 法 に お いて 細か な ルー ル ベ 
ー ス の 規定 が 定め られ て いる こと 等 の 特性 を 
踏ま えた 上 で 、 証 券 取引 等 監視 委員 会 に お 
いて 、 そ の 取扱 い を 引き 続き 検討 し て いき ま 
す 。 








163. 





「 検 査 マ ニュ アル 」 と は 、 金 融 庁 が 策定 し て いる 、 預 金 等 受入 金融 機関 に 係る 検査 マニ ュ ア ル ( 別 冊 を 含む )、 保険 検査 マ 
ニュ アル 、 金 融 持株 会 社 に 係る 検査 マニ ュ ア ル を 意味 し 、 証 券 取引 等 監視 委員 会 が 策定 し て いる 、 金 融 商 品 取引 業者 
等 検査 マニ ュ ア ル ( 別 冊 で ある 信用 格付 業者 検査 マニ ュ ア ル ) は 含ま れ な い の で し ょ うか 。 





・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【6 一 c】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 


・ 金 融 商 品 取引 業者 等 向け の 検査 マニ ュ ア 
ル の 取扱 い に つ いて は 、 金 融 商 品 取引 業者 
等 に 対し て は 、 業 法 に お いて 細か な ルー ル ベ 
ー ス の 規定 が 定め られ て いる こと 等 の 特性 を 
踏ま えた 上 で 、 証 券 取引 等 監視 委員 会 に お 
いて 、 そ の 取扱 い を 引き 続き 検 対し て いき ま 
す 。 
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164. 


検査 マニ ュ ア ル は 銀行 等 の ほか 、 保 険 会 社 (資産 査定 あり ) や 信託 会 社 向 け の も の が ある が 、 公表 され た 「 検 査 ・ 監 督 
本 方 針 ( 案 )」 は 預金 取扱 金融 機関 向け の よう で あり 、 保険 会 社 等 を カバ ー し た 内 容 に 思え な い 。 保険 会 社 等 も 対象 に 含 
む の で あれ ば 、 対 象 の 明示 と と も に ( 案 ) の 内 容 を 見 直す べき で ある 。 


・ 本 基本 方 針 は 、 対 象 を 特定 の 業態 に 限る こ 
と な く 、 当局 が 検査 ・ 監 督 権限 を 有する 全て 
の 金融 機関 等 の 検査 ・ 監 督 全般 に 共通 する 
基本 的 な 考え 方 と 進め 方 を 内 容 と し て いま 
す 。 





165. 


「 金 融 機関 が チェ ッ ク リ スト の 形式 的 遵守 を 図り 、 自 己 管理 の 形式 化 ・ リ スク 管理 の コン プラ 化 に つなが る 」 と の 記載 が あ 
る が 、「 リ スク 管理 の コン プラ 化 」 の 趣旨 を 、 よ り 具 体 的 に お 示し いた だ きた い 。 


・ 本 来 、 リ スク 管理 は 金融 機関 が 自ら の 経営 
環境 や 経営 方 針 等 を 踏ま えて 実効 性 の ある 
形 で 行う べき と ころ 、 検査 マニ ュ ア ル に 記載 さ 
れ て いる チェ ッ ク リ スト を 形式 的 に 遵守 する こ 
と が リス ク 管 理 の 手法 と な っ て いる の で は な 
いか と の 趣旨 で す 。 








166. 





今後 、 貴 庁 が 注力 し た い テ ー マ と し て 、「IT ガバ ナン ス の あり 方 」 が 挙げ られ て いま す が 、 日 本 の 大 企業 (特に 金融 機関 ) 
に は 、 欧 米 流 の トッ プ ダ ウン 的 な 企業 統治 を 行う と いう より 、 ボ トム アッ プ ( 上 申 、 MRE ORROCHAICKY, HRY 
ステ ム を 構築 し て いま す 。 


経営 層 が 情報 シス テム の 構築 や 情報 セキ ュ リ ティ の 確保 に つい て 十分 理解 し た 上 で 経営 資源 を 配分 する こと で 関与 す 
る こと は 重要 な こと で は あり ます が 、 力 量 が 伴わ な い CIO や CISO を 任命 する こと や 形式 的 な IT ガバ ナン スプ ロ セ ス の 
整備 を ベス ト プ ラ クティ ス の 追求 と 称し て 貴 庁 が 「 モ ニタ リン グ 確 認 票 」 な る 帳票 を 用 いて 半ば 強制 指導 し て も 形骸 化す 
る だ け で あり 、 相手 を 顧み な い 失 敗 コ ン サ ル テ ィ ン グ の 典型 の よう に 思え ます 。 





* 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 


・ 近 年 の IT 技術 の 進展 等 を 踏ま え 、 金 融 機関 
の IT の 戦略 は 今や 金融 機関 の ビジ ネス モデ 
ル を 左右 する 重要 課題 と な っ て お り 、 金 融 機 
関 に お いて 経営 戦略 と IT の 戦略 を 一 体 的 に 
考え て いく こと の 必要 性 が 高まっ て き て いま 
す 。 こ の た め 、 経 営 陣 を は じ め と する 金融 機 
関 と の 間 で 、IT と 経営 戦略 を 連携 させ て 企業 
価値 の 創出 を 実現 する た め の 仕組 み と し て 、 
IT ガバ ナン ス の あり 方 に つき 、 金 融 機 関 ( 特 
に 経営 陣 ) と の 対話 を 実施 し て いく こと を 検討 
し て いま す 。 


・ こ の た め 、 ご 懸念 の よう な 形式 的 な 確認 や 
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強制 は 想定 し て お り ま せん 。 いずれ に せよ 、! 
T ガ バナ ンス に 係る 対話 の あり 方 に つい て 
は 、 引 き 続 き 検討 を 進め て いき ます 。 





167. 


NT ガバ ナン ス 」 に は 、 例 えば 、「 投 資 及び 予算 管理 」 と いっ た 「 効 率 性 」 項 目 が あり ます が 、 金 融 機関 に お ける シス テム 
監査 に お いて は 、 貴 庁 が 定義 する と ころ の 「 シ ステ ムリ スク 」 へ の 対策 項目 は 主 に 「 安 全 性 」・「 信 頼 性 」 に 該当 し て お り 、 
「 ト レー ド オ フ 」 の 関係 に ある 項目 が 含ま れ て し まい ます 。 通常 、 監 査 人 は 「 ト レー ド オ フ 」 に 該当 する 指摘 ・ ア ドバイ ス は 
自己 矛盾 と な っ て し まう 為 、 経 営 層 の 特段 の 要望 で も な い 限 り 控 える よう に し て いる と ころ で は あり ます が 、 貴 庁 に お い 
て は 、 リ スク 対策 に は 「 ト レー ド オ フ 」 に な っ て し まう 項目 が ある と の 認識 は ご ざい ます か ? 


*・ 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 


・166 に ある と お り 、IT ガ バナ ンス の 対話 の あ 
り 方 に つい て は 、 現 在 検討 を 進め て いる と こ 
ろ で す 。 


・ な お 、 一 般 論 と し て 、IT と 経営 戦略 を 連携 さ 
せ て 企業 価値 の 創出 を 実現 する た め の 仕組 
み と し て の IT ガバ ナン ス と 、 シ ステ ム の 安全 
性 や 信頼 性 の 確保 は 、 両 立 し うる も の と 考え 
て お り ま す 。 








168. 





「 金 融 検査 ・ 監 督 の 考え 方 と 進め 方 (検査 ・ 監 督 基本 方 針 ) CD LOU TR, AR) CIE TL 当局 が 一 律 の チェ ッ ク リ スト で 金 
融 機関 の 行動 の 是非 を 判断 する の で は 、 新 し い 検 査 ・ 監 督 を 実現 する の は 難し い 。 今後 は 、 基 本 と な る 考え 方 を 示し 、 
金融 機関 の 特性 に 応じ た 対応 を 行っ て いく こと が 求め られ る 」、 ま た は 「 ル ー ル ・ ベ ー ス の 行政 か ら ル ー ル と プリ ン シ プ ル 
の バラ ンス 重視 へ 」 と する 一 方 で 、IT に 関し て は 監督 指針 に お いて 一 定 の 「 考 え 方 、 進 め 方 、 プ リン シ プ ル 」 を 示す と し て 
いま す 。 


本 案 に 関連 し 、 サ イ バ ー セ キュ リティ に 関し て は 、 金 融 機関 に と っ て 直接 利益 に 結び 付か な い 取組 で ある 性 質 か ら 、 経 
営 陣 に お いて は 積極 的 に サイ バー セキ ュ リ ティ へ の 対策 に 経営 資源 の 配分 を 促す 意味 合い か ら 、 以 下 に 示す 内 容 に つ 
いて の 検討 を 併せ て 行う よう 要望 し ます 。 

1. 2015 年 4 月 の 監督 指針 改正 に 伴い 追加 され た サイ バー セキ ュ リ ティ へ の 対応 に つい て 、 金 融 庁 の 標 椅 す る 「 個 々 の 


金融 機関 の リス ク 認 識 に 基づく 対策 を 促す 」 と の 行政 方 針 に 基づき 、 凡 そ 3 か 年 に 渡り 監督 ・ 検 査 を 行っ て きた と ころ で 
す が 、 大 手 金 融 機関 に つい て は 一 定 の 進捗 が み ら れ た 反面 、 結 果 的 に 数 の 上 で 大 多数 を 占め る 中 小金 融 機関 に お い 





* 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 


・ こ れ ま で 金融 分 野 の サイ バー セキ ュ リ ティ に 
関し て は 、 監 督 指針 等 に お いて 着眼 点 を 明 
確 す る と と も に 、「 金 融 分 野 の サイ バー セキ ュ 
リティ 強化 に 向け た 取組 方 針 」 に 沿っ て 進め 
て き て お り 、 ご 指摘 の 点 も 含め 、 今 後 の 取組 
み の 参 考 と させ て 頂き ます 。 
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て は 、 本 案 に み ら れ る 「 過 度 に 細か く 特 定 の 方 法 を 記載 する 等 行き 過ぎ た ルー ル ・ ベ ー ス と な っ て 、 金融 機関 の 創意 エ 
夫 を 妨げ て いる 」 と の 指摘 は 当たら ず 、 現 時 点 に お いて も サイ バー セキ ュ リ ティ へ の 対応 の 遅れ に 関し て 具体 的 な 改善 
に 取組 む 姿 勢 が 見 られ な い 金 融 機関 が 多数 認め られ る 結果 と な っ て いる こと 。 


2. 上 記 に 関し 、 主 に 中 小金 融 機関 か ら は 、 あ る 程度 の 専門 的 な 知識 と マン パワ ー を 要する 「 サ イ バ ー セ キュ リティ に 関 
する リス ク 評 価 」 に 関す る 対応 の 困難 さ に 加え 、「 も う 少 し 具体 的 な 取り 組み 目標 と な る 基準 が ある と 考え や すい 」 と いっ 
た 意見 を 多数 確認 する こと が で きた 。 即ち 、 本 案 に 示さ れる 「 考 え 方 、 進 め 方 、 プリンシプル 」 を 提示 し 、 対 話 を 進め る こ 
と の み で は 、 仮に サイ バー セキ ュ リ ティ へ の 取組 に 対す る 理解 に 基づく 対応 へ の 意思 が あっ た と し て も 、 具 体 的 な 対策 
の 実施 まで に 結び 付け られ な い 先 が 存在 し て お り 、 こ れ を 容易 に は 解決 で き な い な ど 、 我 が 国 の 金融 機関 の サイ バー 
セキ ュ リ ティ の 確保 は 、 そ の 対応 に お いて 「 で きる 先 と で き な い 先 」 に 二分 化し て いる 状況 が 明確 と な っ て いる こと 。 


3. 世界 的 な 金融 情勢 に つい て 、G7 また は G20 各国 の 国際 的 な 協調 の 下 、 金 融 分 野 に お ける サイ バー セキ ュ リ ティ の 
促進 や 協力 し て いく こと が 国際 的 な 要請 ・ 合 意 事項 と な る と と も に 、NYDFS や FRB 等 の 諸 外 国 当局 に お いて は 、 サ イ バ 
ー セ キュ リティ に 関す る 規制 強化 に 向け た 動き が 顕著 で ある こと 。 


4. 一 方 、 国 内 の 金融 機関 を 取 巻 < 情勢 に お いて 、 サ イ バ ー セ キュ リティ に 関す る 脅威 が 近年 に 増し て 増大 する 中 、 特 に 
2018 年 1 月 の 仮想 通貨 取引 所 に お ける 多額 の 資金 盗難 事案 等 、 サ イ バ ー セ キュ リティ へ の 対応 に 何ら か の 不備 が 主 
た る 要因 と 考え られ 、 か つ 国 民生 活 に 直接 的 な 被害 を 生じ させ る 事案 が 発生 する な ど 、 す で に リス ク が 顕在 化し て いる 
ae) 


以上 を 勘案 し 、 金 融 機 関 に お ける サイ バー セキ ュ リ ティ の 確保 に 関し て は 、 本 案 に 示さ れる 「 考 え 方 、 進 め 方 、 プ リン シ 
プル 」 の 提示 や 、 従 来 か ら 実 施し て きた 「 建 設 的 な 対話 」 の み で は 十分 な 理解 が 得 ら れ な い 、 ま た は 、 改 善 が 大 きく 期待 
で き な い 金融 機関 が 存在 する こと を 認識 し 、 諸 外国 当局 が 実施 する 規制 等 と 歩調 を 合わ せる 観点 か ら も 、 


金融 庁 と し て 金融 機関 が 具備 する べき サイ バー セキ ュ リ ティ 対策 の 例示 を 含む 規制 (レギ ュ レ ーション ) の 策定 ・ 提 示 
・ 立 ち 入 り 検査 を 通じ た 直接 的 な 改善 指導 の 拡充 
金融 庁 主導 に よる 業界 団体 へ の サイ バー セキ ュ リ ティ 取組 み 推 進 の 働き か け 


な どの 活動 を 視野 に 、 主 に 中 小金 融 機関 に 向け た サイ バー セキ ュ リ ティ の 底上げ に 関し て は 、 本 案 に 縛ら れ な い 、 金 融 
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庁 と し て も う 一 歩 踏み 込ん だ 、 こ れ ま で に な い 幅 広 か つ 積 極 的 、 機 動 的 、 さ ら に は 一 定 の 強制 力 を 有する 行政 に つい て 
実施 を 検討 する べき も の と 考え ます 。 





169. 


資金 の 受け 手 の 事 業 内 容 を 重視 し た 資金 供与 等 を 拡大 し て いく に は 、 融資 や ファ ンド 等 に お ける 事業 計画 の 審査 の 充 
実 ・ 高 度 化 が 重要 な 課題 と 考え られ ます 。 こ の 点 、 情 報 や 情報 技術 の 適切 な 活用 を 含め て 、 監 督 が 行わ れる べき と 考え 
ます 。 な お 、 フ ァ ン ド 等 に お いて 経済 的 合理 性 に 疑問 の ある 事業 計画 に よる 株 式 買 取り や 投資 勧誘 等 が 懸念 され る と こ 
4, 問題 の ある 審査 の 監視 ・ 是 正 と いう 観点 も 必要 と 思わ れ ま す 。 


・ 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 今後 の 参考 
に させ て いた だ きま す 。 





170. 


従来 の チェ ッ ク リス ト に 基づく 検査 に お いて は 、 金 融 機関 経営 の 健全 性 や 顧客 保護 等 の 観点 か ら 大 き な 問題 は な く て 
も 、 議 諭 や 指摘 対応 に 多く の 負担 が あっ た こと か ら 、 検 査 マ ニュ アル の 廃止 に 異論 は な い ( 検 査 マ ニュ アル に 基づく 指摘 
事項 へ の 対応 の 要 否 は 、 金 融 機関 に お いて 判断 する こと で 間 題 な いと の 理解 で よい か ) 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【4 一 c】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 


・ 検 査 指摘 事項 に つい て は 、 将来 に 向け た 実 
効 性 ある 改善 策 を 議論 し 、 そ の 改善 状況 を 継 
続 的 に フォ ロー アッ プ し て いき ます 。 

・ 過 去 の 検査 に お ける 指摘 事項 に 対す る 対 


応 が 固定 化 さ れる こと が な いよ う 、 金融 機 関 
か ら の 相談 に は 丁寧 に 対応 し て いき ます 。 





171. 


プリ ン シ プ ル ベ ー ス に 移行 する と の 点 に つき 、 平 成 29 年 3 月 に 策定 され た 「 顧 客 本 位 の 業務 運営 に 関す る 原則 」( フ ィ デ 
ュー シャ リー デュ ー テ ィ ー) に つい て は 、 証券 会 社 も 殆ど が 採択 し て いる も の の 、 証 券 取引 被害 の 現場 に お いて は 、 顧 客 
に 対し て 誠意 の 無い 対応 を する 会 社 の 態度 は 依然 と し て その まま な ん ら 改 まっ て いな いと いう ほか な い 。 


し た が っ て 、 当 研究 会 は 、 プ リン シブ プル ベー ス の み に 移 行 する こと に は 、 反対 で あり 、 そ の 規範 性 の 明確 化 や 、 行 政 監督 
の 実効 性 等 に つい て 求め る も の で ある 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【6 一 a】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 








172. 





テー マ 毎 に 検査 ・ 監 督 する 際 は 、 テ ー マ 毎 に 部 分 最適 と な ら な いよ う バ ラン ス を 踏ま えて 対応 し て いた だ きた い 。 





・ 特 定 の 分 野 に 係る 検査 ・ 監 督 を 行う に あ た 
っ て も 、 全体 と し て 実効 性 の ある も の と な っ て 
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いる か に 留意 し て いき ます 。 





173. 


金融 機関 に 求め られ る 規制 へ の 対応 に つい て 、 最 低 基準 を 上 回 る 部 分 を 各 金 融 機関 の 創意 工夫 に 委ね る と な れ ば 、 
その 負担 は 相当 な も の に 及ぶ と 考え る が いか が か 。 こ の 点 、「 考 え 方 や 進め 方 」 と し て 一 定 の 方 向 性 が 示さ れる の か ( あ 
る い は 、 こ うし た 点 を 業界 の 自主 的 な 取組 み に 委 ね る こと も 想定 し て いる の か ) 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【3 一 a】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 


金融 機関 の 規模 等 に も 配慮 し 、 例 えば 当局 
が 参考 と な る 事例 を 示す と いっ た 方 法 も 検討 
し て いき ます 。 





174. 


其 本 方 針 案 に は 、「 こ れ ま で に 定着 し た 金融 機関 の 実務 を 否定 する も の で は な い 」 と 記載 され て いる 。 


この 記載 の と お り 、 各 金融 機関 が これ まで に 積み 上 げ て きた 態勢 や 運営 実務 等 は 最大 限 尊 重 さ れる べき も の で ある こ 
と か ら 、 検 査 ・ 監 督 の 現場 に お いて 、 金 融 検査 マニ ュ ア ル の 廃止 を 契機 と し て これ まで の 実務 を 否定 し 、 一 律 に 何ら か の 
変更 が 求め られ る と いっ た こと が な いよ う ご 留 意 い た だ きた い 。 


・ 本 文 33 頁 に 記載 し て いる と お り 、 検 査 マ ニ 
ュ ア ル の 廃止 は 、 こ れ ま で に 定着 し て きた 実 
務 を 否定 する も の で は な く 、 金融 機 関 が 現 状 
の 実務 を 出発 点 に より 良い 実務 に 向け た 創 
意 工夫 を 進め や すく する た め の も の で す 。 





175. 


民間 と の 協 働 


規制 当局 が 定め た 規制 等 の 枠組 み に 基づき 、 運 用 上 の 細則 を 定め る に あたっ て は 、 人 金融 市場 の 複雑 性 や 実務 慣行 を 
考慮 すべ き 面 が 多々 あり 、 規 制 に 関す る ガイ ドラ イン 、Q&A、 各 権 ひ な 形 等 の 策定 は 可能 な 限り 貴 庁 と 業界 団体 等 の 対 
話 を 踏ま え 、 協 働 で 策定 する こと が 有効 で ある と 思わ れ ま す 。 同様 に 、 検 査 ・ 監 督 の あり 方 (と り わ け 分 野 別 の 「 考 え 方 と 
進め 方 」 の 策定 ) に つい て も 、 海 外 当局 の みな ら ず グロ ー バ ル に 活 合 す る 業界 団体 等 と の 意見 交換 を 実施 し 、 意 見 交換 
を 通じ て 得 ら れる 、 国内 外 に お ける ベス ト プ ラ クティ ス に つい て の 知見 を 効果 的 か つ 効 率 的 な 検査 ・ 監 督 の 運用 に 活か 
し て いた だ く よ う お 願い し ます 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【6 一 dg】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 





176. 


監督 指針 も 「 行 き 過ぎ た ルー ル ベ ー ス は 見 直し 」 と され て いま す が 、 他 方 海外 当局 と の 規制 の 同等 性 評価 が 監督 指針 も 
含め て 実施 され て いる ケー ス も あり 、 今後 の 規制 の 同等 性 評価 に 支障 が な いよ うに 進め て いた だ く よ う お 願い し ます 。 


・ 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 今後 の 参考 
と させ て いた だ きま す 。 








177. 





27 頁 の 「 必 ず し も 考え 方 や 進め 方 が 確立 し きっ て いな い 問 題 に つい て 対話 の 材料 を 提供 し て いく た め 、 分 野 別 の 「 考 え 





・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【6 一 dg】 に 記 
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方 と 進め 方 」 を 活用 する 」 と の 記述 の 趣旨 が 不明 で あり 、 ど の よう な 意味 か (考え 方 や 進め 方 が 確立 し て いな い に も か か 
わら ず 、 考 え 方 と 進め 方 を 整理 し て 活用 する と いう こと か 。 ) 


載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 




















178.| 実態 把握 に も と づく ビジ ネス 促進 、 健 全 性 確保 の 工夫 の 促進 と いう 趣旨 や 、 会計 基準 に 係る 国際 的 潮流 を 踏ま それ ば 、| ・ 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 
別表 の よう な 外形 的 基準 を 廃止 する 方 向 性 に 賛同 する 。 

179.| 債務 者 区 分 や 実態 認定 、 貸 出 条件 緩和 債権 の 定義 ・ 考 え 方 等 、 す で に 多く の 金融 機関 に 広く 定着 し て いる 実務 を 否定 | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【6 一 dg】【7 
する こと な く 、 これ を 維持 し 、 継続 的 に 高度 化し て いく こと も 非常 に 重要 で あり 、 特に 償却 ・ 引 当 手法 に 関し て は 、 比較 可 | 一 a4】 に 記載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
能 性 を 確保 する 観点 か ら 、 引 き 続 き 、 一 定 程度 の 監督 上 の 指針 が 明示 され る こと が 望ま し い 。 
し た が っ て 、「 資 産 分 類 と 償却 ・ 引 当 に つい て 、 現 状 の 実務 を 出発 点 に 、 今 後 の 改 善 の 道筋 と し て どの よう な こと が 考え 
られ る か 、 金 融 機関 、 公 認 会 計 士 、 有 識者 等 と の 検討 を 進め 、 結 果 を 分 野 別 の 「 考 え 方 と 進め 方 」 に と り ま と め た 上 で 、 
幅広 い 関 係 者 と の 対話 を 更に 行う 」 こ と も 極め て 重要 で あり 、 銀 行 界 と し て も 検討 に 参画 し て 参り た い 。 

180.| 検査 マニ ュ ア ル は 自己 査定 実務 (債務 者 区 分 判定 、 担 保 保証 評価 ) に 深く 浸透 し て お り 、 実 務 ・ 業 務 シ ステ ム と も 検査 マ | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【7ーa】 に 記 
ニュ アル を ベー ス に 構築 され て いる 。 検査 マニ ュ ア ル 廃 止 後 の 考 え 方 に 関す る 一 定 の 目線 も し く は ガイ ドラ イン の 提示 と | 載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
と も に 、 十 二分 な 準備 期間 の 設定 が 必要 と 考え る 。 

181.| 検査 マニ ュ ア ル と 別冊 まで 廃止 する こと に な る の で 、 償 却 引当 の 明解 な 基準 が な く な る と いう 理解 で よい か 。 ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【7ーa】 に 記 

載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
182.| (1) 意見 ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【7ーa】 に 記 





検査 マニ ュ ア ル の 自己 査定 及び 償却 ・ 引 当 に 関す る 別表 の 廃止 が 明記 され て いま す 。 別表 が 廃止 され た 場合 、 償 却 ・ 
引当 の 基礎 と な る 債務 者 区 分 、 金 融 再生 法 に 基づく 開示 債権 や 銀行 法 施行 規則 」 に 基づく 開示 債権 (リス ク 管 理 債権 ) と 
いっ た 銀行 業 の 財務 諸表 等 の 作成 の 基本 と な る 考え 方 及び 償 去 ・ 引 当 実 務 の 根拠 が 失わ れる こと に な り ま す 。 


本 文書 で は 今後 の 改善 の 道筋 と し て 、「・…・ 現 状 の 実務 を 出発 点 に 検討 を 進め 」 る 、 と され て お り 、 償 却 ・ 引 当 実 務 の 





載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
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円 滑 な 移行 を 担保 する た め に 今後 検討 され る 人 金融 商品 に 関す る 会 計 基準 の 改訂 及び 関連 する 法令 諸 規 則 の 改正 の 
動向 を 見 極め な が ら 、 廃 止 の タイ ミン グ を 検討 する こと が 適当 と 考え ます 。 


(2) 根拠 


本 文書 に も ある よう に 「 実 務 で の 誤解 や 戸惑い 、 混 乱 の 生じ な いよ う 、 準 備 期間 を 設け る 」 必 要 が あり 、 そ の た め に は 関 
連 す る 会 計 基 準 及 び 法 令 諸 規則 等 と の 平伏 を 慎重 に 確保 する こと が 肝要 で ある と 考え ます 。 











183.| 検査 マニ ュ ア ル 別 表 の 廃止 が 明記 され 、 各 金融 機関 の 創意 工夫 を 進め や すく する と ある が 、 別 表 が 資産 査定 の より ど | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【7ーa】 に 記 
ころ に な っ て いる と いう の も 現実 で ある 。 検査 マニ ュ ア ル の 廃止 時 期 に つい て は 、 金 融 機関 の 対応 状況 に よっ て は 、 平 | 載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
Fk 31 年 4 月 1 日 に 固執 する こと な く 、 柔軟 に 対応 を お 願い し た い 。 

184.| 金融 検査 マニ ュ ア ル に つい て 、 自 己 査 定 、 償 却 及び 引当 の 別表 を 含め 廃止 する こと が 示さ れ て いま す 。 ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【7 フ ーa】~ 





金融 機関 が 一 般 に 公正 妥当 と 認め られ る 企業 会 計 の 基準 に 従い 、 適 切な 償却 ・ 引 当 を 実施 し 、 そ の 結果 を 財務 諸表 と 
し て 公表 する こと は 、 金 融 機 関 の 財 務 内 容 等 の 透明 性 の 確 介 の た め に も 重要 で あり 、 自 己 査定 は 、 償 却 ・ 引 当 の 準備 
作業 と され て いま す 。 


銀行 は 、 人 金融 機能 の 再生 の た め の 緊 急 措置 に 関す る 法律 (以下 「 金 融 再生 法 」 と いう 。 ) に お いて も 、 決 算 期 に お いて 資 
産 の 査定 を 行い 、 資 産 査定 等 報告 書 を 作成 し 、 内 痢 総理 大 臣 に 提出 し な けれ ば な ら な い ( 金 融 再 生 法 第 6 条 ) と され て 
お り 、 人 金融 再生 法 に お ける 「 資 産 の 査定 」 と は 、 回 収 不能 と な る 危険 性 又は 価値 の 損 の 危険 性 に 応じ て その 有する 債 
権 そ の 他 の 資産 を 区 分 する こと を いい 、 同 法律 施行 規則 第 4 条 第 1 項 に お いて 、① 破 産 更生 債権 及び これ ら に 準ずる 
債権 、② 危 険 債権 、③ 要 管理 債権 、 及 び ④ 正 常 債権 の 4 区 分 と され て いま す 。 


一 方 で 、 金 融 検査 マニ ュ ア ル 自 己 査 定 ( 別 表 1) で は 、 債 権 の 査定 に 当たっ て は 、 原則 と し て 信用 格付 を 行い 、 信 用 格付 
に 基づき 債務 者 区 分 を 行っ た 上 で 債権 の 資金 使途 等 の 内 容 を 個別 に 検討 し 、 担 保 や 保証 等 の 状況 を 勘案 の うえ 、 債 権 
の 回 収 の 危険 性 又は 価値 の 明 損 の 危険 性 の 度合 い に 応 じ て 分 類 を 行う も の と され て お り 、① 正 常 先 、② 要 注意 先 、③ 
破綻 懸念 先 、④ 実 質 破綻 先 及 び ⑤ 破 綻 先 の 5 区 分 と され て いま す 。 な お 、 自 己 査定 (別表 1) (11) に お いて 、 金 融 再 生 
法 に お ける 債権 区 分 と の 関係 が 明示 され て いる こと か ら 、 実 務 上 は 、 自 己 査定 (別表 1) に 基づき 5 区 分 に 分 類 し た うえ 





【7 一 f】 に 記載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 


・ 金 融 再 生 法 や 銀行 法 等 に 基づく 開示 債権 
は 、 い ずれ も 法令 上 、 開 示 義 務 が 定め られ た 
も の で ある た め 、 検 査 マ ニュ アル 別表 の 廃止 
に か か わら ず 、 開 示 制 度 は 存続 する こと と な 
り ま す 。 


・ も っ と も 、 別 表 の 廃止 は 、 金 融 機 関 の 現 状 
の 実務 を 否定 する も の で は な いた め 、 金 融 機 
関 に お いて 、 現 状 の 自己 査定 基準 を 用 いて 、 
償却 ・ 引 当 と 開示 債権 の 分 類 を と も に 行う こ 
と が 否定 され る も の で は あり ませ ん 。 


・ な お 、 資 産 分 類 ・ 償 却 ・ 引 当 等 の あり 方 に つ 
いて は 有識者 、 金 融 機関 、 監査 法人 等 と の 
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で 、 償 却 及 び 引 当 を 実施 する と と も に 、 金融 再生 法 に 基づく 資産 査定 を 公表 し て いま す 。 


金融 検査 マニ ュ ア ル の 自己 査定 (別表 1) が 廃止 され た 場合 、 償 却 及び 引当 の 基礎 と な る 債務 者 区 分 、 金 融 再 生 法 に 
お ける 資産 査定 や 銀行 法 施行 規則 に 基づく 開示 債権 (リス ク 管理 債権 ) と いっ た 銀行 業 の 財務 諸表 等 の 作成 の 基本 と 
な る 考え 方 が 失わ れる こと に な る と 考え ます 。 


し た が っ て 、 現 在 、 企 業 会 計 基 準 委 員 会 に お いて 、 金融 商 品 に 関す る 会 計 基準 の 改訂 に 向け て 検討 を 開始 する こと を 
予定 し て いる こと か ら 、 現 行 会 計 基 準 の 改 計 及び 関連 する 法令 諸 規 則 の 改正 が 行わ れる まで は 、 別 表 に 記載 され て い 
る 資産 査定 の 基本 的 な 考え 方 は 明文 と し て 残す べき と 考え ます 。 


議論 を 通じ て 検討 を 進め て いき ます 。 





185. 


分 類 区 分 に お いて は 、 検 査 マ ニュ アル 上 の 記載 (担保 ・ 保 証 区 分 の 考え 方 、 処 分 可能 見 込 額 の 算出 等 ) に も と づく 計算 
ロジ ッ ク が シス テム 実装 され て お り 、 効 率 的 か つ 正 確 な 集計 が 実現 可能 と な っ て いる 。 検査 マニ ュ ア ル 廃 止 後 、 ど の よう 
な 考え 方 に も と づく 自己 査定 が 求め られ る か を 問わ ず 、 改 修 に は 相応 の 対応 期間 が 必要 に な る 。 各社 実 務 に 混乱 が 生 
じ な いよ う 、 十 二分 な ご 配慮 を いた だ きた い 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【7ーa】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 





186. 


債務 者 区 分 、 分 類 区 分 、 予 想 損失 額 見 積 期間 、 予 想 損失 率 、DCF 法 の 対象 範囲 等 に つい て は 、 す で に に 実務 が 深く 金融 
機関 に 浸透 し て お り 、 検査 マニ ュ ア ル の 廃止 に より 実務 に 混乱 が 生じ な いよ う 、 十 分 な 手当 お よび 準備 期間 を 望む ( 準 
備 が 十分 で な い の に 、 検 査 マ ニュ アル が 廃止 され る よう な こと が な いよ うに 留意 いた だ きた い ) 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【 フ ーa】【7 
ーd】 に 記載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 





187. 


銀行 法 お よび 金融 再生 法 に も と づく 開示 債権 は 、 検 査 マ ニュ アル 上 の 債務 者 区 分 に 則っ て 区 分 し て いる 。 検査 マニ ュ ア 
ル 廃 止 後 、 自 己 査定 結果 と 開示 債権 と の 整合 性 が どの よう な か た ち で 求め られ る か 、 明確 な 方 針 を 提示 いた だ きた い 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【7ーf】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 





188. 


「 金 融 再生 法 に 基づく 開示 債権 」 の み で 役割 は 果たせ る と 考え る た め 、「 金 融 再 生 法 に 基づく 開示 債権 」「 リ スク 管理 債 
権 」 を 統合 し て いた だ きた い 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【7ーg】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 








189. 





(1) 意見 


「 貸 倒 実績 率 等 の 算定 期間 に 関し て は 、 検 査 マ ニュ アル (別表 2) に お いて 妥当 な も の と 認め られ て いる こと を 根拠 と し 
て 、 正 常 先 債権 及び その 他 要 注意 先 債権 に つい て は 今後 1 年 間 の 予想 損失 額 、 要 注意 先 債権 の うち 要 管 理 先 債 権 に 





・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【7ーg】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
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つい て は 今後 3 年 間 の 予想 損失 額 を 見 込む 1<3 年 基準 が 実務 で は 多く 用 いら れ て いま す 。 検査 マニ ュ ア ル が 廃止 さ 
れ た 場合 に は 、1 3 年 基準 の 採用 可否 に つい て 実務 上 の 混乱 が 生じ る 可能 性 が あり ます 。 本 文書 に ある よう に 、 フ ォ 
ワー ドル ッ キ ング な 償却 ・ 引 当 な どの 国際 的 な 考え 方 の 進展 度合 いや 適用 開始 時 期 等 を 参照 し な が ら 、1 3 年 基準 
の 許容 可能 性 及び 移行 期間 等 を 含む 対応 を 検討 する こと が 適当 と 考え ます 。 


(2) 根拠 


検査 マニ ュ ア ル ( 別 表 2) で は 、 債 権 の 平均 残存 期間 を 基本 と し な が ら も 1 3 年 基準 を 許容 する も の と し て いる と ころ 、 
実務 で は 後者 が 多数 派 と な っ て いま す 。 新しい 償却 ・ 引 当 実 務 へ の 移行 に 際 し て 、 一 定 の 激変 緩和 措置 を 準備 し て お 
く こ と は 実務 上 の 混乱 回 避 の た め に 重要 と 考え ます 。 














190.| 貸 倒 引 当 金 の 算定 期間 に つい て * 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【7ーg】 に 記 
、 載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
貸 倒 引 当 金 の 算定 に お ける 貸 倒 実 績 率 等 の 算定 期間 に 関し て は 、 正 常 先 債権 及び その 他 要 注意 先 債権 に つい て は 今 di 
後 1 年 間 の 予想 損失 額 を 、 要 注意 先 債権 の うち 要 管 理 先 債権 に つい て は 今後 3 年 間 の 予想 損失 額 を 見 込む 、 い わ ゆ る 
1 一 3 年 基準 が 現行 実務 で は 多く 用 いら れ て いま す 。 一 般 に 公正 妥当 と 認め られ る 企業 会 計 の 基準 で は 、 一 般 に は 、 債 
権 の 平均 残存 期間 が 妥当 と され て お り ま す が 、 こ の 1 一 3 年 基準 の 取扱 い に つ いて は 銀行 業 の 財務 諸表 等 に 及ぼ す 影 
響 が 極め て 大 きい と 考え られ る こと か ら 、 関 係 者 と 協議 し た うえ で 、 現 行 の 会 計 基 準 の 改訂 及び 関連 する 法令 諸 規則 の 
整備 が 行わ れる まで は 継続 適用 を 許容 すべ き と 考 えま す 。 
191.| 予想 損失 額 見 積 期間 (いわ ゆる 1 一 3 年 基準 ) に つい て は 、 当該 目線 が 実務 か ら 失 われ た 場合 に 、 銀行 に 大 き な 財 務 上 | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【7ーd】 に 記 
の 影響 を 与え る 可能 性 が ある こと か ら 、 し っ か り と し た 議論 が 必要 と 認識 し て お り 、 分 野 別 の 「 考 え 方 と 進め 方 」 に お いて | 載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
ー 定 の 目線 を 示す 等 、 適 切な 手当 を 用 意 す る 必要 が ある も の と 考え る 。 
192.| 金融 検査 マニ ュ ア ル の 記載 が 実務 と し て 定着 し た 会 計上 の 取扱 い に つ いて ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【7ーd】 に 記 





支払 承諾 見 返 に 係る 貸 倒 引 当 金 の 計上 、 破 綻 懸念 先 以下 債権 の 未収 利息 を 原則 資産 不 計上 と する 取扱 い 、 部 分 直接 
償却 の 取扱 い 、DCF 法 を 適用 する 大 口 債務 者 に icis nM (SFA) . BRR THEO 5| 2575 38 00 25 TI 
分 類 額 か ら 合理 的 に 見 積 も ら れ た キャ ッシュ ・ フ ロー に よる 回 収 可能 な 部 分 を 除い た 残額 を 引き 当て る 方 法 (DCF 法 と 





載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
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は 異な る 方 法 ) に つい て は 、 金 融 検査 マニ ュ ア ル の 記載 が 銀行 業 の 財務 諸表 等 の 作成 に お ける 実務 と し て 定着 し て い 
る こと か ら 、 金 融 検査 マニ ュ ア ル 廃 止 後 の 取扱 い に つ いて 、 何らかの 考え 方 を 示す こと が 必要 と 考え ます 。 

















193.| DCF 法 の 対象 範囲 に つい て も 、 現 在 は 検査 マニ ュ ア ル が 実務 上 の 唯一 の 拠り 所 と な っ て いる こと か ら 、 検 査 マ ニュ アル | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【7ーg】 に 記 
廃止 時 に お いて も 、 実 務 の 混乱 と し な ら な いよ うに 、 分野 別 の 「 考 え 方 と 進め 方 」 等 に お いて 一 定 の 目線 を 示す 必要 が あ | 載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
る も の と 考え る 。 

194.| 検査 マニ ュ ア ル の 廃止 と 監督 指針 の 見 直し に 加え 、 金 融 機 関 に お ける 創意 工夫 を 妨げ る 一 因 と な っ て いる 貸出 条件 緩 | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【7ーe】 に 記 
和 債 権 関連 Q &A に つい て も 、 詳 細 な ルー ル を 廃止 し 、 プ リン シ プ ル や 考え 方 を 示す も の へ の 改定 を 検討 いた だ きた | 載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
い 。 

195.| 検査 マニ ュ ア ル 廃 止 に 伴い 、 監 督 指針 の 修正 等 に よる 対応 の 例 と し て 注 1 で リス ク 管 理 債権 の 開示 や 金融 再生 法 に 基 | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【7ーe】 に 記 
づく < 要 管 理 債権 等 の 開示 に つい て 示さ れ て いる が 、「 監 督 指針 」 の 考え 方 に 対す る 「 貸 出 条件 緩和 債権 関係 Q&A」 は 、| 載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
今後 どの よう な 位置 づけ と な る の か 。 また 、 そ れ に 伴い 「 貸 出 条件 緩和 債権 関係 Q &A」 で 、 金 融 検査 マニ ュ ア ル 別 冊 
「 中 小 企業 編 」 の 取扱 い を 参照 する こと と な っ て いる 部 分 に つい て は 、 今 後 の 修正 等 の 見 通し は どう な る の か 。 

196.| 政策 的 な 検討 を 踏ま えて 定め られ た 資産 査定 及び 開示 債権 に 関す る 取扱 い に つ いて ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【7ーe】 に 記 





貸出 条件 緩和 債権 に つい て は 、 銀 行 法 施行 規則 及び 当局 の 監督 指針 の ほか 、 金 融 検査 マニ ュ ア ル 別 冊 [ 中 小 企業 融 
資 編 ] 等 で 留意 事項 が 定め られ て お り 、 政 策 的 な 検討 を 踏ま えて 定め られ た 取扱 いも 含ま れ て いる も の と 理解 し て いま 
す 。 


要 注意 先 に 対す る 債権 に 係る 貸 倒 引 当 金 に つい て は 、 金 融 検 査 マ ニュ アル 等 に 基づき 、 貸 出 条件 緩和 債権 を 含む 要 
管理 先 債権 と その 他 要 注意 先 債権 に 分 け て 引当 計上 する 実務 が あり ます が 、 実 態 に 基づい て 貸 倒 引 当 金 を 計上 する 
観点 か ら 政策 的 な 検討 を 踏ま えて 定め られ た 取扱 い を 廃止 する こと に 異論 は あり ませ ん 。 


し か し 、 法 令 に 準拠 し た 開示 を 行う 観点 か ら は 、 金融 検査 マニ ュ ア ル 及 びそ の 関連 文書 が 廃止 され た 場合 に は 、 銀 行 法 
施行 規則 及び 金融 再生 法 施 行 規則 に 定め る 貸出 条件 緩和 債権 に 該当 する か どう か に つい て の 統一 的 な 判断 基準 が 
無く な る た め 、 実 務 上 の 取扱 い に 幅 が 出る こと も 予想 され ます 。 し た が っ て 、 貸 出 条件 緩和 債権 に 関す る 取扱 い に つ い 





載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 


・ な お 、 資 産 分 類 ・ 償 却 ・ 引 当 等 の あり 方 に つ 
いて は 、 有 識者 、 金 融 機関 、 監査 法人 等 と の 
議論 を 通じ て 検討 を 進め て いき ます 。 
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て は 関係 者 と の 協議 に 基づき 基本 的 な 考え 方 を 明確 に 示す こと が 必要 と 考え ます 。 


な お 、 貸 出 条件 緩和 債権 を 含む リス ク 管 理 債権 に つい て は 、 監 査 対象 と な る 財務 諸表 等 の 注記 事項 で ある こと に 鑑み 
れ ば 、 新 た に 会 計 基 準 に より 定め る こと が 考え られ ます 。 





197. 


財務 諸表 計数 に 影響 を 及ぼ す 項 目 つ いて は 、 プ リン シブ プル や 考え 方 し か 示さ れ な いこ と で 、 比 較 可 能 性 が 担保 され な い 
こと を 避け る こと が 必要 で あり 、 定 義 ・ 算 出 方 法 な ど ガ イダ ンス の 充実 を 検討 いた だ きた い 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【7ーb】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 





198. 


創意 工夫 と 財務 諸表 上 の 開示 に つい て 


基本 的 な 考え 方 を 示し た 上 で 、 各 行 の 創意 工夫 を 認め る 場合 に は 、 そ の 情報 の 利用 者 に 対す る 比較 可能 性 を 担保 する 
た め 、 貸 倒 引 当 金 の 計上 基準 に 係る 注記 等 、 財 務 諸 表 上 の 開示 を 充実 させ る こと が 重要 と 考え ます 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【7ーb】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 





199. 


金融 機関 間 で 債務 者 区 分 の 判断 目線 が 相違 する と 、 投資 家 判 断 に 影響 を 与え る こと も 考え られ る た め 、 慎 重 に 議論 い 
た だ きた い 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【7ーb】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 








200. 





(1) 意 見 


検査 マニ ュ ア ル の 廃止 に よっ て 、 自 己 査定 や 償 去 ・ 引 当 に 個別 金融 機関 の 創意 工夫 が 反映 され た 結果 、 現 状 と の 比較 
に お いて (ポジ ティ ブ な 場合 も 含め て ) 客 観 性 や 透明 性 が 低下 し 、 景 気 後 退 期 に お いて 、 資産 健全 性 に つい て の マー ケッ 
ト に 対す る 説明 力 が 低下 する こと も 、 リ スク シナ リオ の 一 つと し て 赴 定 す べき と 理解 され ます 。 従っ て 、( 本 件 に お いて 制 
度 設 計 の 議論 は 対象 外 で ある が ) 例 えば 当局 設定 の 共通 シン シナ リオ に 基づく スト レス テス ト ( 資 産 査定 結果 の 公表 な ど ) を 
可能 と する 仕組 み も 、 今後 検討 の 余地 が ある の で は な いか と 考え ます 。 


(2) 根拠 


「 検 査 マ ニュ アル の 弊害 に つい て は 記載 の 通り で ある が 、 客 観 的 で 透明 性 の 高い 自己 査定 と 償却 ・ 引 当 制 度 に 貢献 し 
て きた こと も 事実 で あり 、 景 気 後 退 期 に お いて も 、 一 般 的 な 邦銀 の 資産 評価 及び その 結果 と し て の 人 金融 シン シス テム の 健全 
性 に つい て マー ケッ ト か ら 不 信 感 を も た れる よう な リス ク は 限定 的 で めった と 理解 し て いま す 。 





・ 御 指摘 の 点 は 今後 の 参考 に させ て いた だ き 
ます 。 
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201. 


(1) 意 見 


「 検 査 マ ニュ アル の 廃止 は 、 別 表 の 廃止 も 含め 、 こ れ ま で に 定着 し た 金融 機関 の 実務 を 否定 する も の で は な く 、 金融 機 
関 が 現 状 の 実務 を 出発 点 に より 良い 実務 に 向け た 創意 工夫 を 進め や すく する た め の も の 」 で ある こと を 、 金 融 機関 と 十 
分 に 共有 し な が ら 進 め る べき で あり 、「 考 え 方 と 進め 方 」 に 示さ れ て いる よう な ディ スカ ッ シ ョ ン ・ ペ ー パ ー の 活用 や 「 事 
例 」 の 公表 を 効果 的 に 行っ て 頂け な いで し ょ うか 。「 例 えば 、 検 査 マ ニュ アル の 弊害 の 一 つと し て 「 検 査 マ ニュ アル 対応 
を 念頭 に 策定 され た 金融 機関 の 詳細 な 内 部 規定 が 固定 化し 、 行 内 に お いて 自己 変革 を 避け る 口実 と し て 用 いら れ た 
り 、 創 意 工夫 の 障害 と な っ た りす る 。 」 と いう 点 が 紹介 され て いま す が 、 金 融 機関 が 現状 の 規定 体系 及び それ に 基づく 
運用 の 中 で 、 維 持 す べき も の と 見 直す べき も の を 見 極め る 際 の 有益 な 材料 と な る よう に 、 こ うし た も の の 具体 的 な 「 事 
例 」 を 適切 に 公表 すべ き で ある と 考え ます 。 


(2) 根 拠 


多く の 金融 機関 の リス ク 管 理 関 連 規 程 は 、 検 査 マ ニュ アル を 念頭 に 策定 され て いま す が 、 検 査 マ ニュ アル の 廃止 は そ 
の まま 内 部 規定 及び 運用 の 見 直し に 直結 する も の で は な く 、 見 直す べき 部 分 を 適切 に 見 極め る 機会 を 与え る も の で あ 
る こと 、 ま た そう し た 見 極め は 実務 的 に は 容易 で は な いと 考え られ る か ら で す 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【6 一 d】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 


・ 分 野 別 の 「 考 え 方 と 進め 方 」 等 の 策定 に あ 
た っ て は 、 幅 広い 関係 者 と の 意見 交換 ・ 対 話 
を する と と も に 、「 考 え 方 と 進め 方 」 等 を 通じ 
C. 当局 か ら の 参考 事例 の 共有 も 進め て いき 
ます 。 


・ 御 指摘 の 点 は 今後 の 参考 に させ て いた だ き 
ます 。 





202. 


償却 ・ 引 当 の 態勢 に つい て 「 当 局 と し て 着目 すべ き な の は 」、「 当 該 金融 機関 の 業務 や 顧客 の 特性 に 基づい た も の で あ 
っ て 」 と ある が 、 こ れ は 、 例 えば 各 人 金融 機関 が 、 予 想 損失 率 の 算定 方 法 等 の 見 直し を する に あたり 、 現 状 を 分 析 し 、 見 直 
し に 着手 する 等 、 あ る べき 姿 に 向け て 適切 に 進ん で いる の か に 着目 する と いう 理解 で よい か 。 


資産 分 類 や 償却 ・ 引 当 に 関す る 金融 機関 の 
創意 工夫 を より 進め や すく し て いく た め 、 今 
後 、 金 融 機関 の 規模 ・ 特 性 に 応じ た 対応 の あ 
り 方 も 含め 、 現 状 の 実務 を 出発 点 と し た 今後 
の 改善 の 道筋 と し て どの よう な も の が 考え ら 
れる か 、 議 論 の た め の 材 料 で ある こと を 明示 
し た 文書 (分 野 別 の 「 考 え 方 と 進め 方 」) 等 を 
用 いて 関係 者 と 検討 を 進め て いき ます 。 








203. 





償却 ・ 引 当 は 監査 法人 の 監査 の も と に 実施 し て いる が 、 貸 倒 実 績 ベー ス の 引当 率 に より 引当 金 を 算定 し て いる た め 、 個 
社 の 引当 増加 を 柔軟 に 対応 し に くい 状況 に ある 。 検査 マニ ュ ア ル 廃 止 後 は 、 柔 軟 な 対応 を 可能 に し て いた だ きた い 。 





* 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 


・ 検 査 マ ニュ アル の 別表 の 廃止 は 、 金 融 機関 
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が 現状 の 実務 を 出発 点 に より 良い 実務 に 向 
けた 創意 工夫 を 進め や すく する た め の も の で 
す 。 今後 、 資 産 分 類 ・ 償 却 ・ 引 当 等 の あり 方 
に つい て は 人 金融 機関 、 監査 法人 、 有 識者 等 と 
の 議論 を 通じ て 検討 を 進め て いき ます 。 





204. 


統一 的 な 最低 基準 等 が な い 場 合 、 運 用 ルー ル の 制定 (妥当 性 の 検証 も 含め ) な ど 実 務 に 多大 な 影響 が 生じ る こと に 加 
え 、 自 己 査 定 基準 等 が 金融 機関 毎 に 異な る こと で 、 わ が 国 金 融 機 関 の 財 務 諸表 の 透明 性 ・ 一 貫 性 を 歪め 、 信 頼 性 を 低 
下さ せる 可能 性 が ある 。 別 表 1、2 は 金融 機関 に お いて 自己 査定 、 償 却 ・ 引 当 等 に 係る 統一 的 な 基準 ・ 根 拠 と し て の 役 
割 を 果たし て いる た め 、 現 行 の 実務 を 踏ま え 、 今後 示さ れる 「 考 え 方 と 進め 方 」 に お いて は 、 金 融 機関 の 会 計 監査 に 与 
える 影響 等 に つい て 、 金 融 機関 や 監査 法人 、 日 本 公認 会 計 士 協 会 等 と の すり 合わ せ を 十分 行い 、 情 報 等 を 適時 開示 し 
て いた だ きた い 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【7ーc】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 


・ な お 、 資 産 分 類 ・ 償 却 ・ 引 当 等 の あり 方 に つ 
いて は 有識者 、 金 融 機関 、 監査 法人 等 と の 
議論 を 通じ て 検討 を 進め て いき ます 。 





205. 


金融 検査 に 関す る 基本 指針 と の 関係 に つい て 


本 文書 の P.24 に お いて 金融 機関 の 当局 対応 部 署 だ け で な く 、 経 営 上 の 優先 課題 を 重点 に ガバ ナン ス や 企業 文化 の あ 
り 方 等 に も 遡っ て 議論 で きる よう 、 社 外 取 締 役 、 監 査 役 、 経 営 トッ プ 、 顧 客 等 、 金 融 機関 内 外 の 様々 な レベ ル の 者 と の 対 
話 を 行っ て いく こと と され て いま す 。 今後 、「 金 融 検 査 に 関す る 基本 指針 」 せ 3 一 2(3) に お ける 会 計 監 査 人 と の 意見 交換 
は どの よう に 行わ れる の か を 明確 に され る こと を 要望 し ます 。 


金融 モニ タリ ング に お いて 個別 債務 者 に 係る 自己 査定 の 検証 を し な く な っ た た め 、 自 己 査定 に 関し て の 会 計 監 査 人 と 金 
融 検査 官 の 意見 交換 は ほぼ 行わ れ な く な っ て いる と 考え ます 。 今後 、 金 融 検査 マニ ュ ア ル が 廃止 され る こと に 伴い 幅広 
く 対話 が 行わ れる 際 に 、 会 計 監 査 人 と の 意見 交換 は 行わ れる の か 、 ま た 、 行 われ る 場合 の 意見 交換 の 目的 、 方 法 や 対 
象 と する 範囲 等 を 示し て いた だ きた いと 考え ます 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【7ーc】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 


資産 分 類 ・ 償 却 ・ 引 当 等 の あり 方 に つい て 
は 有識者 、 金 融 機関 、 監 査 法 人 等 と の 議論 
を 通じ て 検討 を 進め て いく 予定 で す が 、 そ こ 
で の 議論 等 を 踏ま えて 策定 され る 「 考 え 方 と 
進め 方 」 等 を も と に 、 金 融 庁 は 会 計 監査 人 と 
も 対話 し て いく こと に な り ま す 。 








206. 





企業 会 計 基 準 委 員 会 と の 連携 に つい て 


現在 、 企 業 会 計 基 準 委員 会 に お いて 、 人 金融 商品 に 関す る 会 計 基 準 の 改訂 に 向け て 検討 を 開始 する こと を 予定 し て いる 





・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【7ーc】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
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こと か ら 、 平 払 を 合わ せる た め に 相互 に 連携 し な が ら 検 討 を 進 め て いた だ く こ と が 望ま し いと 考え ます 。 





207. 


外部 監査 に お いて は 、 監 査 法人 の 中 に は 、 平 成 29 年 7 月 の 監査 事務 所 検査 結果 事例 集 の 「 会 計上 の 見 積 り の 監査 」 
で も 掲載 され て いま し た よう に 、 貸 出 金 の 自己 査定 (債務 者 区 分 の 適切 性 ) や 貸 倒 実績 率 の 正確 性 な ど 基本 的 な 項目 
で 指摘 され て いま し た 。 この よう な こと で は 、 小 口 の 資産 査定 は 、 金 融 機関 に お いて 引当 等 の 管理 態勢 が 整備 され 、 有 
効 に 機能 し て いれ ば 、 引 き 続 き 、 そ の 判断 を 原則 と し て 尊重 する に し て も 、 そ れ は 人 金融 庁 や 財務 局 が 当該 金融 機関 に 実 
際 に 立入 検査 を し な いと 判断 で き な い の で は な いで すか 。 で き な い 場合 に は 、 監 査 法人 に よる 会 計 監 査 を 信用 する ほか 
は な い の で し ょ うか 。 上 記 の と お り 、 監査 事務 所 検査 で 貸出 金 の 自己 査定 (債務 者 区 分 の 適切 性 ) や 貸 倒 実績 率 の 正 
確 性 な ど 会 計上 の 見 積 り の 監査 に お いて 指摘 され た 監査 法人 が 会 計 監 査 を 行っ た 金融 機関 に つい て 、 放置 し た まま で 
は その 人 金融 機関 の 情報 開示 は 信用 で き な く な り ま す が 、 ど の よう に 対処 し て いる の で すか 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【7ーb】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 


・ 当 局 と し て は 、 金 融 機 関 の 自己 査定 ・ 償 却 ・ 
引当 の 態勢 が 、 会 計 基準 に 沿っ た 適切 な 償 
却 ・ 引 当 が 実現 で きる よう 全体 と し て 適切 に 
機能 し て いる か 否 か 、 償 却 ・ 引 当 の 水準 が 全 
体 と し て 適切 か 否 か に つい て 着目 し 、 平 成 25 
及び 26 事務 年 度 金融 モニ タリ ング 基本 方 針 
に ある と お り 、 個 別 ・ 資 産 査 定 の 検証 に お い 
て 、 金 融 機関 の 健全 性 に 影響 を 及ぼ す 大 品 
与信 以外 に つい て は 、 一 定 の 態勢 整備 が な 
され て いれ ば 、 原 則 と し て 金融 機関 の 判断 を 
尊重 し ます 。 





208. 


P30 に お いて 資産 分 類 ・ 償 却 ・ 引 当 に つい て は 今後 金融 機関 や 有識者 等 と の 検討 ・ 対 話 を 進め て いく と ある が 、 金 融 検 
査 マ ニュ アル の 廃止 に 伴い 、 引 当 基 準 が 今後 、 金 融 機関 に 求め られ る 償却 ・ 引 当 の 適切 性 が 海外 の 基準 の 準用 や 将 
来 の 経済 環境 の 変化 を 見 越し た 水準 な ど に より これ まで 以上 の 水準 を 求め る こと の な いよ う 、 過 去 の 実務 や 我が国 の 
会 計 基準 と の 整合 性 を 踏ま えて 慎重 に 議論 し て いた だ きた い 。 


・ 全 体 の 引当 の 水準 の 十分 性 や 、 金 融 機 関 
の 償却 引当 の 考え られ る 工夫 等 に 着目 し て 、 
現状 の 実務 を 出発 点 と し た 今後 の 改善 の 道 
筋 と し て どの よう な も の が 考え られ る か 、 有 識 
者 、 金 融 機 関 、 監 査 法人 等 と の 議論 を 通じ て 
検討 を 進め て いき ます 。 








209. 





小 規模 な 金融 機関 へ の 配慮 に つい て 


金融 検査 マニ ュ ア ル の 廃止 に 当たっ て は 、 小 規模 な 金融 機関 へ の 配慮 と し て 、 自 己 査 定 、 償 却 ・ 引 当 等 に つい て の 基 
本 的 な 考え 方 を 示す よう な 配慮 が 考え られ ます 。 
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資産 分 類 や 償却 ・ 引 当 に 関す る 金融 機関 の 
創意 工夫 を より 進め や すく し て いく た め 、 今 
後 、 金 融 機関 の 規模 ・ 特 性 に 応じ た 対応 の あ 
り 方 も 含め 、 現 状 の 実務 を 出発 点 と し た 今後 








の 改善 の 道筋 と し て どの よう な も の が 考え ら 
れる か 、 議 論 の た め の 材 料 で ある こと を 明示 
し た 文書 (ディ スカ ッ シ ョ ン ・ ペ ー パ ー) 等 を 用 
いて 関係 者 と 検討 を 進め て いき ます 。 





210. 


地方 の 信用 金庫 本 部 で 長年 資産 査定 管理 部 門 に 携わっ た 者 と し て お 願い し た いこ と は 、 金 融 検 査 マ ニュ アル 廃止 と 簡 
単に 言わ れる が 、 地 方 で 自己 査定 (別表 1) や 償却 ・ 引 当 ( 別 表 2) を 理解 する の に 血 の に じ む 思い で 必死 勉強 し 金融 検査 
の 時 も プレ ヒア リン グ 時 に は た っ た 一 人 で 対応 し 、 挙句 の 果て に は 東海 財務 局 OB の 役員 に 同席 し て いた 時 間 が 無駄 で 
あっ た と 言わ れ た 者 と し て 、 言 わせ て いた だ きた い 。 


金融 検査 マニ ュ ア ル の 資産 査定 管理 態勢 の 確認 検査 用 チェ ッ ク リ スト に 掲載 され て いる 「 別 表 に お ける 留意 事項 」、「 自 
己 査 定 (別表 1)」 お よび 「 償 却 ・ 引 当 ( 別 表 2)」 は 最低 限 残し て いた だ きた い 。 


また 、 自 己 査定 を 行っ て いる と 必ず 貸出 条件 緩和 債権 の 判定 要 否 は 必要 と な り ま す が 、 貸 出 条件 緩和 債権 は 金融 検査 
マニ ュ ア ル 、 金 融 検査 マニ ュ ア ル 別 冊 〔 中 小 企業 融資 編 〕 及 び 総 合 的 な 監督 指針 の リス ク 管 理 債権 の 開示 な ど 理 解 し な 
いと いけ な いこ と か ら 、 金融 検査 マニ ュ アル 廃止 云々 より も 総合 的 な 監督 指針 も 整理 願い た い 。 総合 的 な 監督 指針 も 主 
要 行 向け 、 中 小 ・ 地 域 金 融 機 関 和 生け など が あり ます が 、 共 通す る 項目 も あり 、 金融 検査 マニ ュ ア ル と 統合 する と か な り ス 
マー ト に な る の で は な いで し ょ うか 。 例え ば 、 金 融 検査 マニ ュ ア ル 、 金 融 検 査 マ ニュ アル 別冊 [中 小 企業 融資 編 〕、 貸 出 
条件 緩和 債権 Q&A、 中 小 ・ 地 域 金 融 機関 向け の 総合 的 な 監督 指針 及び 様式 ・ 参 考 資料 編 を 合わ せる と 1 ペー ジ は 
下らない 大 部 と な り ま す が 、 こ れ ら は 長年 、 金 融 庁 だ け で な く 各 財務 局 や 被 検査 金融 機関 の 蓄積 し た いわ ば 財産 又は 
至宝 で も あり 、 別 途 参 考 資料 と し て 残し て いた だ き 、 当局 だ け で な く 金 融 機関 や 一 般 国民 か ら も いつ で も 参照 で きる よう 
に し て いた だ く こ と も 検討 し て いた だ きた い 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【7ーa】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 








211. 





私 は 信用 金庫 本 部 で 平成 13 年 1 月 か ら 平 成 21 年 4 月 末 迄 を 資産 査定 室 、 監 査 部 資産 査定 グル ー プ 及び 資産 管理 部 
資産 査定 グル ー プ で 8 年 4 か 月 に 号 り 、 自 己 査定 お よび 償却 ・ 引 当 そ し て 税務 申告 を 行う 資産 査定 管理 部 門 で 過ごし て 
きま し た 。 その 間 、4 回 の 金融 庁 検 査 (財務 局 ) と 2 回 の 日 銀 考 査 を 直接 金融 証券 検査 官 や 考査 員 と 対 財 し て きま し た 。 
小 規模 な 金融 機関 で あっ た こと か ら 、 資産 査定 管理 部 門 は 最低 で も 2 名 いな いと いけ ませ ん が 、 実 哲 私 一 人 だ け で し 
た 。 ご 承知 の と お り 、 平 成 十 年 代 は 金融 検査 マニ ュ アル 、 金 融 検査 マニ ュ ア ル 別 冊 〔 中 小 企業 融資 編 ]、 金 融 商品 会 計 





・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【7ーa】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
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を は じ め と する 時 価 会 計 導 入 、 貸 出 条件 緩和 債権 導入 、 部 分 直接 償却 、 バ ルク セー ル な ど あ ら ゆ る 困難 を 乗り 越え た 
激動 の 時 期 で し た 。 よっ て 、 私 は 決死 の 覚悟 で や り 遂 げ 、 平 成 20 事務 年 度 金融 検査 評定 に お いて 資産 査定 部 門 で A 評 
価 を いた だ きま し た 。 今 で も 、 あ の 時 の 苦し さと 達成 し た 喜び は 忘れ られ ませ ん 。 


今回 、 検 査 マ ニュ アル の 別表 も 廃止 する と いう こと で す が 、 金 融 機関 の 自己 査定 お よび 償却 ・ 引 当 は この 別表 に 基づい 
C, 骨格 が 出来 上 が っ て お り 、 定 着 し て いま す 。 検査 マニ ュ ア ル 導 入 前 に は 、 立 入 検査 直後 に 融資 先 の も と へ 決算 書 を 
慌て て 徴 求 する と いう 始末 で し た 。 


3. 検査 ・ 監 督 に 関す る 方 針 の 示し 方 (1 ) 検 査 マ ニュ アル に つい て 、8 年 余り 自己 査定 お よび 償却 ・ 引 当 を 担当 し た か ら 
こそ 、 概 ね よく 理解 で きま す 。 


金融 庁 に 対し て 、 お 願い し た いこ と は 、 長 年 担当 し て きた 者 に と っ て 、 簡 単に 別表 を 廃止 する と いう ふう な 表現 は 使っ て 
も らい た く な い 。 別表 を 別 の 形 で も 残し て いた だ きた い 、。 今後 、 検 討 さ れる の で あれ ば 、 過 去 の 実務 経験 者 も その 会 合 に 
加え て いた だ きた い 。 別表 に 記載 され て いる 「 自 己 査 定 基準 の 適切 性 の 検証 」、「 自 己 査定 結果 の 正確 性 の 検証 」、「 償 
却 ・ 引 当 基準 の 適切 性 の 検証 」 及 び 「 償 却 ・ 引 当 結果 の 正確 性 の 検証 」 は 、 資 産 査 定 管理 に 携わっ た 者 の 稔 持 と し て 胸 
に 刻ん で いま す 。 


併せ て 、 金 融 検査 マニ ュ ア ル や 金融 検査 マニ ュ ア ル 別 冊 〔 中 小 企業 融資 編 ]} に つい て も 、 金融 機関 向け ガイ ダン ス ( 手 引 
き ) と し て 残し て いた だ く こ と に より 、 経 営 者 が 仮に 横着 を し よう と 考え て も 、 それら を 根拠 に 示す こと で ブレ ー キ を 掛け る 
こと が で きま す 。 また 、 当局 や 会 計 監査 人 と 議論 を 交わ す と き に も それ ら に 基づい て 、 共通 言語 と し て 使用 する こと も で 
きま す 。 


その 辺り は 、 金 融 機関 の 実務 担当 者 か ら の 声 も 十分 聞い て いた だ き 、 尊 重 し て いた だ く よ う ご 配慮 願い ます 。 








212. 





私 は 、 信 用 人 金庫 の 資産 査定 管理 部 門 で 平成 13 年 1 月 か ら 平 成 21 年 4 月 末 ま で 自己 査定 お よび 償却 ・ 引 当 に 加え て 、 
別表 11 に 係る 税務 申告 に 至る 業務 を 担っ て いま し た 。 その 間 、 金 融 庁 (財務 局 ) 検 査 を 4 回 受け 、 中 に は プレ ヒア リン グ 
を 6 人 の 人 金融 証券 検査 官 の 前 で 実質 一 人 で 受け た こと も あり まし た 。 信金 の よう な 小 規模 で 協同 組織 金融 機関 と な り ま 
す と 、 私 な ど は 人 金融 検査 マニ ュ アル 、 金 融 検査 マニ ュ ア ル 別 冊 〔 中 小 企業 融資 編 ]、 貸 出 条件 緩和 債権 Q&A、 中 小 ・ 地 
域 金 融 機関 向け の 総合 的 な 監督 指針 、 会 計 基準 (日 本 公認 会 計 士 協 会 実務 指針 も 含む ) 、 法 人 税 に 関す る 知識 や 金 
融 業務 に 関連 する 全て の 知識 を 自ら 必死 で 習得 し 、 資 産 査定 実務 に 取組 み ま し た 。 加え て 、 人 金融 検 査 評定 制度 も あり 、 





・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【7ーa】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
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同僚 で あっ て も 資産 査定 業務 に お いて は 厳し く 当 た り ま し た の で 内 な る 敵 も 多く あっ た と 思い ます 。 そし て 、 親族 が 長い 
間 理 事 長 を 務め て いた こと も あり 、 現 理事 長 も 就任 する 10 年 も 前 か ら 理 事 長 経験 者 の 相談 役 か ら 半 ば 公然 と 指名 され 
て いま し た 。 役員 も トッ プ に 気 に 入 れ られ た 者 し か 就任 で きず 、 特 に 自己 査定 お よび 償却 ・ 引 当 な ど は 検査 官 と 激しく 向 

合う 損 な 役回り で す の で 、 担 当 す る 役員 は いま せん で し た 。 従っ て 、 私 が 正確 か つ 適 切な 自己 査定 お よび 償却 ・ 引 当 
を 行う た め に 債務 者 企業 の 実態 把握 を し っ か り 行 う よ う 指 導 し て も 、 資 産 査 定 管理 部 門 は 直接 に は 収益 を 生ま な いこ と 
も あり 、 営業 店 長 か ら 役員 へ の 謀 言 で 私 か ら の 説明 を 聞き も せ ず 、 役 員 か ら 叱責 を 受け た こと が あり ます 。 その 中 で 、 私 
は 平成 21 年 1 月 の 金融 検査 で 資産 査定 管理 態勢 に お いて 「A 評 価 1| を いた だ いた の は 私 の 長い 間 の 労苦 が 報 わ れ た と 
の 思い が あり まし た 。 し か し な が ら 、 信 金 か ら の 評価 は それ ほど で も あり ませ ん で し た 。 本 方 針 案 の (1) 検 査 マ ニュ アル 
に つい て 記載 され て いる 27 か ら 30 ペ ー ジ に つい て の こと は 全く その 通り で あり ます 。 し か し な が ら 、 ル ー ル と プリ ン シ プ 
ル の バラ ンス 重視 と 言わ れ ま す が 、 そ れ は メガ バン ク や 一 部 有力 地銀 に 当て は まる こと で 、 信 用 金庫 は し め と する 地域 
金融 機関 に は 時 期 尚早 で は な いか と 感じ ます 。 


私 自身 は 、 自 己 査定 お よび 償却 ・ 引 当 に 係る 資産 査定 管理 は 、 ガ バナ ンス (内 部 統制 ) の 縮図 だ と 確信 し て いま す 。 そ 
の こと は 、 よ く ご 存じ な の は 人 金融 庁 や 財務 局 の 金融 証券 検査 官 で は な いで すか 。 各 金融 機関 に お ける 自己 査定 お よび 
償却 ・ 引 当 に 係る 資産 査定 管理 業務 は よう や く 定 着 し て きま し た 。 金融 機関 の 中 に は 、 金 融 検 査 マ ニュ アル 廃止 で 資産 
査定 管理 業務 を 疎か する よう な と ころ も 出 て くる か も し れ ま せん 。 私 や 私 と 同様 の 自己 査定 お よび 償却 ・ 引 当 を 担っ た 金 
融 機 関 行 職員 は 、 当 時 の 経験 が 徒労 に 終わ っ た と 感じ て いる 者 が 少な か ら ず いる は ず で す 。 こ の よう な 重大 事 に つい て 
lk, 私 自身 も 本 方 針 案 を 検討 する 会 議 で 意見 を 述べ させ て いた だ きた いと 思う ぐら いで す 。 自己 査定 お よび 償却 ・ 引 当 
は 、 自 金融 機関 の 健全 性 を 維持 ・ 向 上 させ る た め の 金 融 機関 職員 が 最も 身 に 付け な けれ ば いけ な い 基 本 知識 で ある と 
確信 し て いま す 。 こ の 間 の ノウ ハウ を 無駄 に し な いよ う 慎 重 に 検討 し て いた だ きた い 。 








213. 





検査 ・ 監 督 の 優先 順位 の 機動 的 な 見 直し に より 、 報 告 義務 も 従来 以上 の スピ ー ド で 変化 し て いく こと が 予想 され る 。 金融 
機関 側 に 過度 な 負担 が 発生 する こと な いよ う 、 報 告 義務 の 内 容 ・ 頻 度 ・ 提 出 方 法 、 そ の 後 の 必要 な 人 金融 庁 内 情報 共有 
に つい て は 、 近 年 の 情報 技術 の 進展 も 踏ま え 、 金 融 庁 内 で 適切 な イン フラ ・ 体 制 整備 が 行わ れる こと を 希望 する 。 


また 、 こ うし た 対話 に あたっ て は 、 特 定 領域 に お ける 高度 な 専門 知識 に 加え 、 大 局 的 ・ 経 営 的 視点 も 必要 と 考え られ 、 両 
面 か ら の 対話 が 可能 な 人 材 を 育成 ・ 確 保 い た だ きた い 。 





・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【9 一 a】【9 
ーb】 に 記載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
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214. 


各地 域 金 融 機関 が 置か れ て いる 状況 は 、 各 地域 の 経済 状況 等 に より 区 々 で ある た め 、 貴 庁 が 金融 機関 毎 に 専 担 者 を 
置く こと で 、 よ り 理 解 ・ 把 握 す る こと が 可能 に な る と 思わ れる 。 金融 機関 も 自 行 を よく 知っ て いる 専 担 者 が いる こと で 、 対 
話し や すい 環境 が 整備 され て いく と 思わ れる 。 し た が っ て 、 検 査 官 の 担当 期間 の 長期 化 や 同じ よう な 環境 に ある 金融 機 
関 を 複数 担当 する な ど 、 検 査 官 の 体制 を 柔軟 に 工夫 し て いた だ きた い 。 例え ば 、 メ ガバ ンク 等 と 同様 、 地 銀 に お いて も 
貴 庁 の 専 担 者 を 設置 する こと や 、 エ リア 毎 の 実情 に 熱 知 し た 「 地 銀 チ ー ム 」、「 地 銀 ス ペ シ ャ リ スト 」 を 養成 する こと 等 も 考 
えら れる 。 


* 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【9 一 a】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 





215. 


探求 型 対話 を 実施 する に あたっ て は 、 本 方 針 案 に 記載 の と お り 、 特 定 の 領域 で は 高度 な 専門 知識 が 必要 と 考え られ 


る 。 


また 、 本 方 針 案 の 実 現に 向け て は 、 単 に 専門 的 で ある だ け で な く 、 特 定 の 領域 で あっ て も 大 局 的 な 視点 や 経営 的 な 視 
点 を 踏ま えて 対話 で きる 必要 が ある こと か ら 、 こ うし た 人 材 を 育成 ・ 確 保 い た だ きた い 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【9 一 a】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 





216. 


形式 基準 が な く な り 、 裁 量 部 分 が 増加 する こと で 、 検 査 官 毎 に バラ つき の ある 検査 ・ 監 督 と な ら な いよ う 、 貴 庁 に お いて 、 
今回 の 見 直し の 考え 方 を 検査 官 等 に 理解 ・ 浸 透 さ せる と と も に 、 金 融 機関 の 実態 を 踏ま は えて 対話 の で きる 専門 人 材 を 育 
成 し て いた だ きた い 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【9 一 a】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 








217. 





Diversity of business models in asset management - We also applaud JFSAs philosophy of "no one size fits all" 
and customising the supervisory approach to the individual firm. It is important to recognise that the asset 
management business model is fundamentally different than that of other financial institutions such as 
commercial banks, investment banks and insurance companies. Asset managers act on behalf of clients and 
receive stable fee-based income stream. They do not invest with their own balance sheets by engaging in 
principal trades with clients, nor do they guarantee investor principal or provide liquidity for funds. Even 
amongst asset managers there are many different business models. Some firms manage product and 
distribute directly to retail; others use an intermediated model; still others focus on managing for institutions; and 
there is the developing trend of using technological platforms or robo-advisors to offer investment products and 
Hence we 


advice. There are index, traditional active, and alternatives specialists; and many combinations. 





・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【2 一 a】【9 
ーa】 に 記載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 


・ 検 査 ・ 監 督 を 改善 し て いく に あたっ て は 、 幅 
広い 関係 者 の 御 意見 を よく 聞い て いき ます 。 
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agree with the JFSA's proposal of developing specialised sector-specific and firm-specific knowledge amongst the 
supervisory staff so that they are able to focus their attention on the most relevant risks. — To the extent that the 
JFSA draw upon industry expertise to help with the evolution of the supervisory approach, It is imperative that a 
diverse slate of private sector members are assembled. This will ensure FSA receives the benefit of different 


opinions to form a balanced view. 





218. 


人 材 育 成 


金融 機関 の 検査 ・ 監 督 に 求め られ る 専門 性 は 高まっ て いる た め 、 官 民間 の 人 材 交流 の 活発 化 等 も 含め て 、 当局 に お け 
る 専門 人 材 の 育成 に 注力 し て いた だ く よ う 要望 し ます 。 複雑 な デリ バテ ィ ブ 規制 等 に 関し て は 、 ロ ー テ ーション の 長期 化 
や 外部 人 材 の 活用 に より 体系 的 な 知見 を 有する 人 材 の 確保 が 求め られ ます 。 中 途 採用 職員 の 待遇 や 期間 に 柔軟 性 を 
持た せる こと に より 、 急 速 に 変化 する 金融 市 場 に 遅れ な いよ う 、 国 際 的 な 知識 、 外 交 交 渉 力 を 持っ た 人 材 の 育成 、 確 保 
を 図っ て いた だ く よ う お 願い し ます 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【9 一 a】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 


・ 高 度 か つ 多 様 な 課題 に 対応 し て いく た め に 
は 、 金 融 庁 が 組織 と し て 高い 専門 性 を 持ち 続 
ける 必要 が ある と 考え て いま す 。 そ の た め 、 
人 事 ロ ー テ ーション の 長期 化 を 含め た 中 長期 
的 な 視点 に 立っ た 専門 人 材 の 計画 的 な 育成 
や 、 最 先端 の 知見 を 取り 入れ る た め の 外 部 
の 優れ た 専門 人 材 の 積極 的 な 登用 等 を 行っ 
て いき ます 。 





219. 


Drawing expertise from the industry - As the proposal is a major shift from the current supervisory approach, it 
will take some time to retrain staff so that they are equipped with the knowledge to assess what are sustainable 
business models. We therefore propose that the FSA continues its practice of consulting industry groups 
and trade associations on a regular basis on the changing business environment and practices. In particular 
FSA may want to set up working groups with members drawn from the private sector to work on individual 


regulatory themes. (K) is fully committed to supporting the JFSA by sharing our expertise. 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【9 一 a】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 


・ 検 査 ・ 監 督 を 改善 し て いく に あたっ て は 、 幅 
広い 関係 者 の 御 意見 も よく 聞い て いき ます 。 








220. 





金融 行政 と 金融 機関 の 目的 の 方 向 は 同じ で あり 、 目 的 が 同じ で あれ ば 、 ノ ウ ハ ウ を 共有 する こと が 望ま し いた め 、 可 能 
で あれ ば 、 貴 店 職員 の 研修 に 金融 機関 の 職員 も 参加 で きる よう に する な ど 、 貴 店 と 金融 機関 の 人 材 交流 を 活発 化す る 





・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【9 一 a】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
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こと を 検討 し て いた だ きた い 。 


・ 金 融 行政 に 求め られ る 専門 性 や 知見 を 向 
上 させ る た め 、 研 修 の 内 容 や 実施 方 法 を 見 
直し て いき ます 。 その 中 で 、 金 融 庁 と 金融 機 
関 の 人 材 交流 の 機会 を 増やす こと が 出来 る 
よう 、 柔軟 か つ 不 断 に 検討 を 行っ て いき ま 
す 。 





221. 


海外 当局 か ら 職員 を 日 本 に 派遣 ・ 常 駐 し て も ら っ て は どう か 。 下記 の よう な 目的 に 資す る の で は な いか 。 
海外 に お ける 制度 調査 の 窓口 
外国 銀行 在 日 拠点 に 対す る モニ タリ ング 
我が国 金融 機関 の 海外 展開 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【9 一 a】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 


・ ご 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 今後 の 参考 
に させ て いた だ きま す 。 





222. 


ステ ー ク ホル ダー か ら 適 時 に 率直 か つ 不 安 な く 意 見 ・ 提 言 ・ 批 判 が 出さ れ 、 問 題 の 是正 ・ 継 続 的 な 改善 を 可能 と する 仕 
組み を 金融 庁 の 外部 に 独立 し た 形 で 構築 すべ き で は な いか 、。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【8 一 a】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 





223. 


昨今 の 社会 経済 に お ける 環境 変化 の スピ ー ド は 著しく 、 経 営 判断 も 難し く な っ て き て お り 、 そ れ と 同時 に 、 経 営 の 選択 
肢 も 増え て き て いる 。 こ の よう な 環境 下 で は 、 方 針 に も 記載 が ある と お り 、 金 融 庁 の 職員 の スキ ル ア ッ プ に 加え て 、 金 融 
行政 が 正しい 方 向 に 進む よう 外部 の 意見 も 取り 入れ て 運営 する こと が ます ます 重要 に な る と 考え て いる 。 


た だ し 、 外部 の 意見 も 偏っ た 意見 だ け を 取り 上 げ て し まえ ば 、 公平 ・ 公 正 な 判断 が 阻害 され る 懸念 が ある 。 外部 の 意見 
に 加え て 金融 機関 の 現場 の 実情 に も 広く 目 を 向け て いた だ く な ど 適 切な 運営 を お 願い し た い 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【8 一 a】【9 
ーa】 に 記載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 








224. 





「 働 き 方 改革 」 が 求め られ る な か 、 既存 業 務 の 見 直し が 課題 と な っ て いる た め 、「 優 先 度 の 低い 情報 の 報告 義務 」 の 見 直 
し を 進め て いた だ きた い 。 





・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【3 一 a】【9 
ーb】【9 一 dq】 に 記載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ 
さい 。 
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225.| 基本 方 針 案 で は 、 優 先 度 の 低い 情報 の 報告 義務 の 見 直し 等 に つい て 言及 され て いる 。 こ の 点 、 例 えば 、 人 金融 円 滑 化 法 | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【3 一 a】【9 
の 適用 期限 終了 後に も 求め られ て いる 任意 報告 の 廃止 な ど 、 か つて の 政策 目的 に 基づい て 要請 され て きた 報告 事項 | 一 】 に 記載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
の うち 、 既に 報告 不要 と 判断 され る も の に つい て は 抜本 的 に 廃止 いた だ く な どの 対応 を ご 検討 いた だ きた い 。 
226. 基本 方 針 案 で は 、 金 融 機関 等 か ら の 情報 収集 に 関し て 、 金融 当局 内 に お いて 重複 徴 求 が 生じ な いよ うな 情報 共有 の あ | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【3 一 a】【9 
り 方 を 実現 する と し て いる 。 こう し た 点 に つい て は 、 人 金融 当局 お よび 日 本 銀行 の 間 に お いて も 配慮 いた だ く な ど 、 金 融 機 | 一 q】【11 一 a】 に 記載 し て お り ま す の で ご 覧 く 
関 に と っ て で きる 限り 効率 的 で 事務 負担 が 少な く な る よう に ご 検討 いた だ きた い 。 だ さい 。 
227.| P.34「 優 先 度 の 低い 情報 の 報告 義務 に つい て は 見 直し を 進め る 」 に つい て 、 ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【3 一 a】【9 
ーb】【9 一 dg】 に 記載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ 
昨今 、 ご 当局 は 人 金融 機関 の 負担 軽減 の た め 、 報 告 ・ 届 出 の 見 直し 要望 を 毎年 募集 し て いた だ き 、 検 討 ・ 対 応 い た だ いて ] 載 d 5 
いる 。 本 項目 の 記載 も 報告 義務 の み で な く 、 届出 義務 に 関し て も 現在 の 実態 を 踏ま え 見 直し を 検討 いた だ きた い 。 i 
・ ま た 、 報 告 制度 の みな ら ず 届出 制度 の 見 直 
し に つい て も 検討 し て いき ます 。 
228.| 優先 度 の 低い 情報 の 報告 義務 の 見 直し で す が 、 報 告 徴収 命令 の 対象 に 関す る 見 直し を 想定 し て いる で し ょ うか 、 あ る | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【3 一 a】【9 一 
い は 、 銀 行 法 ・ 保 険 業 法 な ど に 基づく 不祥事 件 届出 制度 や 金融 商品 取引 法 に 基づく 事故 等 届出 制度 の 見 直し を 想定 し | d】 に 記載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
て いる で し ょ うか 。 
・ ま た 、 報 告 制度 の みな ら ず 届出 制度 の 見 直 
し に つい て も 検討 し て いき ます 。 
229.| 効率 的 か つ 納 得 性 の ある 検査 ・ 監 督 を 実現 する た め に は ICT の 利 活用 が 必須 で ある た め 、 タ イト ル を 「ICT の 徹底 的 な | ・ 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 
活用 」 等 に 変更 し 、ICT の 利 活 用 に 関す る 内 容 を 充実 させ る と と も に 、 セ キュ リティ 面 に つい て も 盛り 込む べき で は な い | | 
5 ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【9 一 b】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
230.| Data Centric Technology Approach ・ 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 
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To realize JFSA's objectives, ( 略 ) sees a real opportunity to apply a data-driven technology strategy. A 
'connected' supervisor, with access to the firm's data residing in the firm's own compliance reporting tools, is a 
first step. We propose to go one step further with the establishment of a continuous flow of data from the 


regulated entities to the regulator in a form set out by the regulator. 
Pillar 1: Enforcement 
- Real-Time monitoring of Data and Alerts 


This would enable the regulator to monitor the incoming data in real-time and apply models based on the 
minimum standards to this data. This real-time data-stream would then feed into the dashboard view on which 
the supervisor can, at any point in time, review the company's status. Furthermore, an alerts system could be 
added on top of this, which would analyse the continuous flow of data through predefined models, alerting the 
regulator when a breach is about to happen or has happened. When such an alert happens, the supervisor would 
be able to proactively contact the firm and work together to contain the damage, as well as understanding the 
root cause. This would enable the regulator to take a preventative and proactive action, instead of writing fines 
when incidents have happened or spend too much time working on past incidents with a low probability of 
occurring again in the future. The regulated entities posing the highest risk could be flagged and followed-up on 


a more regular basis. 
- . Visual Analytics 


The visualization of the data on the dashboard view is of extreme importance, as it enables the regulators to look 
at certain data from different viewpoints. It brings the possibility to take a more pragmatic and holistic approach, 
as the data can be set against different reference points and contextualized. When suggesting the application of 
visual analytics to the data, we intend to go beyond 'simple' charts and dashboards and including the critical 
steps of exploration, analysis, and collaboration. Visual analytics enable the thoughts of the user to go in any 


direction while leveraging the visual perceptual system to guide the user down the most useful paths. They are a 





・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【9 一 b】 に 語 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
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means to accelerate the process of understanding and analysing the data. 





Pillar 2: Dynamic Supervision 
- Predictive Analytics 


Those companies complying with the minimum standards could be analysed at a different level. With the 
predictive analytics and the continuous feeding of external information into the system, relevant predictions 
about sustainability of the business model and profitability can be made. These predictions on probability could 
serve as the foundation for further analysis. This is especially relevant to the second pillar in which the JFSA is 
looking to take a more future-aware stance. For those companies whose predictions aren't positive even though 
they currently comply with the minimum standards, additional monitoring could be set up, or the regulator could 


take proactive action, as it is in the best interests of the company to be prepared for potential future challenges. 


Pillar 3: Disclosure & Engagement 





- . Alerts system replacing the sandbox 


For the third pillar, in which disclosure and engagement are central, this data-centric approach would be very 
beneficial and highly innovative. A new and global trend amongst regulators is the use of sandboxes in different 
guises. While this is an absolute positive trend, (B%) sees an opportunity to go beyond these and to shorten the 
time to market of new and innovative products and services still further. Given the pace of the change that is 
happening and the high need to adapt to this in the most secure and protective way, time to market is a key 
factor. The alert system monitors the data fed into the system by the regulated entities on a real-time basis. 
Imagine a new product or service which complies with the minimal standards being brought to market. Instead of 
running it for a long time in a 'greenhouse' sandbox as it usually is, it can be run effectively with its data being fed 
into the regulator's system. The real-time data-feed ensures the regulator is able to take action when an orange 


light appears. 
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Benefits & Challenges 
- A. Re-allocation of Resources 


Instead of allocating resources to the simple enforcement of minimum standards, this way of working would 


enable the supervisor to allocate resources to holistic analysis and collaboration with the regulated entities. 
- A Holistic Analysis 


The use of technology by the supervisor as described above is aligned with JFSA's objectives to transform its 
approach to focus on the overall effectiveness of a regulated entity on a firm-wide basis instead of individual 
incidents, taking into account future events instead of looking solely at the past, and to go beyond compliance 
with minimum standards by creating best practices. This datacentric approach enables the regulator to 
continuously monitor the regulated entities on a (near) real-time basis and have access to all of its data in order 
to perform analysis to understand its overall stability. The use of technology to monitor but also to contextualize 
certain (near) incidents or events enables the authorities to allocate their resources where they are most needed 
in order to successfully realize this approach: away from the checklists and ad hoc samples to the deep analysis of 
firm-wide performance and toward proactive remediation and engagement with its regulated entities, based on 


the information fed into and reviewed by the system. 
- . Challenges 


Although there are still challenges to overcome, uncertainties to be clarified, and profound analysis to be made, 
( 略 ) believes in the high value and potential this exercise could bring to the JFSA with a spill over to the 


regulated firms and ultimately to the Japanese economy and society. 








231. 





前 払 式 支払 手段 発行 者 及び 資金 移動 業者 の 検査 ・ 監 督 に つい て 、「 金 融 庁 と 財務 局 が 一 体 と な っ た 運営 体制 の 整備 」 
(P33) に より 、 現在 の 体制 に どの よう な 変更 等 が ある の で し ょ うか 





・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【9 一 c】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 


・ な お 、 主 に 財務 局 の 担当 し て いる 業者 に 対 
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する 検査 ・ 監 督 に つき まし て も 、 本 基本 方 針 
に 沿っ た 形 で 進め て いき ます 。 

















232.| 金融 庁 か ら の 委任 業務 と し て 財務 局 が 行う 検査 ・ 監 督 に つい て も 、 今 基本 方 針 に 沿っ た 行政 に な る よう に 、 財務局 へ の | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【9 一 <】 に 記 
徹底 を は か る よう に お 願い し た い 。 載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
・ な お 、 主 に 財務 局 の 担当 し て いる 業者 に 対 
する 検査 ・ 監 督 に つき まし て も 、 本 基本 方 針 
こ 沿 っ た 形 で 進め て いき ます 。 
233.| 金融 庁 か ら 委 任 を 受け た 財務 局 か ら 、 検 査 ・ 監 督 を 受け る 貸金 業者 に 対す る 検査 ・ 監 督 に つい て 、 現 行か ら の 変更 点 を | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【9 一 c】 に 記 
教え て いた だ きた い 。 載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
【 理 由 】 金 融 庁 と し て の 金融 検査 ・ 監 督 全体 の 基本 的 な 考え 方 と 進め 方 に つい て は 認識 で きる も の の 、 財 務 局 か ら 検 査 | ・ な お 、 主 に 財務 局 の 担当 し て いる 業者 に 対 
を 受け る 貸金 業者 の 検査 ・ 監 督 が どの よう に 変わ る の か を 認識 し て お きた いた め 。 する 検査 ・ 監 督 に つき まし て も 、 本 基本 方 針 
に 沿っ た 形 で 進め て いき ます 。 
234. 検査 ・ 監 督 の あり 方 を 見 直し 、 オ ン ・ オ フー 体 の モニ タリ ング を 実施 する と の 考え 方 が 示さ れ 、 数 年 に 一 度 、 定 期 的 に 検 | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【9 一 c】 に 語 
査 を 行う の で は な く 、 対話 を 重視 し た モニ タリ ング へ 移行 され て いる 。「 金 融 検査 ・ 監 督 の 考え 方 と 進め 方 」 は こう し た 考 | 載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
え 方 の 延長 に ある と 認識 し て いる も の の 、 財 務 局 が 実施 する トッ プ ヒ アリ ング や 決算 ヒア リン グ 等 に つい て は これ まで 同 
・ ま た 、 現 在 地域 金融 に 対し て 財務 局 が 
様 に 実施 され る の か 、 そ れ と も 何ら か の 見 直し が 行わ れる の か 。 CERES ; dn E 
実施 し て いる トッ プ ヒ アリ ング や 決算 ヒア リン 
グ 等 の 位置 づけ に つい て も 、 あ わせ て 検討 し 
て いき ます 。 
235.| オン サイ トモ ニタ リン グ と 、 財務局 に よる トッ プ ヒ アリ ング 等 の 既存 の ヒア リン グ は 、 並 存する の か 、 ど の 程度 の 頻 度 で 実 | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【9 一 c】 に 語 





施さ れる の か な ど 、 位 置 付け を 明確 に し て いた だ きた い 。 





載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 


・ ま た 、 現 在 地域 金融 機関 に 対し て 財務 局 が 
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実施 し て いる トッ プ ヒ アリ ング や 決算 ヒア リン 
グ 等 の 位置 づけ に つい て も 、 あ わせ て 検討 し 
て いき ます 。 

















236. 検査 ・ 考 査 、 モ ニタ リン グ 情 報 等 、 日 本 銀行 と の 情報 共有 を 進め 、 貴 庁 ・ 日 本 銀行 の 間 で 考え 方 の 目線 合わ せ を 行う と | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1 に 記載 し て 
と も に 、 双方 に 共通 の 報告 事項 に つい て は 、 連 携 に よる 報告 の 一 本 化 等 を 進め て いた だ きた い 。 お り ま す の で 、【11 一 a】 を ご 覧 くだ さい 。 

237.| 金融 検査 マニ ュ ア ル は 、 例 えば 資産 査定 の あり 方 等 に 関し て 、 金 融 当 局 に お ける 検査 ・ 監 督 と 、 日 本 銀行 に よる 考査 、| ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【7ーc】【11 
さら に は 公認 会 計 士 監査 等 と の 目線 の 統一 に も 一 定 の 効果 を 果たし て きた も の と 考え られ る 。 ーa】 に 記載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
な お 、 当然 の こと な が ら 、 金 融 検査 マニ ュ ア ル の 廃止 に 伴い 、 金 融 当局 ・ 日 本 銀行 ・ 公 認 会 計 士 等 と の 目線 が 大 きく か 
い 離 し 、 異 な る 監督 ・ 指 導 ・ 監 査 等 が 行わ れ 、 金 融 機関 の 対応 に 混乱 が 生じ る 、 と いっ た こと が な いよ う ご 留 意 い た だ き 
た い 。 

238.| 従来 、 金 融 検査 と 日 本 銀行 考査 の 間 で は 、 重複 も 目立っ た ほか 、 ほ ぼ 同 じ 内 容 で ある に も 関わ ら ず 用 語 や 定義 が 若干 | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1 に 記載 し て 
異な る な ど 効 率 的 で な い 面 も み ら れ た ( 徴 求 され る 資料 、 面 談 に お ける 質問 事項 な ど )。 また 、 日 銀 考査 に お いて 、 金 融 | お り ま す の で 、【11 一 a】 を ご 覧 くだ さい 。 
検査 の 検査 結果 の 内 容 や 、 定 例 の ヒア リン グ ・ シ ー ト に お ける 回 答 ぶ り 等 を 開示 ・ 提 供する よう 求め られ る 事例 も み ら れ 
た (金融 庁 の 承認 な くし て は 開示 ・ 提 供 不 可 )。 新た な 「 検 査 ・ 監 督 基本 方 針 」 の 下 で は 、 金融 庁 と 日 本 銀行 の 間 で 、 資 料 
や 情報 の 共有 に 務め 、 整合 性 や 平太 に 配慮 する と と も に 、 面談 等 へ の 同席 や 、 検 査 ・ 考 査 の 合同 実施 な ども 検討 し て 
頂き た い 。 

239.| (1) 意 見 ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1 に 記載 し て 





日 本 銀行 と の 連携 、 特 に 日 銀 考査 と の 連携 に つい て の ある べき 姿 や 見 直し の 方 向 性 に つい て 、 本 件 を 機会 に 具体 的 な 
議論 を 開始 すべ き で は な いか と 考え ます 。 


(2) 根 拠 
新しい 検査 ・ 監 督 基本 方 針 に 伴い 、 金 融 機関 に も 検査 ・ 監 督 を 受け る 側 と し て の 思い 切っ た 自己 改革 が 期待 され ます 





お り ま す の で 、【11 一 a】 を ご 覧 くだ さい 。 
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が 、 そ の 過程 に お いて 、 日 銀 考査 の 受け 方 に つい て も 同時 に 整理 する こと が 合理 的 で ある と 考え られ る か ら で す 。 








240. 





金融 検査 結果 の 会 計 監 査 人 へ の 開示 に つい て 

今回 の 「 金 融 検査 ・ 監 督 の 考え 方 と 進め 方 (金融 ・ 監 督 基 本 方 針 )」( 案 ) の 内 容 と 直接 の 関連 は な いか も し れ な い が 、 
今後 の 検査 ・ 監 督 の 有効 性 を 確保 し て いく うえ で 、 実務 に 携わる 者 と し て 従前 か ら 改 善 の 余地 が ある と 考え て いた 事項 
に つい て 、 以 下 、 意 見 を 述べ た い 。 

金融 検査 結果 を 会 計 監査 人 へ 開示 する 場合 に は 、 事 前 に 「 検 査 結果 通知 開示 承諾 申請 書 」 に より 財務 局 へ 申請 し 、 
承諾 を 得る 必要 が ある 。 一 方 、 日 本 銀行 考査 に お いて は 、 考 人 査 結果 を 会 計 監査 人 へ 開示 する こと は 、 同 様 の 申請 
続 は 不要 で 、「 監 査 に 必要 な 範囲 内 で 、 開 示す る こと が で きま す 。 」 と され て いる ( 注 1)。 

金融 庁 は 、 講 演 等 ( 注 2) に お いて 内 部 監査 や 監査 役 監査 の 実効 性 を 高め る た め 、「 四 様 監査 の 連携 」 あ る い は 「 三 様 
監査 二 1 の 連携 」 と いう 概念 を 掲げ 、 金 融 検査 結果 を 共有 ・ 活 用 する こと を 公 涯 し て いる 。 

この 考え 方 か ら す れ ば 、 会 計 監 査 人 へ の 金融 検査 結果 の 開示 に 関し て は 、 会計 監査 に 必要 な 範囲 内 に お いて 、 事 前 
の 申請 を 必要 と する こと な く 開 示 で きる 手続 と する べき で は な いか と 考え る 。 


( 注 1) 日 本 銀行 金融 機構 局 「 考 査 の 運営 に 関す る 手引 き 」 17. 考査 契約 に 定め る 守秘 義務 の 取扱 い (2) 第 三 者 へ 
の 開示 を 希望 する 場合 


( 注 2) 例 えば 、 以 下 の 講 演 が ある 。 


・ 佐 々 木 清 隆 氏 「 コ ー ポ レー ト ・ ガ バナ ンス に お ける 四 様 監査 の 現状 と 連携 の 方 向 性 」(2014 年 5 月 24 日 、 日 本 監査 研 


LES 


・ 桶 原 佳 寿 氏 「 地 域 金 融 機 関 に 求め られ る ガバ ナン ス ( 地 方 銀行 の 内 部 監査 部 門 に 求め られ る 役割 )」(2017 年 10 月 
23 日 、 地 方 銀行 協会 第 4 回 「 内 部 監査 研究 会 」) 


以上 





*・ 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 


・ 必 要 な 場合 に は 現在 も 柔軟 に 対応 し て お り 
ます が 、「 第 三 者 開示 」 制 度 に つい て は 、 検 
査 関係 情報 の 開示 先 を 当局 と し て 把握 する 
た め 、 事 前 の 申請 を 要する も の と し て いま 
す 。 


・ 必 要 に 応じ 、 今 後 と も 改善 を 行っ て いき ま 
す 。 
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241. 


基本 方 針 案 で は 、「 国 内 の 課題 の 解決 に も 国際 的 な 議論 の 積み 重ね を 活用 で きる よう 、 内 外 一 体 の 対応 に 努め る 」 と 言 
及 さ れ て いる 。 そう し た 対応 が 必要 と な る 分 野 ・ 項 目 が ある こと は 理解 する が 、 国際 的 な 議論 の 中 に は 、 人 金融 機関 の 規 
模 ・ 特 性 に 応じ て 、 適 用 する 必要 性 が な い 分 野 ・ 項 目 も ある と 考え る 。 


こう し た 検討 に あたっ て は 、「IV. 3. (3) 考 え 方 、 進 め 方 、 プ リン シ プ ル 」 に お いて 、「 具 体 的 な テー マ に つい て の 考え 方 と 
進め 方 は 、 金 融 機関 の 規模 ・ 特 性 に 応じ た 内 容 と し 、 小 規模 金融 機関 等 に 対し て 不 必要 に 複雑 な 議論 を 求め な いこ と を 
明確 に する 」 と 記載 され て いる こと を 踏ま えた 対応 を お 願い し た い 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【2 一 a】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 





242. 


グロ ー バ ル な 規制 、 海 外 の 金融 規制 が 国内 に も 大 きく 影響 を 及ぼ すこ と が 増え る 中 、「 内 外 一 体 」 を 強く 歓迎 する と と も 
に 、 大 きく 期待 し た い 。 こ れ ま で の 金融 庁 の 高い 信頼 性 に 感謝 し つつ 、 グ ロー バル な 金融 規制 が 日 本 の 国際 競争 力 に も 
影響 を 与え か ね な い 中 、 導 入 す る 規制 の 内 容 や スケ ジュ ー ル に つい て は 、 他 国 の 状況 を 踏ま え 臨 機 応 変 に 対応 で きる 
よう に する こと が 出来 る 仕組 み を 設け る こと も 検討 に 値する も の と 思料 する 。 


日 本 に グロ ー バ ル な ビジ ネス を 呼び 込む 上 で 、 同等 性 評価 に 基づく 代替 的 コン プラ イア ンス は 必要 不可 欠 で あり 、 海 外 
当局 と の 一 層 の 連携 を 期待 する 。 一 方 で 、 国 に より 金融 市 場 、 金 融 機関 の 状況 、 直 面 す る 課題 や それ に 対す る 適切 な 
対応 策 が 異な る の も また 事実 で る り 、 グ ロー バル に 画 一 的 な 規制 を 導入 する こと に 拘 泥 せ ず 、 海 外 の 議論 を 踏ま えつ 
つも 我が国 の 実情 に も 照ら し 合わ せ 、 柔 軟 な 対応 を と る こと も 選択 肢 と し て 検討 され た い 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1 に 記載 し て 
お り ま す の で 、【10 一 a】 を ご 覧 くだ さい 。 





243. 


日 本 に グロ ー バ ル な ビジ ネス を 呼び 込む 上 で 、 同 等 性 評価 に 基づく 代替 的 コン プラ イア ンス は 必要 不可 欠 で あり 、 海 外 
当局 と の 一 層 の 連携 を 期待 し た い 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1 に 記載 し て 
お り ま す の で 、【10 一 a】 を ご 覧 くだ さい 。 








244. 





海外 当局 と の 連携 強化 

市 場 の グロ ー バ ル 化 が 極端 に 進展 し た 今日 の 金融 環境 に お いて は 、「 市 場 の 公正 性 ・ 透 明 性 」 と 「 市 場 の 活力 」 を 両立 
させ る こと は 非常 に 重要 で す 。「 バ ラン ス の 置き 所 が 各 法 域 に お いて 様々 に 異な る 状況 」 は 、 規 制 対象 者 に 必要 以上 の 
規制 へ の 対応 や 体制 整備 等 の 時 間 ・ コ スト 等 を 強い られ る こと と な り 、 結果 と し て 「 市 場 の 活力 」 を 大 きく 削ぐ 方 向 に 働く 
可能 性 が 高く 、 そ の よう な 弊害 を 除 する 観点 か ら 、 貴 庁 に お か れ て は 、 各 国 当局 間 の 規制 内 容 や その エン フォ ー ス メン 
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・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1 に 記載 し て 
お り ま す の で 、【10 一 a】 を ご 覧 くだ さい 。 














ト に 係る 自 線 を 出来 る だ け 合 致 さ せる よう 努力 を 続け つつ 、 貴 庁 と し て 見 出し た 適正 な バラ ンス を 海外 当局 に 浸透 させ 
て いた だ く よ う な 取組 み を 要望 いた し ます 。 


そし て 、 取 引当 事 者 の 所 在 地 国 の 規制 の みな ら ず 、 グ ロー バル な 規制 、 他 国 の 金融 規制 に よる 大 き な 影響 を 受け る こと 
が 増え る 中 、「 内 外 一 体 」 は 強く 歓迎 され ます 。 クロ ス ボ ポー ダー 取引 が 日 常 的 に 行わ れる 状況 に お いて は 、 各 国 の 金融 
規制 が 被 規制 金融 機関 の 国際 競争 力 に 悪影響 を 与え か ね な い 状 況 が 現に 生じ て いる こと に 留意 を 要 し ます が 、 特 
に 、 直 接 又は 間接 的 に 課さ れる 複数 の 規制 を 同時 に 遵守 する 必要 が 生じ る 場面 に お いて 、 金融 機関 に よる 規制 遵守 負 
荷 は 高く な り ま す (Stricter-rule-apply に よる 厳格 な 要件 に 合わ せ た 規 制 千 守 )。 さ ら に 、 各 国 の 規制 内 容 や 監督 方 針 と 
の 間 に 差 異 が だ 生じ て いる 場合 に は 、 当該 負荷 は より 一 層 高 いも の と な り ま す 。 し た が っ て 、 海 外 当局 と の 連携 を 深め る 
こと に より 、 規 制 の 同等 性 評価 等 に 基づく 代替 的 コン プラ イア ンス が 幅広 く 認 め ら れる よう な 環境 整備 を 要望 いた し ま 
す 。 ま た 、 現 在 の 規制 の 同等 性 評価 の プロ セス に は 多大 な 時 間 を 要 し て お り 、 対象 と な る 規制 の 施行 後に 代替 的 コン プ 
ライ アン ス が 容認 され る ケー ス が あり ます 。 その 場合 、 金 融 機関 は 施行 日 前 まで に 海外 規制 に つい て も 条件 充足 を 求 
め ら れる た め 、 施 行 後に 代替 的 コン プラ イア ンス が 容認 され て も 効果 は 限定 的 な も の と な り ま す 。 代替 的 コン プラ イア ン 
ス 容 認 ま で の 時 間 を 短縮 する た め 、 例 えば 、 同 等 性 評価 の プロ セス に つい て も 、 国 際 基 準 に より 手続 き を 標準 化し 、 目 
標 処理 期間 を 設け る こと 等 が 考え られ ます 。 一 方 で 、 国 に より 金融 市 場 、 金 融 機 関 の 状況 、 直 面 する 課題 や それ に 対す 
る 適切 な 対応 策 が 異な る こと も 事実 で あり 、 代替 的 コン プラ イア ンス を 適用 で き な い 海外 の 規制 も あり ます 。 その よう な 
規制 で あっ て 、 本 邦 の 人 金融 機関 の 事業 活動 に 重大 な 影響 を 与え る も の に つい て は 、 海 外 の 議論 を 踏ま えつ つも 我が国 
の 実情 に 照ら し 合わ せ 、 貴 庁 と し て の 対応 を ご 検討 いた だ く こ と も 重要 と 考え ます 。 


検査 ・ 監 督 の 局面 に お いて も 、 規 制 目標 を 達成 する た め に 合理 的 な 措置 が 講じ られ て いる か と いっ た 実質 的 な 観点 に 
基づき 、 実 務 上 の 合理 性 を 踏ま え 、 柔 軟 な 運用 が 行わ れる こと を 期待 し ます 。 か か る 運用 に お いて は 、 海 外 当局 か ら 海 
外 に お ける 金融 機関 の 業務 運営 の ベス ト プ ラ クティ ス や 失敗 事例 を 適時 に 入手 し 、 日 本 市 場 の 実情 を 踏ま えた 上 で 貴 
庁 の 検査 ・ 監 督 プ ロ セ ス に 適宜 反映 し て いた だ く こ と が 重要 で す 。 


さら に 、 主 要 海 外 当局 と 本 方 針 の 共有 を 確実 に 進め て いた だ く よ う ご 尽力 を お 願い し ます 。 欧米 に お いて は 域外 金融 機 
関 の 域 内 活動 を 中 間 持 株 会 社 設立 に よっ て 直接 監督 する 方 向 性 で あり 、 欧 米 監督 当局 と の 基本 姿勢 の 共有 が より 重 
要 に な る と 理解 し て いま す 。 
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245. 


注意 を 要する の は 、 そ れ ぞ れ の 国 ま た は 市 場 に お いて 、 金 融 危機 の 根本 原因 も 、 危 機 の 発生 か ら 現 在 ま で に 関し た 時 
間 も 異な り 、 な か に は そこ まで の 議論 が 誤 し て いな い 法 域 も 見 受け られ る 点 で ある 。 


国際 的 な 規制 の 整合 性 を 議論 する 場 で は 、「 両 立 」 ま た は 「 バ ラン ス 」 の 重要 性 に つい て 異論 が 差し 挟ま れる 可能 性 は 
少な いと 思料 され る も の の 、 金 融 行政 の 目的 に 照ら し て 塩梅 の いい バラ ンス は どこ か と いう 実際 の 議論 に な っ た 場合 、 
各 当局 、 法 域 の 「 危 機 か ら の 経過 時 間 」 や 「 政 治 的 経済 的 環境 」 等 に よっ て 結論 が 区 々 と な る こと が 懸念 され る 。 

特に 「 市 場 の 公平 性 ・ 透 明 性 / 市 場 の 活力 」 の バラ ンス と いう 点 に お いて 、 市 場 の グロ ー バ ル 化 が 極端 に 進展 し た 今日 
の 金融 環境 を 考慮 すれ ば 、 そ の 「 バ ラン ス の 置き 所 が 各 法 域 に 置い て 様々 に 異な る 状況 」 が も た ら す 影響 は 、「 市 場 の 
活力 」 を 大 きく 削ぐ 方 向 に 働く 可能 性 が 高い 。 


その よう な 弊害 を 排除 する に は 、 各 国 当局 間 の 目線 を 出来 る だ け 合 致 さ せる よう 努力 を 続け る ほか な く 、 貴 庁 と し て 見 
出し た 絶妙 の バラ ンス を 各国 当局 に 浸透 させ て いく 取組 に 強く 期待 する も の で ある 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1 に 記載 し て 
お り ま す の で 、【10 一 a】 を ご 覧 くだ さい 。 











246.| 保険 分 野 に お いて ICS 等 の 国際 的 監督 規制 の 枠組 み が 検 討 さ れ て いる が 、 国 際 的 に 活動 する 保険 会 社 と し て は 、 国 内 | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1 に 記載 し て 
外 の 規制 の 整合 性 を 図っ て いく 必要 が ある と 考え て いる 。 こ の 観点 か ら 、「(5) 内 外 一 体 」 に 記載 の と お り 、 国際 部 門 と | お り ま す の で 、【10 一 a】 を ご 覧 くだ さい 。 
国内 部 門 の 連携 は ます ます 重要 に な っ て いる 。 
金融 庁 は 「 国 際 的 な 議論 に 対し て 国内 の 議論 の 積み 重ね に 根ざす 建設 的 な 提言 を 行う } こ と と し て いる 。 方 針 に お いて 
示さ れ て いる 内 容 に 沿っ て 、 国内 の 検査 ・ 監 督 の あり 方 が 変化 し て いく も の と 思わ れる が 、 国 内 で 形づくら れる 考え 方 を 
国際 的 な 監督 規制 の 枠組 み に も 反映 させ て いく べき で ある 。 

247.| 無 登録 格付 の 説明 義務 に つい て ・ 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 今後 の 参考 





金融 商品 取引 法 第 38 条 第 3 号 に 基づき 、 金 融 商品 取引 業者 等 又は その 役員 若しくは 使用 人 (以下 「 金 商業 者 」) が 無 
登録 格付 を 提供 し 勧誘 を 行う 場合 、 金 商業 者 が 一 定 の 情報 を 告げ な けれ ば な ら ず 、 事 実 上 、S&P, Moody's Fitch( 以 
下 「 グ ルー プ 指 定格 付け 業者 」 と いう ) 以外 の 海外 格付 け 業 者 (以下 「 完 全 無 登録 格付 け 業 者 」 と いう ) に よる 格付 け を 提 
供する こと が ほぼ 不可 能 と な る 規制 の 枠組 み と な っ て いる 。 


一 方 、 海 外 で 組成 され る 証券 化 商品 で は 、KBRA、DBRS、 Morningstar 等 の 完全 無 登録 格付 け 業 者 が 格付 け を 行っ て い 





と させ て いた だ きま す 。 


・ な お 、 本 基本 方 針 に お いて は 、 金 融 行政 の 
うち 制度 設計 に 係る 部 分 に つい て は 対象 と 
せ ず 、 検 査 ・ 監 督 の あり 方 を まとめ て お り ま 
す 。 
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る こと が 頻繁 に 見 受け られ る が 、 上 述 の よう に 日 本 の 投資 家 に 提供 する こと が で き な い 状況 と な っ て いる 。 日 本 の 投資 
家 に と っ て は 、 他 国 の 投資 家 が 入手 可能 な 情報 へ の アク セス が 制限 され て お り 、 ま た 、 投 資 機会 を 奪う 結果 と な り 得 る 。 
優良 な 投資 案件 で あれ ば 日 本 の 投資 家 に 紹介 する こと は 、 顧 客 の 利益 と な る と 思わ れる 。 


また 、 グ ルー ブ プ 指 定格 付け 業者 に よる 格付 け と 、 完全 無 登録 格付 け 業者 に よる 格付 け の よう に 、 複 数 の 格付 け を 取得 し 

て いる 有価 証券 も 多く 見 受け られ る 。 この 場合 、 現 状 で は 、 完 全 無 登録 格付 け 業 者 に よる 格付 け の み を 黒 塗り し て 投資 

家 に 提供 せ ざ る を 得 ず 、 投 資 家 へ の 情報 開示 の 観点 か ら 、 ま た 、 格 付け の チェ リー ビ ピッキング の 観点 か ら も 、 問題 に な 
得る と 思わ れる 。 


し た が っ て 、 た と えば 、 適 格 機 関 投 資 家 等 の 一 定 の 投資 家 に 対す る 勧誘 や 、 米 国 で NRSRO(nationally recognized 
statistical rating organization) と し て 登録 され て いる 格付 け 業 者 に つい て は 条件 を 緩和 する 等 の 措置 を ご 検討 いた だ き 
た い 。 少な く と も 、 上 述 の よう に グル ー プ 指定 格付 け 業 者 に よる 格付 け と 共に 提供 され る 場合 は 、 投 資 家 は 完全 無 登録 
格付 け 業 者 に よる 格付 け の み に 依 拠 す る こと は な く 、 情報 開示 の 観点 か ら も 、 む し ろ 提 供する 方 が 顧客 の 利益 と な る と 
思わ れる 。 








248. 





海外 で 組成 され る 証券 化 商 品 へ の 注目 が 高まっ て いる こと か ら 、 日 本 の 投資 家 に 良質 な 投資 機会 を 提供 する こと が で 
きる よう 証券 化 商品 へ の 2010 年 に 導入 され た 無 登 録 格 付け 業者 に 対す る 規制 の 柔軟 化 を 検討 され た い 、。 現行 法令 で 
は 、 日 本 で 無 登録 で ある が 一 定 の 条件 を 満た す 格 付け 業者 の 格付 け を 利用 し た 勧誘 を 行なう こと が 可能 と し つつ 、 実 態 
と し て は S&P, Moody's Fitch 以外 の 海外 格付 け 業 者 が 当該 条件 を 満た すこ と は ほぼ 不可 能 と な る 規制 の 枠組 み と な 
っ て いる 。 こ の 結果 、 た と えば 証券 化 商品 の 有効 な 格付 け と され る KBRA や DBRS, Morningstar 等 の 格付 け を 投資 家 に 
伝え る こと が で きず 、 購 入 を 検討 し て いる 日 本 の 投資 家 が リス クウ エイ ト の 計算 等 の 参考 に 利用 する こと が で き な い た 
め 、 優 良 な 案件 で も これ ら の 格付 け 業 者 だ けが 格付 け を 付与 し て いる も の は 日 本 に は 紹介 され な い 、 ま た は 日 本 の 投 
資 家 の 投 資 機会 を 奪っ て し まう と いう 事態 に な りか ね な い 。 規制 導入 当時 、 格 付け に 対す る 過度 の 信頼 へ の 反省 や 、 格 
付 モ デル の 内 容 や 妥当 性 に つい て の 適切 な 検証 ・ デ ィ ス クロ ー ジ ャ ー の 確保 が 重要 課題 で あっ た こと は 理解 し て お り 、 
尊重 され る べき と 考え る 一 方 、 た と えば 適格 機関 投資 家 に 対す る 勧誘 や 米国 NRSRO に 登録 し て いる 格付 け 業 者 に つ 
いて は 条件 を 緩和 する 等 の 対応 を する こと で 、 日 本 の 投資 家 が アセ スメント に 必要 な 情報 を 受領 で きる よう 、 具体 的 な 
緩和 案 に つい て 金融 行政 と 業界 で 議論 を 開始 し て いた だ きた い 。 





・ 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 今後 の 参考 
と させ て いた だ きま す 。 


・ な お 、 本 基本 方 針 に お いて は 、 人 金融 行政 の 
うち 制度 設計 に 係る 部 分 に つい て は 対象 と 
せ ず 、 検 査 ・ 監 督 の あり 方 を まとめ て お り ま 
す 。 
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249.|「 海 外 当局 と の 連携 」 に つい て は 、 我 が 国 の 金融 当局 と 、 海 外 の 金融 当局 の 間 で 、 一 層 の 連携 強化 を 進め 、 信頼 醸成 | ・ 当 局 の 情報 イン フラ ・ 熊 勢 整備 を 進め て いく 
に 努め て 頂き た い 、。 特に 、 外国 銀行 在 日 拠点 に 対す る モニ タリ ング に お いて 、 グ ロー バル ベー ス の 計数 や 本 国 に お ける | 中 で 、 海 外 当局 と の 連携 に つい て も 留意 し て 
計数 な ど を 徴 求 され て も 、 母 国 当局 の 了解 無し に は 提供 で き な い こと が 多い 。 この た め 、 在 日 拠点 を 通じ て 徴 求 する の | いき ます 。 
で は な く 、 当局 間 同 士 で の 情報 共有 に 努め て 頂き た い 。 
250.| 例え ば 、 経 済 価 値 ベ ー ス の ソル ベン シー 規制 が 導入 され た 場合 、 将 来 の 不 確 実 性 に 対す る 会 社 ご と の 見 通し の 差異 に | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1 に 記載 し て 
より ソル ベン シー 比率 が 大 きく 変動 する こと か ら 、 最 低 基 準 の 意味 合い が 大 きく 変容 する こと も 想定 され る 。「 国 際 的 な | お り ま す の で 、【10 一 a】 を ご 覧 くだ さい 。 
議論 に 対し て 国内 の 議論 の 積み 重ね に 根ざす 建設 的 な 提言 を 行う 」 に あたっ て は 、 ソ ル ベ ン シー 規制 に お ける 最低 基 
準 抵触 に 対す る 国際 的 な 監督 の 在り 方 に 関し て も 、 本 邦 に お ける 今後 の 監督 の 在り 方 と 整合 的 な も の と な る よう 提言 
し て いく べき で ある 。 
251.| 真 の 意味 で の 国際 金融 セン ター を 目指 すべ く 、 検 査 ・ 監 督 に お いて 、 英語 を 一 層 活 用 し て 頂き た い 。 ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1 に 記載 し て 
v Í お り ま す の で 、【 10 一 a】 を ご 覧 くだ さい 。 
法律 、 政 令 、 施 行 規則 、 各 種 の 指針 や ガイ ドラ イン な ど SE 
業法 上 、 求 め ら れ て いる 各種 の 報告 事項 
モニ タリ ング に お ける 資料 徴 求 や ヒア リン グ 等 の 際 の 質問 事項 、 お よび それ に 対し て 提出 する 回 答 
意見 募集 (パブ リッ ク ・ コ メン ト ) の 際 の 提案 内 容 、 お よび それ に 対し て 提出 する コメ ント 
各種 の 説明 会 や ブリ ー フ ィング で の 講話 お よび 資料 
審議 会 や ワー キン グ ・ グ ルー プ の 会 議 資 料 、 報 告 書 
252. 市 場 の 活力 や 金融 の 仲介 機能 の 発揮 を 目標 に 加え る な ら ば 、「 金 融 機 関 の 検査 ・ 監 督 」 の レビ ュー に 基づく 見 直し だ け | ・ 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 今後 の 参考 





で な く 、「 海 外 市 場 」「 海 外 市 場 イ ン フラ 」 の 観点 も 必須 と な り ま す 。 例え ば 、 海 外 イ ン フ ラ に つい て の 許認可 や 監督 に つい 
て も 同様 の 方 向 性 (実質 ・ 未 来 ・ 全 体 の 視点 に 重点 を 置い た 監督 ) に 揃え られ る か どう か 、 ご 検討 いた だ く よ う お 願い し ま 
す 。 





と させ て いた だ きま す 。 
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253. 


規制 緩和 等 に より 地域 金融 機関 グル ー プ の 業務 範囲 は 、 従 前 の 銀行 業 の 枠組 み を 超え て 拡大 し て お り 、 SR, thE 
の 規制 や ルー ル 等 も 踏ま えた 商品 ・ サ ービス の 検討 が 必要 と な る た め 、 他 省庁 と の 連携 等 の 態勢 整備 を 進め て いた だ 
きた い 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1 に 記載 し て 
お り ま す の で 、【11 一 a】 を ご 覧 くだ さい 。 





254. 


金融 機関 が 多様 で 主体 的 な 創意 工夫 を 発揮 する こと が で きる よう 、 環境 整備 と し て 、 他 業 禁 止 を 含む 業務 範囲 等 の 規 
制 緩和 、 公 正 な 競争 環境 の 確保 、 他 の 関係 省庁 と の 連携 等 を 柔軟 か つ 速 や か に 進め て いた だ きた い 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1 に 記載 し て 
お り ま す の で 、【11 一 a】 を ご 覧 くだ さい 。 今後 
の 参考 と させ て いた だ きま す 。 


・ な お 、 本 基本 方 針 に お いて は 、 人 金融 行政 の 
うち 制度 設計 に 係る 部 分 に つい て は 対象 と 
せ ず 、 検 査 ・ 監 督 の あり 方 を まとめ て お り ま 
す 。 





255. 


本 方 針 は 、 金 融 庁 と し て の 考え 方 や 進め 方 を 示さ れ て いる も の で ある が 、 信 託 業 務 は 、 金 融 庁 の みな ら ず 他 省 店 の 監 
朱 し て いる 業務 と の 関連 が 深い も の も 多く (年 金 業務 で あれ ば 厚生 労働 省 等 )、 今 後 、 社 内 の 体制 整備 や 業務 の 高度 化 
を 検討 し て いく 中 で 関連 省庁 と も 連携 ・ 相 談 し な が ら 進 め て いく < 必要 が 出 て くる も の と 考え て いる 。 金融 行政 方 針 に お い 
て も 「 機 能 別 ・ 横 断 的 な 法 体系 へ の 見 直し の 検討 」 が 揚げ られ て いる が 、 検 査 ・ 監 督 に お いて も 同様 の 観点 の 下 、 是 非 
か か る 他 省 庁 と も 広く 情報 共有 ・ 意 見 交換 ・ 協 議 等 を 行っ て 対応 を いた だ きた い 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1 に 記載 し て 
お り ま す の で 、【11 一 a】 を ご 覧 くだ さい 。 








256. 





近年 の 検査 は 態勢 に 関す る 調査 が 中 心 と な っ て いる と ころ 、 貸金 業 と 前 払 式 支払 手段 発行 業 を 行っ て いる 業者 に つい 
て は 、 態勢 に つい て の 検査 を 重複 し て 受け て いる こと に な る 。 個々 の 法令 独自 の 部 分 と 、 一 般 的 な コン プラ イア ンス 態勢 
の 部 分 を 切り 分 け て 、 事 業者 に と っ て 重複 感 が 無い よう な 工夫 を し て いた だ きた い 。 さ ら に 、 他 の 省庁 に お ける 検査 も 態 
勢 に 関す る 調査 が 中 心 と な っ て いる と ころ 、 包括 信用 購入 あっ せん 業 と 貸金 業 を 行っ て いる 事業 者 に つい て は 、 態勢 に 
つい て の 検査 を 経済 産業 省 (経済 産業 局 ) と 金融 店 (財務 局 ) か ら 重 複 し て 受け て いる こと に な る 。 個々 の 法令 独自 の 部 
分 と 、 一 般 的 な コン プラ イア ンス 態勢 の 部 分 を 切り 分 け 、 さ ら に 省庁 の 垣根 を 超え た 調整 を し て 、 事 業者 に と っ て 重複 感 
が な いよ うな 工夫 を し て いた だ きた い 。 





・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1 に 記載 し て 
お り ま す の で 、【11 一 a】 を ご 覧 くだ さい 。 
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25]. 


「 最 低 基準 検証 」、「 動 的 な 監督 」、「 見 える 化 と 探究 型 対話 」 を 通じ た 進め 方 に つい て 、 お 伺い し ます 。 地域 金融 機関 の 
中 に は 、 地 域 経済 環境 の 悪化 に より 他 業 態 の 金融 機関 の 貸出 債権 を 引き 受け 、 事 業 再生 を 行い な が ら 地 域 創 生 を 取り 
組ん で いる 先 も あり ます 。 その よう な 金融 機関 は 要 管 理 債権 や 危険 債権 な ど 金 融 再 生 法 上 開示 債権 いわ ゆる 不良 債 
権 の 金額 や 比率 が 高く な り ま す 。 申し 上 げ る まで も な く 、 金融 円 滑 法 に 則り 、 債 務 者 企業 が 真剣 に 経営 再建 計画 も 策定 
し て も 、 大 企業 な らい ざ 知 ら ず 、 中 小 企業 の 場合 に は ある 程度 の 時 間 を 要する こと と な り ま す 。 その 間 、 経 営 支援 し て い 
る 金融 機関 も 貸出 金利 据置 、 時 に は 適用 金利 を 引き 下げ まで し て 歯 を 食い し ば りな が ら 債 務 者 企業 の 業績 回 復 を 応援 
し て いま す 。 事業 再生 や 地域 再生 に 真剣 に 取り 組ん で いる 金融 機関 ほど 不良 債権 比率 が 高く な り が ち で す 。 世 の 中 に 
は 、 外 資 の 信用 格付 会 社 が 以前 勝手 に 格付 し 、 風 評 リ スク を 呼び 起こ す よ うな こと が あり 、 地 域 金 融 機関 の 中 に は それ 
を 契機 に 正式 に 格付 契約 を 交わ し 収益 を 上 げた 先 も あり ます 。 雑誌 の な か に は 表面 的 な 計数 で 順位 付け を し て いる も 
の も あり ます 。 自由 経済 社会 で す の で 、 当局 を 制約 する の は 難し いか も し れ ま せん が 、 ア ン フ ェ ア な 勝手 格付 で 抜け 駆 
け を 助長 する よう な 当局 が 所 管 す る 格付 会 社 に つい て は 、 当局 か ら も 何ら か の 注意 を 与え る べき で す 。 真面目 に 事業 
再生 や 地方 創 生 に 取り 組ん で いる 金融 機関 へ の 妨害 と な り 、 や る 気 を 失 く し て し まう の で は と 危 恨 し ます 。 勿論 、 当該 金 
融 機関 の 健全 性 確保 は 大 事 で ある と は 心得 て いま す 。 そう いう 点 か ら も 、 金 融 庁 や 財務 局 は 、 金 融 機関 役職 員 と の 議 
論 を 積極 的 に 行っ て いた だ きた い 。 逆 に 、 株 式 や 債券 な どの 資金 運用 で 利益 を 計上 し 、 地 方 創 生 や 事 業 再 生 な ど に 真 
剣 に 取り 組ん で いな い 金 融 機関 経営 陣 に 対し て は 、 従 前 の ルー ル ベ ー ス で の 金融 検査 で 、 ヒ アリ ング は 経営 陣 に 対し 
て だ け 行 い 、 経 営 能力 の 無 さ を 証明 する よう な 形 で 無能 な 経営 陣 を 退陣 に 追い 込む よう に し て いた だ きた い 。 


御 指摘 の 問題 に 対応 する た め に は 、 見 える 
化 に より 金融 機関 の 取組 み が 利 用 者 に 分 か 
りや すく な っ て いる こと が 重要 で ある と 考え て 
いま す 。 


・ 経 営 上 の 優先 課題 を 重点 と し て 、 ガ バナ ン 
ス や 企業 文化 の あり 方 等 に も 遡っ て 議論 で き 
る よう 、 社 外 取 締 役 、 監 査 役 、 経 営 トッ プ 、 顧 
客 等 、 金 融 機関 内 外 の 様々 な レベ ル で の 対 
話 を 行っ て いき ます 。 








258. 





金融 機関 が 適切 な リス ク テ イ ク を 通じ て 、 コ ン サ ル テ ィ ン グ ・ ソ リュ ーション 提供 に よる 収益 性 の 確保 と 自ら の 健全 性 を 両 
立 させ て 持続 的 に 金融 仲介 機能 を 発揮 する た め の 根 本 は 、 顧 客 の 信頼 に 基づく 『 実 態 把握 』 で ある 。 デジ タル ・ イ ノ ベ ー 
ショ ン の 先 に あっ て も 、 た と え 筒 素 で あっ て も 機械 的 で は な い 的 確 な 『 実 態 把 握 』 に 基づい た コン プラ イア ンス ・ リ スク 管 
理 や 債権 管理 が 重要 で ある 。 金融 機関 ・ 市 場 、 当 局 に も 失敗 は 生じ る 。 本 考え 方 ・ 進 め 方 を 通じ て 金融 機関 、 当局 と の 
対話 ・ 検 査 監督 が 、 利用 者 ・ 国 民 の 実態 に 寄り 添っ て 行わ れる こと を 切 に 期待 し ます 。 本 考え 方 ・ 進 め 方 が より 生き た も 
の に な る た め に は 、 携 わる 一 人 一 人 の それ ぞ れ の 倫理 感 ・ 良 識 に 立ち 返り 対話 ・ 行 動 す る こと へ の リカ レン ト が 大 切 と 考 
えま す 。 ( 注 ) 意 見 者 は 金融 機関 に 37 年 在職 中 で す が 、 意 見 は 個人 と し て 、 と り わ け 1992 年 の (株 ) 共 同 債権 買取 機構 設 
立 で の 当局 と の 対話 に 参加 以来 25 年 に わた る 不良 債権 処理 業務 、 そ の 後 の 人 材 育 成 業 務 に 従事 し て いる 経験 より 、 
述べ させ て いた だ いて お り ま す 。 





* 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 
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259. 





基本 姿勢 に つい て 注文 を 付け た い の で ある が 、 不 法 な 方 面 の 厚生 を 充実 させ て も 仕方 な い の で 、 ま ず 不 法 な 状況 の 是 
正 を 行う と いう 姿勢 で 金融 関係 の 不法 事態 に 望ん で いた だ きた い 。 


貴 庁 は 、 惹 の 問題 状況 に つい て 、 あ まり に 告発 や 指導 を 行わ な さす ぎ で ある 。 


その 様 な 職務 遂行 の 根本 に ある 精神 に より 、 不 法 な 面々 を 潤し た いと の 欲望 が 素直 に 現れ た の が 、 日 本 に お ける 仮想 
通貨 の 公認 と 取引 所 の 設置 の 認め で ある と 思わ れる が 、 匿 名 性 を 保っ て の イン ター ネッ ト で の や り 取 り が 行え る な ど 、 
北朝 鮮 を は じ め と する 不法 な 界隈 を 潤す 効果 大 で あっ て 、 国 際 金 融 業 界 に お いて 早急 に 規制 が な が され る べき も の に つ 
いて 、 率 先 し て 認め た 事 は 、 非 常に 罪深い と 考え る 。 (な お 、 信 用 あっ せん 事業 者 国際 ブラ ンド を 用 いた り 、 電子 マネ ー を 
用 いた りす る 事 に よる 送金 等 は 、 迅 速 安 定 で あり 、 し か も 利用 者 ・ 名 義人 の 記録 が な され て いる 事 に よる 安全 性 も ある 
の で ある 。「 相 場 操作 に よる 募 大 な 利益 」「 匿 名 性 に よる 不法 な 送金 」 な ど を 求め な い 場 合 、 (少なく と も 現在 の 形態 で 
の ) 仮 想 通貨 の 利点 は あま り 無 い 。 そ の 事 が 一 見 し て 分 か る は ず で ある の に 、 貴 庁 は 仮想 通貨 を 認め た の で ある 。 な 
お 、 ニ ュー ス サ イ ト 等 で 仮想 通貨 を 導入 し た 地域 と し て ジン バブ エ の 例 な ど が 出さ れ た りす る の で ある が 、 そ れ は 報道 機 
関 が 当該 地 域 が どう いう 状況 か 知り つつ 無 教 養 な 者 及び 日 本 社会 を 悔 っ て 行う 不誠実 な 例示 で ある (ある い は 非常 な 
通貨 不安 や 慕 大 な イン フレ が ある 場合 に は いく ら 八 百 長 に よっ て 相場 が 操作 され る も の で あっ て も それ より まし な も の と 
し て 使え る 可能 性 が ある 事 の 例示 か も し れ な い の で は ある が 、 そ の 様 な 説明 が 無い 場合 は 当然 問題 ある 例示 で あ 
る 。 ) 。 ) 


金融 業界 を 清浄 に 保つ 官庁 で は な く 、 際 に 陽 に と も に 不法 な 利益 を 條 ろ うと する 界隈 に 飲ま れ て し まい 汚れ た 官庁 に な 
っ た と も 思わ れる 貴 庁 に つい て 、 こ れ か ら 先 どの 程度 の 期待 が 出来 る か 分 か ら な い の で ある が 、 す ぐ 分 か る 刑事 罰 あ る 
違法 事態 に つい て は 告発 を 行い 、 ま た 不法 な 事態 に つい て は 事業 者 に 行政 指導 を 行う 等 し て 、 問題 ある 状況 が 存在 し 
な いよ うに し て いた だ きた く 思 う 。 


な お 、 国 内 の 金融 事業 者 は 、 大 手 に 至る まで セキ ュ リ ティ が 問題 ある 状況 で あめ る の で 、 そう いう 所 に つい て は 行政 指導 
を 行っ て いた だ きた い 。 ( 略 )… 貴 庁 と この 様 な 話 が 全く 出来 な さそ うな の が 当方 と し て は 問題 と 認識 し て いる が 。 ) 。 その 
様 な 事態 に 指導 を 行え て こそ 、 金 融 庁 と し て の 面目 が 立つ と 言え る と 思う の で ある が (金融 と テク ノロ ジー が 重なる 分 野 
に お いて も その 存在 意義 を 示し た いで あろ う ? 国民 か ら は そう 見 える 。 現状 、 フ ィ ン テ ッ ク 周 辺 で は 国民 の 知識 し ベル を 
傷 り 国民 、 ま た 世界 を 舐め た 事 ば か り を し て いる と 感じ る の で ある が 。 問題 ある 金融 機関 の セキ ュ リティ 状況 に つい て の 
指導 の 不 存在 し か り ( 事 後 で は 遅い の で ある 。 ) 国民 は 結構 な 数 の 連絡 や 指導 願い を し て いる と 察 さ れる の で ある 





・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1 に 記載 し て 
お り ま す の で 、【12 一 c】 を ご 覧 くだ さい 。 


・ な お 、 基 本 的 な 財務 の 健全 性 や 法令 遵守 
態勢 に 問題 が 見 られ る 金融 機関 に 対し て 
は 、 最 低 基準 検証 を 行っ て いく 旨 を 本 文 9 頁 
に 追記 し て いま す 。 
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が 。 ) 、 国民 が その 存在 価値 を 正 と 認め られ る よう な 省庁 で あっ て いた だ きた いと 考え る 。 ) 


適切 な 精神 を 持っ て いれ ば 、 自 ず か ら 適 切 に 動き 各所 に 指導 を 行う は ず で ある と 考え る が 、 そ の 様 な 姿勢 で あっ て いた 
だ きた い 。 


意見 は 以上 で ある 。 








260. 





いわ ゆる 不良 債権 を か か えた 金融 市 場 の 安定 化 を 目的 と し て いた と 考え る と も は や 役割 を 終え た と も 言え る 。 
金融 庁 が 現在 の 経済 の 高度 化 や 厚生 増大 に 対し て 貢献 で き な い 問題 意識 が ある の は 正常 と 言え る 。 

現代 の フィ ン テ ッ ク が 進展 する 中 、 当局 と 民間 業者 の 間 で 情報 の 非対称 性 が ある と 感じ て いる 。 

し か し この 非対称 性 は いま まで の 経済 理論 の 外部 経済 性 と は 明らか に 次 元 が 違う 。 


な ぜ な ら 情 報 の 非対称 性 は 情報 を 持つ 側 は 大 企業 や 当局 な ど 有 利 に 情報 を 得 ら れる 側が 情報 を 得 ら れ な いも の を 不 
利 な 方 に 誘導 する も の で ある 。 し か し 有利 で ある は ず 金 融 機関 や 当局 が 急速 に 発達 する 分 野 の 知見 が 足り な いと 言う 
逆 の 非対称 性 が 生じ て いる 。 


金融 の 視点 か ら 見 た 厚生 と 言う の は 偏り が ち で あり 視野 を 狭め 、 逆 に 社会 厚生 の 増大 の 足 を 引っ 張っ て いな いか 。 


具体 的 に は コイ ンチ ェ ッ ク の 件 で は 、 登録 に お いて チェ ッ ク 期 間 は 十分 に あっ た に も 関わ ら ず 【 コ ー ル ドス トレ ー ジ 】 と 言う 
金融 に お ける 信頼 性 を 確保 する の に 最も 基本 的 (ミニ マム スタ ンダ ー ド ) な 事項 に つい て 検査 が され て お ら ず 、 指 摘 す ら 
で き て いな か っ た 金融 庁 の 責任 は 極め て 重い と 言わ ざる を えな い 。 


この 件 も 含め 、 金 融 の 観点 か ら 監 督 する だ け で は 不 十分 で ある の は 明白 で 、 消 費 者 店 、 通 信行 政 を 担う 総務 省 、 サ イ 
バー 犯罪 を 所 管 す る 警察 庁 、 文 科 省 と 連携 する こと が 不可 欠 で ある 。 特に フィ ン テ ッ ク の 分 野 で は 人 金融 庁 だ けが 所 管 す 
る と 外部 不 経済 性 を 想定 し きれ な い 規 制 に な る 。 こ の 視点 か ら も 当局 の 失敗 は 見 える 。 


例え ば 今回 の コイ ンチ ェ ッ ク の 件 で は 、 匿 名 性 の 高い Monero な ど が 犯罪 の 温床 に な る 可能 性 を 考え て 検査 を 厳し くし た 
と 考え て いる が 、 そ こ に 消費 者 保護 保護 の 視点 、 コ ー ル ドス トレ ー ジ な ど 技 術 的 な 視点 が 足り な か っ た と 言え る 。 今回 の 
こと が 起こ っ た 後 の 金 融 市 場 の 混乱 を どの よう に 防ぐ べべ きか の 議論 が 出来 て いな い 。 これ ら は 行政 の フッ トワ ー ク の 悪 





・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1 に 記載 し て 
お り ま す の で 、【12 一 c】 を ご 覧 くだ さい 。 
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いこ と が 最大 の 問題 で あり 、 当局 と いう より は 行政 全体 の 敗北 と 考え た ほう が 適切 。 


この 案 で は 到底 フィ ン テ ッ ク に 対し て 新しい こと は な く 、 今 まで 言い 古 され た 理論 経済 学 を 現象 (金融 行政 の 視野 が 狭い ) 
に 当て は め た だ け の 酷い 案 で ある 。 基準 を 策定 し て いる 間 に 新 し い 事象 が 生ま れる と 言う 時 代 に は 官僚 制 組織 と 事象 
対応 型 の 専門 性 を 持つ 省庁 横断 の マト リッ クス 組織 が 必要 で ある 。 


蓋然性 と か 本 質 と 言う 言葉 が な く 論じ られ る レポ ー ト を 望み た い 。 











261.|「 本 方 針 は 対象 を 特定 の 業態 に 限る こと な く 、 当局 が 検査 ・ 監 督 権限 を 有する 全て の 金融 機関 等 の 検査 ・ 監 督 全般 に 共 | ・ 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 今後 の 参考 
通す る 基本 的 な 考え 方 と 進め 方 を 内 容 と し て いる 」 と ある が 、 現 在 、 金 融 審議 会 「 金 融 制 度 ス タデ ィ ・ グ ルー プ 」 に お いて | と させ て いた だ きま す 。 
議論 され て いる 横断 的 な 金融 法制 と の 関係 も 十分 整理 し た うえ で 進め て いた だ きた い 。 

262.| 今回 の 「 基 本 方 針 」 に 関す る 意見 募集 で は 、「 制 度 設計 に 関わ る 部 分 に つい て は ・・・ 対 象 と し な い (9 頁 ) よ う で ある が 、 新 | ・ 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 今後 の 参考 





し い 「 検 査 ・ 監 督 基本 方 針 」 に 伴い 、 金 融 規制 も 一 部 見 直し が 必要 に な る も の と 考え る 。 


すなわち 、 検 査 ・ 監 督 が 「 ル ー ル と チェ ッ ク リ スト を 中 心 と し た 枠組 みか ら プ リン シブ プル や 考え 方 と 進め 方 を 中 心 と し た 枠 
組み に 移行 」(19 頁 )、「 ベ スト ・ プ ラク ティ ス の 追求 」、 多様 で 主体 的 な 創意 工夫 に 向け た 「 探 求 型 対話 」 へ と 軸 足 を 移す 
の に 伴い 、 金 融 規 制 も 「 事 前 規制 )」 か ら 「 事 後 規制 」 へ と 軸 足 を 移す 必要 が ある の で は な いか 。 


事前 規制 を 維持 し た まま で は 、 金融 機 関 に よる 自発 的 な 取組 みや ベス ト ・ プ ラク ティ ス を 追求 する 上 で の 制約 と な っ て し 
まう か ら で あ る 。 


ー 例 を 挙げ る と 、 我が国 に お ける ファ イア ウォ ー ル 規制 に よっ て 、 顧 客 の 非 公開 情報 を 金融 グル ー プ 内 の 各社 間 で 授受 
する こと は 、 内 部 管理 業務 等 の 目的 以外 で は 原則 と し て 認め られ て いな い 。 し か し 、 顧 客 の 真 の 利益 を 尊重 する な ら 
ば 、 金 融 サ ービス の 川上 か ら 川 下 に 至る サー ビス チェ ー ン 全体 を 通じ て 、 金 融 グ ルー プ と し て 持て る 力 を 最大 限 に 発揮 
し て 、 顧 客 の 利益 の 最大 化 を 図る こと が 本 来 あ る べき 姿 で ある 。 当局 が 掲げ る 「 顧 客 本 位 の 業務 運営 」 に も 停 ら な いも 
の と 考え る 。 


顧客 の 非 公開 情報 の 授受 も 、 原 則 と し て 可能 と し 、 顧 客 の 利益 を 阻害 する 懸念 に つい て は 、 事 後 規制 で 対応 すべ き で 
は な いか 。 





と させ て いた だ きま す 。 


・ な お 、 本 基本 方 針 に お いて は 、 金 融 行政 の 
うち 制度 設計 に 係る 部 分 に つい て は 対象 と 
せ ず 、 検 査 ・ 監 督 の あり 方 を まとめ て お り ま 
す 。 
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263. 


金融 庁 検 査 の あり 方 に つい て 、 働 き 方 改革 や 女性 活躍 推進 及び 少子 化 対策 の 観点 か ら の 意見 で す 。 金融 庁 検 査 へ の 


対応 は 、 金 融 機関 で は 非常 に 緊急 性 と 重要 度 が 高い と みな され 、 当局 対応 の 為 な ら ば 深夜 残業 も や む な し と いう 考え 
の 企業 が 多い と 思い ます 。 


LAL, 90 年 代 や 2000 年 代 と は 異な り 、 最 近 で は 総合 職 ワ ー キ ング マザー の 増加 に より 金融 店 対応 も 女性 が 主力 と な 
る ケー ス も 増え て いる と 思い ます 。 当局 対応 業務 か ら 免 除 し て も ら う 方 法 も ある で し ょ う が 、 し か し 金融 機関 で 真 に 女性 
が 主戦 力 と な り 、 仕事 と 保育 園 の お 迎え や 家事 育児 を 両立 する に は 、 金 融 店 検査 対応 も 時 短 で 十分 に 賭 える 仕組 み 
を 、 ま ず 人 金融 庁 が 考え て 頂き た いと 思い ます 。 


負担 を 軽減 する に は 、 金 融 機 関 側 に 資料 を 求め な い 、 負 担 を か け な い と いう ポリ シー を 徹底 する こと で す 。 また プレ ッ シ 
ャ ー を 与え る よう な が 言動 や 敵対 的 ・ 高 圧 的 な 言動 も 翌 む べき で す 。 法令 遵守 や 業務 リス ク の 状況 を 知り た い の な ら 検 査 
官 が 出向 し て 常駐 する な り 、 日 頃 か ら 金 融 機関 に 寄り 添う よう な 監督 を し て は いか が で し ょ うか ? 検査 より 確実 に 実態 
知る こと が で きま す 。 或いは 、 日 々 役職 員 の ラン チ に で も 参加 し て 、 意 向 を 伝え た り コ ミュ ニケ ーション を し て は いか が で 
すか ? 


働き 方 改革 の 観点 か ら も 、 男女 を 問わ ずい か に 負担 を 減ら し て 効率 的 に 働く か が 求め られ て いま す 。 過重 労働 は 結婚 ・ 
出産 を 妨げ ます 。 子供 が 生ま れ な けれ ば 金融 どこ ろか 、 日 本 は 縮小 し 国家 の 維持 すら 将来 危う く な り ま す 。 内 閣府 だ け 
CH. 金融 庁 も 、 そ の 立場 で 何 が で きる の か 是非 考え て 頂き た いで す 。 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【3 一 a】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 








264. 





オフ サイ ト の モニ タリ ング や 、 そ の 一 環 と し て の 各種 ヒア リン グ や アン ケー ト に つい て は 、 オ ン サ イト 金融 検査 と は 異な 
り 、 開示 ・ 共 有 し て 差し 支え な いこ と を 確認 させ て 頂き た い 。 


また 、 検査 を 受検 する 金融 機関 と 顧問 契約 し て いる 弁護 士 、 会 計 士 、 コ ン サ ル タ ン ト な ど は 、 現 状 、“ 第 三 者 "と し て 扱わ 
れ 、 検 査 関係 情報 な どの 開示 は 原則 と し て 禁じ られ て お り 、 検査 部 局 か ら 事 前 承諾 を 得 な けれ ば な ら な い 。 


新しい 「 検 査 ・ 監 督 基本 方 針 」 の 下 で は 、 顧 問 契約 し て いる 弁護 士 、 会 計 士 、 コ ン サ ル タ ン ト な ど に つい て は 、 検 査 関係 
情報 な どの 開示 ・ 共 有 を 、 必 要 な 限り に お いて 、 原 則 と し て 認め て 頂き た い 。 金融 当局 が 、 各 金融 機関 に よる 自発 的 な 
取組 み を 促し 、 ベ スト ・ プ ラク ティ ス の 追求 を 促す の で あれ ば 、 こ うし た 金融 関連 サー ビス が 保有 する ノウ ハウ の 活用 、 同 
業 他社 に よる 取組 み と の 比較 、 外 部 専門 家 か ら の 評価 ・ ア ドバイ ス 等 が 不可 欠 で ある 。 こう し た 協 働 ・ 連 携 を 通じ て 、 金 





必要 な 場合 に は 現在 も 柔軟 に 対応 し て お り ま 
す が 、「 第 三 者 開示 」 制 度 に つい て は 、 検 査 
の 実効 性 の 確保 等 の 観点 か ら 、 当局 の 責任 
で 検査 関係 情報 の 管理 を 行う 必要 が ある た 
め 、 事 前 の 申請 を 要する も の と し て いま す 。 


・ 必 要 に 応じ 、 今 後 と も 改善 を 行っ て いき ま 
す 。 
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融 関連 サー ビス 業 自体 の ノウ ハウ も さら に 蓄積 され 、 業 界 の “厚み が 増し 裾野 が 広がる ”。 金 融 機 関 自身 の 高度 化 、 金 
融 当局 の 高度 化 だ け で な く 、 金融 関連 サー ビス の 高度 化 も 図る こと が 、 真 の 意味 で の 国際 金融 セン ター 化 に 資す る も の 
と 考え る 。 





265. 


5 真 に お いて 、 第 1 か ら 第 3 まで の 金融 行政 の 役割 を 示し 、「 こ れ ら に 対処 する こと が 当局 と し て の 役割 と 考え られ る 」 と 
ある が 、 第 3 に つい て は 「 環 境 整 備 の 面 を 中 心 に 」 と 具体 的 な 局面 、 方 向 性 に つい て 明確 化 さ れ て いる 一 方 で 、 第 1 お よ 
び 2 に つい て は 、 具 体 的 な 局面 、 方 向 性 が 明示 され て お ら ず 、 あ ら ゆ る 役割 ・ 裁 量 を 駆使 で きる よう な 記述 に 見 受け られ 
る 。 第 1 か ら 第 2 に 記載 され て いる 金融 行政 の 役割 は 、 民間 に よる 自主 的 な 取組 み を 前 提 と し て 当局 は それ を 後押し す 
る 従 た る 役割 が 第 一 義 的 で ある も の も 含ま れ て お り 、 第 3 の 役割 と 同様 に 、 局 面 、 方 向 性 を 明確 化し て は どう か 。 


* 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 





266. 


20 真 に 、 マ イケ ル ・E・ ポ ボー ター 等 に よる 「 共 通 価値 の 創造 」 が 示さ れ て いる が 、 一 学説 に 過ぎ ず 、 実 証 的 な 研究 に よっ て 
広く 証明 され て いる わけ で も な い 説 を 行政 上 の 文書 に 記載 する こと は 適当 で は な い の で は な いか 。 ここ で 述べ て いる 
「 顧 客 の 真 の ニー ズ に 応じ た 良質 な 商品 ・ サ ービス を 提供 し 、( 中 略 ) ひ いて は 企業 価値 の 向上 に つなが る 」 と いう 考え 
方 は 、M・E・ ポ ー タ ー「 共 通 価値 の 創造 」 の 論語 の すべ て で は な く 、 ま た 、 上 記 学 説 を 引用 する まで も な く 金 融 機関 、 金 融 
当局 が 正義 と し て 受け 止め る べき 当然 の 考え 方 で ある 。 同 記述 を 残す の で あれ ば 、 本 文 で は な く 、 注 釈 等 に すべ き で は 
な いか 。 


* 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 








267. 





案 3 ペ ー ジ 、 概 要 の 「 金 融 行政 の 目標 」 に 「 国 民 の 厚生 」 と いう 文言 が ご ざい ます 。 これ を 「 国 民 の 福利 」 に する よう 、 ご 検 
討 い た だ きく 具申 いた し ます 。 


理由 1 

厚生 より も 、 福利 の ほう が 範囲 が 広い よう な 気 が す る 。 

理由 2 

日 本 国 憲法 の 前 文 に 以下 の 文言 が ある の で 、 私 た ち 庶民 は 「 福 利 」 と いう 言葉 の ほう が 、 落 ち 着き が 良い か ら で す 。 


「 そ も そ も 国 政 は 、 国民 の 厳重 な 信託 に よる も の で あつ て 、 その 権威 は 国民 に 由来 し 、 そ の 権力 は 国民 の 代表 者 が これ 





・ 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 
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を 行使 し 、 そ の 福利 は 国民 が これ を 享受 する 。」 


よろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。 





268. 


庁 内 幹部 や 外部 有識者 等 の 多く の 関係 者 の 意見 を 取り 入れ て 組み 合わ せ た 結 果 だ と は 推察 され ます が 、 全体 的 に 、 感 
情 的 、 感 覚 的 な 文体 が 目立ち 、 各 章 に も 論理 構成 が 飛躍 し て いる 人 箇所 が 散見 され ます 。 ま た 用 語 の 使い 方 が 統一 され 
て いな い 箇 所 も 多く 、 それ に 意図 が ある の か 、 な い の か 、 疑 義 が 生じ る 箇所 が あり ます 。 方 向 性 に は 異論 は な く 、 AEG 
そし て 重要 な 方 向 転換 で ある だ け に 、 過 去 の 本 件 関連 の 当局 文書 (大 蔵 省 通達 な ど ) と 比較 する と 説得 力 、 冷 静 さ に か 
ける 点 が 散見 され る こと が 悔やま れ ま す 。 歴史 に 残る 重要 な 文書 で あり 、 か つ 今 後 の 金融 行政 上 の 規範 と な る 文書 で 
ある 以上 、 冷 静か つ 論 理 的 に 、 財 務 官 僚 ら し い 格 調 の 高い 行政 文書 の 作成 を 心がけ て いた だ きま す よ うお 願い し ます 。 


* 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 
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© 


6.「 最 低 基準 検証 」、「 動 的 な 監督 」、「 見 える 化 と 探究 型 対話 」 を 通じ た 進め 方 (幅広 い 対 話 ) に お いて 、 経 営 ト ッ プ と あ 
る が 、 経 営 トッ プ と は 頭取 又は 理事 長 を 指す の か 。 そ う で な けれ ば 、 誤 解 の な いよ うに 、 例 えば 、 執 行 役員 を 含む 経営 
陣 全 員 に し て いた だ く と 金融 機関 の ガバ ナン ス や 企業 文化 の 議論 を 交わ す に は 、 相応 し い の で は な いで し ょ うか 、。 私 と 
し て は 、 行 職員 クラ ス で は 上 級 管理 職 の 部 長 も 加え て いた だ く と さら に 当該 金融 機関 の 資質 が わか る の で は な いで し ょ 
うか 。 


「 最 低 基準 検証 」、「 動 的 な 監督 」、「 見 える 
化 と 探究 型 対話 」 を 進め る に あたっ て は 、 頭 
取 や 理事 長 の みな ら ず 経営 幹部 と も 必要 に 
応じ て 対話 し て いき ます 。 





270. 


3 頁 に 、「( 金 融 ン レス テム の 安定 と 金融 仲介 機能 ) 双 方 の 間 の 好 循 環 の 実現 を 『 図 る ]』 こ と が 望ま し い 」、「 利 用 者 保護 と 利 
用 者 利便 が 両方 実現 する よう 『 目 指す 』 こ と が 望ま し い 」、「 市 場 の 公正 ・ 透 明 と 市 場 の 活力 と を 両方 実現 する よう 『 努 め 
る 』 こ と が 望ま し い 」 と ある が 、 い ずれ も 実現 すべ きも の で あっ て 、 目 指す 、 努 め る 等 に 表現 を 緩め る べき 理由 が な い の で 
あれ ば 、「 図 る 」 に 統一 すべ き で は な いか 。 


* 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 








271. 





3 頁 か ら 4 頁 に か け て 、 過 去 の 金融 行政 は 『「 安 定 、 保 護 、 公 正 ・ 透 明 」 に 集中 し て きた 』 と の 反省 の 下 に 、 そ れ と 両立 さ 
せる べき 「 金 融 仲介 機能 の 発揮 」 や 「 利 用 者 利便 」、「 市 場 の 活力 」 な どの 目標 を 新た に 金融 行政 の 基本 的 な 目標 と し て 
位置 づけ る と ある が 、 過 去 の 金融 行政 に お いて も 、2007 年 の 金融 資本 市 場 機能 強化 プラ ン を は じ め と し て 旧 大 蔵 省 時 
代 を さか の ぼっ て も 、 金 融 仲介 機能 の 発揮 や 利用 者 利便 、 市 場 の 活力 は いつ の 時 代 に お いて も 変わ る も の で は な く 、 
当然 に し て 意識 され て きた も の と 考え られ る 。 過去 の 金融 行政 が 、 安 定 、 保 護 、 公 正 ・ 透 明 と いう 目標 の み に 固 執 し 、 ま 
た 過度 に 部 分 最適 的 に 追求 し 、 結 果 と し て 過去 の 金融 行政 は 本 来 の 目標 を 見 失っ て いた と いう 論調 は や や 行き 過ぎ で 





検査 ・ 監 督 を より 実効 性 の ある も の と する た 
め 、① 金 融 シ レス テム の 安定 と 金融 仲介 機能 
の 発揮 の 両立 、② 利 用 者 保護 と 利用 者 利便 
の 両立 、③ 市 場 の 公正 性 ・ 透 明 性 と 市 場 の 
活力 の 両立 を 目指 すこ と が 重要 で ある と 考え 
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は な いか 、。 両立 すべ き ( 時 と し て 相反 する ) 目標 を それ ぞ れ 明確 に 据え る と いう 取組 み 自体 は 替 同 され る べき も の で ある 
が 、 過 去 を 否定 し て 新た な 方 針 を 正当 化す る と いう 論法 は 過去 の 金融 行政 を 不 必要 に 失敗 と 印象 付け て し まう 懸念 が 
ある よう に 思わ れる 。 


て いま す 。 


・ 法 令 遵 守 状 況 の 事後 的 な チェ ッ ク や 資産 査 
定 を 中 心 と し た 検査 ・ 監 督 手法 は 、 金 融 危 機 
の 時 代 に は 優先 課題 (金融 行政 へ の 信頼 回 
復 、 不 良 債権 処理 、 利 用 者 保護 上 の 問題 の 
解消 ) の 解決 に 寄与 し た と 考え て いま す 。 こう 
し た 手法 は 、 金 融 を 巡る 環境 や 金融 行政 が 
取り 組む べき 課題 が 大 きく 変化 し た 結果 、 時 
代 に そぐわ な く な っ た こと か ら 、 検 査 ・ 監 督 の 
見 直し を 行っ て いま す 。 





272. 


オフ サイ ト を 含む モニ タリ ング 全般 を 通じ て 、 当局 が 金融 機関 か ら 入 手 し た 情報 の 機密 管理 に つい て は どの よう な 定め 
が な され て いる の か 、 念 の た め ご 教示 頂き た い 。 


検査 関係 情報 や モニ タリ ング を 通じ て 入手 
し た 情報 の 管理 に つき まし て は 、「 金 融 検査 
に 関す る 基本 指針 」 の 他 、 行 政 機関 の 保有 
する 個人 情報 の 保護 に 関す る 法律 等 の 法 
令 、 一 般 的 な 行政 文書 の 管理 に 関す る 規定 
に 即 し て 、 適 切 に 管理 する こと と 定め て いま 
す 。 








273. 





今後 の ISDA と の 協 働 に つい て 


店 頭 デ リバ ティ ブ 規 制 の 導入 の 過程 で 、ISDA と し て 貴 庁 と 協 働 を させ て いた だ き 、ISDA 及び その メン バー の 立場 や 見 
解 を 尊重 いた だ いて きた こと に 深く 感謝 し て いま す 。 今後 も 引き 続き 協 働 さ せ て いた だ く よ う 要望 いた し ます 。ISDA と し 
て は 、 今 後 具体 的 な 作業 が 必要 と 考え られ る 事項 と し て は 以下 の も の が ある と 理解 し て いま す 。 
(1) 店 頭 デ リバ ティ ブ 規 制 (例え ば 以下 の よう な ) の 評価 ・ 改 善 
① 清算 集中 義務 





・ 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 今後 の 参考 
と させ て いた だ きま す 。 


・ な お 、 本 基本 方 針 に お いて は 、 人 金融 行政 の 
うち 制度 設計 に 係る 部 分 に つい て は 対象 と 
せ ず 、 検 査 ・ 監 督 の あり 方 を まとめ て お り ま 
す 。 
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② 取引 情報 保存 ・ 報 告 制度 

③ 電子 取引 基盤 に お ける 執行 義務 

④ 中 央 清算 され な い デ リバ ティ ブ 取 引 に 係る 証拠 金 規制 
(2) ISDA Common Domain Model (CDM) の 開発 と 市 場 へ の 導入 


(3) 金融 ベン チマ ー ク QBOR+) か ら の 移行 と フォ オール バッ ク の 検討 


以上 、 ご 検討 を いた だ き 、 ご 高配 を 賜り ます よう お 願い 申し 上 げ ま す 。 








274. 





FATF 第 4 次 相互 審査 の 実効 性 審査 (mmediate Outcome 3) に お いて は 、 行 政 処分 の 内 容 や 件 数 も 評価 対象 の 一 部 と 
な っ て いる と 理解 し て いま す 。 FATF 審査 に お いて は 、 他 国 と の 横 比較 を 行い 、 こ れ を も と に 評価 が 決定 され る こと が よ 
く 知 られ て いま す 。 諸 外国 で は 、 欧 米 当局 を 中 心 に 金融 機関 へ の 巨額 の 制裁 金 描 置 を 含め 、 厳 格 な 行政 処分 が 顕著 
で ある 中 、 第 4 次 対日 審査 に お いて 、 我 が 国 に お ける AML/CFT 関連 の 行政 処分 実績 が ほとん ど な い 事実 が 、 
Immediate Outcome 3 の 審査 結果 に ネガ ティ ブ な イン パト を 与え る 懸念 が 生じ る 可能 性 が あり ます 。 この よう な こと か ら 、 
対応 に 不備 が ある 金融 機関 を 適切 に 特定 する こと 、 そ の うえ で 当該 不備 が 特定 され た 場合 、 そ の 度合 い に 応じ て 効果 
的 な 行政 処分 を 発動 する こと 、 結果 と し て 今 よ り も 行政 処分 内 容 、 件 数 と も に 厳格 な 対応 が 必要 で ある よう に も 考え ら 
HET. 貴 庁 で は 、 金融 モニ タリ ング 有識者 会 議 報 告 を 受け て 「 ベ スト プラ クティ ス の 追及 に 向け た 対話 」 を 重視 する 方 
針 を 打ち 出し て いま す が 、 こ の よう な 基本 方 針 に お ける 行政 処分 の 方 向 性 に つい て ご 教示 頂け ませ ん で し ょ うか 。 E 
た 、 最 低 基準 を 充足 し て いな い 金 融 機関 に 対す る 行政 処分 の 発動 基準 は 、 当 該 基 本 方 針 の 下 で 、 ど の よう な も の と な 
る か も ご 提示 頂け ませ ん で し ょ うか 。 





・ ベ スト ・ プ ラク ティ ス の た め の 各 金融 機関 の 
創意 工夫 は 重要 で は ある が 、 そ れ に よっ て 
「 最 低 基準 検証 」 の 必要 性 が 低下 する も の で 
は あり ませ ん 。 基 本 的 な 財務 の 健全 性 や 法 
令 遵 守 態 勢 に 問題 が 見 られ る 金融 機関 に 対 
し て は 、 最 低 基 準 検証 を 行っ て いき ます 。 


・ そ の 観点 か ら 、 金 融 庁 と し て は 、2 月 に 公表 
し た 「 マ ネー・ ロ ー ン ダリ ング 及び テロ 資金 供 
与 対策 に 関す る ガイ ドラ イン 」 を 踏ま えた マネ 
ロン ・ テ ロ 資 金 供与 対策 へ の 対応 状況 等 に つ 
いて 、 適 切 に モニ タリ ング を 行っ て いく と 共 
に 、 こ うし た モニ タリ ング 等 を 通じ て 、 ガ イド ラ 
イン に お ける 「 対 応 が 求め られ る 事項 」 に 係る 
措置 が 不 十分 で ある な ど 、 マ ネロ ン ・ テ ロ 資 
金 供与 リス ク 管 理 態勢 に 問題 が ある と 認め ら 
れる 場合 は 、 業 態 ご と に 定め られ て いる 監督 
指針 等 も 踏ま えな が ら 、 必 要 に 応じ 、 報 告 徴 
求 ・ 業 務 改 善 命令 等 の 法令 に 基づく 対応 を 行 
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い 、 金 融 機関 等 の 管理 態勢 の 改善 を 図っ て 
いき ます 。 




















275.| 金融 庁 の 基本 的 機能 ・ 基 本 的 な 財務 の 健全 性 や 法令 遵守 態勢 に 
前 題 が 見 られ る 金融 機関 に 対し て は 、 最 低 
金融 庁 の 役割 に 関し て 、 同 庁 は 「 厳 し い 検査 や 早期 の 破たん 処理 を 通じ た 健全 性 維持 を 図っ て も 、 リ スク を 取っ て 収益 — bins 3 B 
< つ o 
性 を 向上 させ な けれ ば 結果 と し て 全体 の 健全 性 維持 は 確保 で き な い 」 と いう 基本 方 針 を 取っ て いる 。 
ロジ ッ ク は その 通り で ある が 、 現 実に 健全 性 に 問題 の ある 先 に つい て 、 実 地検 査 ・ 処 理 を 先送り し 将来 に つけ を し て い 
る 。 も ちろ ん 、 こ の 段階 で 破たん 処理 に 踏み 切る 必要 は な い が 、 事 実 上 債務 超過 に な っ て いる 先 に 対し て は 、 資 本 注 
入 、 救 済 合併 な どの 対策 を 早期 に 講じ る べき 。 現在 の 長官 は こう し た 問題 に 距離 を 置い て いる 。 
276.| 最近 の 金融 庁 自身 が 関わ る 事例 を 踏ま えて いな い ・ 本 基本 方 針 は 、 対 象 を 特定 の 業態 に 限る こ 
と な く 、 当局 が 検査 ・ 監 督 オ る 全て 
商工 中 金 の 問題 、 天 下り 規制 違反 の 問題 に つい て 触れ な いま ま 、 監 督 の あり 方 や 金融 店 の ガバ ナン ス を 論じ る の は 説 o o Sigo iu Mo 
得 力 を 欠く 。 特に 、 商 工 中 金 に つい て は 、 財 務 省 、 経 産 省 に 今後 の あり 方 の 議論 を 委ね て いる が 、 も っ と 積極 的 に 関わ page poe Lui Ee h 
る べき で あっ て 、 政 府 系 金融 機関 の 経営 の あり 方 に つい て 責任 を も っ て 検討 に 参画 すべ き で は な いか 。 な お 、 ( 略 ) 問 9 
題 、( 略 ) 問 題 に つい て の 対応 方 針 が 不明 で ある 。 1 
277.| 公取委 と の 関係 な ど ・ 金 融 行 政 に 取り 組む に あたっ て は 、 BUR 
. » 。 | 体 の 方 針 と 整合 的 に な る よう に 進め て いき ま 
地方 銀行 の 合併 促進 を 水面 下 で 強く 働き か け て きた が 、 公取委 の 認可 が 下り ず 、 は し ご を 外さ れ て いる 金融 機関 が あ TRE 
る 。 これ に み ら れ る よう に 、 金 融 行政 に つい て 政府 全体 で 整合 性 を 取っ て 進め る こと が 必要 で ある 。 : 
278.|「 犯 罪 資金 洗浄 や テロ 資金 の 送金 を 行 お うと する 者 は 管理 の 相対 的 に 弱い 金融 機関 を 探し 出し て 利用 し よう と する 」(19 | ・ 御 意見 あり が と う ご ざ いま し た 。 
頁 ) と の 記述 に 全く 同感 で ある .。 (M) 
279. 裁量 行政 復活 は 市 場 規 津 ・ 金 融 機関 の 自己 責任 原則 を 歪め る も の で あり 、 不 適切 で ある 。「 金 融 庁 は 市 場 規 律 ・ 金 融 | ・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【1 一 b】 に 記 





機関 の 自己 責任 原則 を 尊重 し て お り 、 金融 機関 この間 で 必要 な 対話 等 は 行う が 、 裁 量 行政 は 復活 させ な い 」 旨 を 明確 





載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
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に 記載 すべ き で ある 。 





280. 


よる 厳格 な 法令 遵守 違反 の 検査 は 、 と て も 効力 の ある 検査 で ある 。 


法令 等 遵守 は すべ て の 基本 で あり 、「 法 令 等 遵守 違反 」 の 検査 は 実施 すべ き 。 検査 マニ ュ ア ル の チェ ッ ク リ スト 方 式 に 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【4 一 dg】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 





281. 


ば 應 意 的 な 検査 が 行わ れる た め 、 検査 マ ニュ アル を 廃し て は いけ な い 。 


・ 検 査 マ ニュ アル は 金融 機関 に と っ て は 法 と 同様 の 存在 で あり 、 廃 止 する 理由 が な い 。 また 、 検 査 マ ニュ アル が な けれ 


・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【6 一 a】【 1 
ーb】 に 記載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 





282. 


実 を 公表 し な けれ ば な ら な い 。 」 と いう 原則 を 遵守 し て いな い 。 





"「 金 融 行政 に 対し て 外部 か ら の 提言 ・ 批 判 が 反映 され る 仕組 み を 整え て いく 」 と 案 に ある が 、 金 融 庁 は 、「 行 政庁 は 事 





・ 御 指摘 の 点 に つい て は 、 別 紙 1【8 一 a】 に 記 
載 し て お り ま す の で ご 覧 くだ さい 。 
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(以上 ) 





